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冒険者をクビになったので、錬金術師として出直します！ 〜辺境開拓？ よし、俺に任せとけ！③


佐々木さざめき

イラストレーション／あれっくす
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教育は、早いほうがいいよなって話






　時間は少し、さかのぼる。

　コカトリスの襲撃騒ぎより前、ゴールデンドーンを追い出され、新ゴールデンドーンが大きく発展し始めた頃の話だ。

　この日、俺たちは、カイル肝いりの公共サービスである、学校を訪れていた。

　まだ仮設だが、立派な校舎の前に、俺とカイル、マイナとペルシア、それとメイドのリュウコの五人が視察に来ている。

　というのも、これから教師となる人間と顔合わせするためだ。

　ゴールデンドーンに学校を設置するにあたって、領主であるオルトロス・ガンダール・フォン・ベイルロード辺境伯の伝手で何人かの教師を紹介してもらっている。

　その中で学校の責任者を任せる予定の一人が貴族のオブリオ・レルネンだ。

「お初にお目にかかります、私はオブリオ・レルネン。レルネン男爵の三男で、二八歳となります。ベイルロード辺境伯の格別な配慮により、教師として参上しました」

　貴族らしい丁寧な挨拶に、カイルは笑顔で答える。

「はい。よろしくお願いします」

　貴族の挨拶が終わると、さっそくカイルが学校に目を向けた。

「オブリオさんには学校――学園と名を変えるつもりですが――の校舎が完成しましたら、学園長と高等授業の教師を兼任していただきたいと思っております」

　オブリオは一度、仮校舎と、建設中の校舎を目で追ってから、ゆっくりと口を開く。

「カイル様、質問をよろしいでしょうか？」

「はい、どうぞ」

「学校……学園というのは、どういうものなのでしょう？　私はてっきりカイル様の教師として呼ばれたのだと認識していたのですが」

　オブリオの疑問はもっともだ。

　そもそも学園というシステム自体、まだ手探りの段階。貴族の教育といえば、個々に家庭教師を呼ぶことが普通らしい。

「それでは学園の基本的な仕組みを説明しますね」

「よろしくお願いします」

　カイルは楽しそうに学園のことを語り出した。

「まず、ゴールデンドーンに住む子供は、六歳から十六歳までの一〇年間、学園に通う義務があります」

　オブリオが目を丸くし、絶句する。なんとか再起動し、震える口調で再度質問を口にする。

「え？　それは平民も含まれるということですか？」

「もちろんです」

　そりゃオブリオは驚くだろう。平民が教育を受けるなど、聞いたこともない。

　俺は孤児院育ちだったので、教会の聖典を読むことや、計算などが義務だった。おかげで最低限の読み書きと計算は覚えさせられた。

　十六歳に行われる成人の儀を終えて、冒険者になってから、読み書きと計算ができることがどれだけ重要だったのかを痛感した。

　だから、カイルの考えた学園構想には大賛成なのである。

「な、なるほど。しかし平民に受講料など払えるものでしょうか？」

　カイルは小首をかしげた。

「え？　受講料ですか？　全て無料ですよ？」

「は!?　む、無料ですか!?　午前の部は義務のようですからまだわかるのですが、平民や家無しにまで無料で教育をするおつもりですか!?」

　家無しというのは、冒険者や行商人などの、市民権を持っていない人間を指す。

「はい。それがこの学園の目的です」

　オブリオの表情から貴族らしさは完全に消え果て、ぽかーんと間抜けな表情を浮かべていた。

「高等教育ですが、これは年に一度試験を行い、合格者のみが受講できる特別なコースです。オブリオさんにはこちらの授業を受け持ってもらいます」

「な、なるほど。これはもちろん貴族か豪商などが対象なのですよね？」

　オブリオの顔には「お願いだからそうだと言って！」と書かれているようだった。

「いえ、試験に合格できれば誰でもです。卒業試験に合格した人には、僕から表彰を行い、卒業の証を贈ります。可能であれば、卒業生を僕の側近や、ゴールデンドーンの要職についてもらえるようにしたいですね」

「そ、それでは平民がカイル様の側近になってしまう可能性があるではないですか！」

「そうなりますね」

　しばらく絶句。我に返ったように、オブリオがつばを飛ばす勢いで叫んだ。

「そ、それは辺境伯のご子息であるカイル様に相応しいと、とても言えないのでは!?」

　言われた意味がよくわからなかったのか、カイルはキョトンと首をかしげ、俺に顔を向ける。

「正確には側近ではないのですが、孤児院生まれで元冒険者の生産ギルド員であるクラフト兄……クラフトさんのことを、僕はとても信頼していますよ？」

「……は!?」

　オブリオが俺を睨むような視線を向けてきた。

「たしか君がクラフトだったね？」

　俺の目の前に、つかつかと歩み寄ってくると、見下すように指を胸に向ける。

「はい。そうです」

　相手は貴族なので、最低限の敬語を使う。

　持って回った言い回しを練習したのだが、ペルシアとアルファードに匙さじを投げられてしまった。平民なので最低限の敬語さえできていれば大丈夫らしい。

「ほう……カイル様の側近として相応しいか、ちょっとテストしてやろう。これは私が最近学会に提出した論文なのだが、君に理解できるかね」

　オブリオが指を鳴らすと、彼の従者が紙束を俺に差し出す。

　彼ら教師は全員貴族なので、それぞれ従者がいるのだ。

　資料をぺらぺらとめくると、どうやら歴史に関する論文のようだが、半分も理解できない。せめて魔法関係なら、もう少し理解できたと思うのだが。

「ふふふ……やはり貴族でもない下賎な生まれでは、この偉大なベイルロード辺境伯が築いた歴史を理解などできぬであろうなぁ」

　勝ち誇った表情でオブリオが胸を張る。

　そこに俺の横に立っていたリュウコが一歩前に出た。

「お話し中に失礼いたします。オブリオ様、こちらの年号なのですが間違っております」

「な、何!?」

　リュウコが指した年号を慌ててチェックするオブリオ。

「こちらの出来事と、こちらの事件ですが、時系列が逆と存じます。また前ベイルロード辺境伯の側近の名前も間違っております」

「え、な……!?」

「こちら参考にしている資料ですが、すでに学会によって否定された資料と思われます。またこちらは……」

「ま、待て待て！　ちょっと待つのだ！」

　オブリオは俺の手から資料をひったくり、リュウコに指摘された部分を一つずつ確認して、次第に青くなっていった。

「こ、これは……たしかにその……」

　カイルの前で赤っ恥をかかされたのだから、たまったものではないだろう。

「リュウコ、お前物知りだったんだな」

「メイドですから」

　そうか、メイドは物知りなのか。

「マスター。オブリオ様は高等授業を受け持つのに、少々知識が足りないと存じます」

「俺にはよくわからんのだが……」

　リュウコの瞳は真剣だ。とても綺麗で、縦長の瞳孔も気にならない。

「もしよろしければ、高等授業が開始するまでに、私が教育いたします」

　なんかとんでもないこと言い出したぞ？

　カイルの家庭教師と思い込んでやってきたくらいだ、優秀な人だと思うので、教育するってのはどうなんだろ？

「うーん。教育って……必要？」

　先ほどのミスを考えると、少しだけやってもらったほうがいいのだろうかと、リュウコを見やると、彼女は力強くかつ、エレガントに頷いた。

「必要と存じます」

「そ……そうか、必要なのか」

　あれかな？　もうちょいミスしないように教育してくれるってことよね？

「リュウコにできるもんなのか？」

「はい。マスターが命じていただけるのであれば、短期間で」

「ふむ……」

　俺はカイルに向き直る。

「カイル様。うちのメイドがこのように申しておりますが、許可をいただけますか？」

　カイルはチラリとオブリオの様子をうかがう。当人は青ざめて資料を見返していた。

「そうですね、オブリオさんの様子から、リュウコさんが優れているのは明白ですから、リュウコさんとクラフトさんが良ければ、ぜひお願いいたします」

　カイルがいいと言うなら、問題ないだろう。俺は恭しく頷く。

「はい。カイル様、了解いたしました。……リュウコ、頼む」

「承ります」

　一瞬、リュウコのすました笑みに悪寒が走ったが、気のせいだろう。
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　……教育、なんだよね？

　なんとなく、リュウコの教育と、俺の考えている教育に、大きなずれがあるんじゃないかと考え始めたとき、カイルが元気な声を上げたので、俺の思考はそこで遮られてしまった。

「それでは、学園の開校に向けて、皆さん頑張りましょう！」

　こうして午前学校から、学園へと教育機関が進化することに決まる。

　それからしばらくして、再び学園関係者で顔を合わせたのだが、リュウコの短期教育を受けたオブリオは、なぜか真っ白になっていた。

　不思議だね。











学園は、勉強だけの場所じゃないって話






　とうとう学園施設が完成した。

　錬金硬化岩をふんだんに使った造りだが、どこか教会のような印象でもあり、貴族の屋敷のようにも感じる、不思議な建築物となっている。

　職人たちが頑張ってくれたおかげで細かい装飾も多く、とても庶民が通う施設とは思えない。

　カイルの意向を受け、リーファンが全力で設計、建設の指揮をとっただけのことはある。

　俺は完成したばかりの学園を見上げて感嘆した。

「これは……凄いな」

　すると、設計担当のリーファンがぺたんこの胸を張って自慢する。

「ふふん。凄いでしょう！　王都で流行の建築を教えてもらって、随所に取り入れたんだ。基礎部分は錬金硬化岩だから、丈夫さも折紙付きだよ！」

　リーファンが自慢するだけのことはある。細部に至るまで一切の手抜きが存在しないのだから。

「ああ。本当に凄い。しかし立派すぎて、中に入るのに躊ちゆう躇ちよするな」

　貴族に関係する施設にしか見えないのだから、俺の躊ちゆう躇ちよする気持ちもわかって欲しい。

　学園の門をくぐろうとしたら、視界の端に、見覚えのある顔を見つけた。

　ケンダール冒険団の四兄妹こと、エド、サイカ、カイ、ワミカの獣人孤児たちと、彼らの面倒をみている、キツネ獣人で神官のアズールである。

　近づいてみると、幼なじみでもあるアズールの様子がおかしい。

「よう。どうした？」

　アズールが長い耳をピンととがらせ、こちらに向ける。

「あ、クラフト君！」

「こんなところで何やってんだ？」

　ケンダールのリーダー格であるエドが口を尖らせる。

「クラフト兄ちゃん、それがさー、アズ姉がびびっちゃって、中に入ってくれないんだよー」

「うー、急がないとー、遅刻ー」

　普段のんびりのワミカが、珍しくアズールを急かしていた。普段もそんくらい動いてくれ。

「躊ちゆう躇ちよする気持ちはわかるが、急がないと、式典が始まっちまうぞ」

「そ、それはわかってるのですが、本当にこの場所なんですか？」

　なんか改めて聞かれると自信なくなるんだが……。

　するとリーファンが腕をぐっと持ち上げて力説。

「大丈夫だよ！　私が建てたんだから！」

「そ、そうですよね。ああ！　でも今から着替えて……！」

　テンパってるアズールがくるりとターンして、走り出そうとするのを、四人がスカートを引っ張って止める。

「あ！　だめ！　脱げちゃう！　止まるから！　止まるから引っ張らないで！」

　アズールの着ている神官服のスカートが、掴まっている四人の体重でズリ下ろされそうになっていた。

「ちょ！　見ないでください！　クラフト君！」

　慌てて手のひらをこちらに向ける。

「おわ!?　バカ！　ちゃんと押さえないと、本当に脱げるぞ！」

　あわあわと慌てまくる俺とアズール。

「まったく……」

　ひとつため息をついたあと、リーファンが四人をひょいひょいと次々に持ち上げ、アズールから引き剥がす。

　急いで身繕いするアズール。

　なぜかリーファンがジト目をこちらに向ける。

「…………」

　無言はやめて！

　俺たちは、急いで学園へと駆け込んでいくのだった。





◆　◆　◆






　学園開設の記念式典が始まった。

　生徒と教師が校庭に勢揃いして、校庭に並んでいる。

　お立ち台にカイルが立ち、演説を始めた。

「この度、ゴールデンドーンに新たな教育機関を設立いたしました。名前を……カイル学園と申します」

　カイルが学園名のところで若干言いよどむ。カイルは嫌がったのだが、ペルシアや俺を始めとする主要メンバー全員で押し切ったのだ。

　カイルがこほんと気を取り直し、背筋を伸ばす。

「このカイル学園は、今まで貴族しか受けられなかった教育を、ゴールデンドーンの住民全員が受けられるようにしたものです。現在すでに義務となっている、午前の部だけでなく、一般市民に向けた午後の部を開設し、教育を広めていきます」

　ここまでの道のりはかなり大変だったが、ようやくカイルの提唱する学園教育システムが本格始動するのだ。

「しばらくは変則的な学年編制になりますが、皆様頑張って勉強に励んでください。必ず皆様の将来に役立ちます。それでは学園長を紹介します。オブリオ・レルネン学園長です！」

　カイルがお立ち台を降り、オブリオが上がる。

　俺の後ろにいるリュウコに気づいて、身体をびくりと震わせたが、すぐに取り繕い、語り出す。

「私が学園長となるオブリオ・レルネンだ……です。お前ら……あなたたちと共に学べることを嬉しく思う……ます。この学園では身分を気にせず、対等な関係と……なります」

　どうもオブリオの視線がちらちらとこちらに向いては、ビクついてるように見えた。

　俺の背後から「少し教育が足りませんでしたね。後で補習です」と小さく聞こえたが、たぶん気のせいだろう。

「さて、今日から君たちの仲間が増える。仲良くするように」

　オブリオの指示で、他の教員が控えていた新入生を連れてくる。

　新入生たちが列を作って、みんなの前へと歩いてきた。

　ゴールデンドーンは開拓地とは思えないほど、入植希望者が多いので、当然子供も増えていく。

　今回もそんな、貧困でやってきた家族の子供か、商機を見いだしてやってきた商人の子供か、安住の地を求めてやってきた冒険者の子供が多いのだが、その最後尾にいる人物に、俺は目を剥く。

　一人だけ汚れ一つないワンピースドレスの少女がいたのだ。

「マイナ!?」

　俺は慌ててカイルと、護衛のペルシアに顔を向けると、カイルは笑顔で、ペルシアは苦笑していた。

　どうやら知らなかったのは俺だけらしい。

　カイルに小声で話しかける。

（おい、カイル。本当にいいのか？）

（はい。ゴールデンドーンでは身分にかかわらず、学園に通うということを強調する政治的意味もありますが、そんな建前より、マイナには友達を作って欲しいのです）

　極度の人見知りを直してやりたい兄心ということか。

　たしかに集団生活はマイナにとっていい訓練になると思うが、少しハードルが高いのではないだろうか？

（マイナって十二歳だっけ？）

（そうだ）

（それだとエドたちケンダール兄妹と同じ学年だな）

　本来の学年分けだとばらける年齢なのだが、現在の変則運用だと、同じ学年になるのだ。

　あいつらと一緒か……。

　仲良くすることに関してはまったく心配ないが、マイナを振り回しそうで怖いな。

　俺が唸っている間に、学園開設記念式典は終わり、学生たちが教師によって新しい教室へと案内されていく。

　俺はクラスの受け持ちのない、週に一日の通い教師なので、今日はこれで終わりだ。

　今頃生徒たちは学園生の証となるブローチを渡されて騒いでいるに違いない。それを証明するように、教室のほうからわっと生徒の声が響いてきた。

　俺は廊下からちらりと教室の様子を確認する。

　さっそくマイナがケンダール四兄妹に絡まれていた。お互い親友になれるといいな。

　安心して、学園長室に向かう。

　そこにはカイルとペルシア。それに疲れ切ったオブリオがいた。

「よう、おつかれさん……様です」

「クラフト兄……クラフトさんもお疲れ様です」

　やばいやばい。ちゃんと切り替えないと。

　そこでオブリオが顔を上げた。

「カイル様、クラフト。お二人とも私の前では普段どおりでいいですよ」

「え」

「ある方に話を伺いました。お二人は兄弟のように接しているのですね。もちろん他言はいたしません」

　どうもオブリオの視線が俺の背後に立つメイドに向いている気がするが、深く考えたら負けだろう。

　カイルが控えめに彼へ顔を向ける。

「あの……オブリオさん。本当によろしいのでしょうか？」

「はい」

　オブリオはゆっくりと頷いたあと、俺に視線を向ける。

「クラフトも……。人前でなければ私に対して普段どおりでいい」

「それは、助かりますが……」

　貴族に対して無礼じゃないだろうか？　いまさらではあるが。

「大丈夫です。本当に大丈夫ですから！」

　なぜか必死だったので、彼の厚意を受け取ることにする。

「わかった」

　俺に続いて、カイルもぺこりと頭を下げる。

「わかりました。ご配慮ありがとうございます」

　オブリオのほうが慌てた。

「カイル様、下級の者に頭を下げる必要はありません。お顔をお上げください」

「わかりました。ですが感謝の気持ちは本当です」

「とても伝わりました」

　どうやら、本当に普段どおりでいいらしい。

「助かる。学園長」

　オブリオはほっとしたように頷いたが、顔を上げ、ただしと付け加える。

「人前では丁寧に頼むぞ」

「わかった」

　ちらりとリュウコに目をやると、満足げに頷いていた。

　リュウコ、何したの？

　こうして学園は本格的に始動したのだった。











防衛力は、必須だよなって話






　話の時間は現在に戻る。

　その日、カイルの執務室は戦場と化していた。

　カイルからのヘルプを受け、飛んでいったのだが、呼ばれた部屋は書類の山で埋まっており、目を剥く。

「なんだこりゃ？」

　俺が目を点にしていると、書類に埋もれかかっていたカイルが、半泣きで叫ぶ。

「クラフト兄様！　助けてください！」

　カイルの泣き言ってのは珍しいな。

「もちろんだけど、それよりも説明してくれ」

「実は……」

　カイルはどうして書類に埋まっているのかを、語ってくれる。

　コカトリスの襲撃を受けたことで、ゴールデンドーンに軍隊を設立することになっていた。

　早速、兵士（正確にはカイルの私兵）の募集をかけたのだが、これが予想外。

　三〇〇名の定員に対して二〇〇〇近くの応募があったというのだ。

　それって開拓民の何割だよ……。

「カイルが愛されている証拠だとは思うが……定員を増やすか？」

「いえ、さすがに予算が圧迫されてしまいますので」

「そうだよな。兵隊は金食い虫だからなぁ」

　雇い主は、兵隊に対して衣食住を与え、装備を与え、給料も出すのだ。訓練やらなんやらも考えると、兵隊一人にかかる予算は半端ではない。

　生半可に兵数を増やすわけにはいかないのだ。

「それで、どうやって選別すればいいのかまったくわからなくて……」

　カイルと一緒に書類仕事をしていたアルファードも顔を上げた。

「私が軍の責任者になる予定なのだが、貴族や騎士の家系以外から人を選んだことがなく、かなり難儀している。クラフト、何か良い案はないか？」

「そうか、アルファードは聖騎士隊に所属していたんだったな」

　エリート軍隊の募集と、一般兵の募集では勝手が違うだろう。

　俺はアルファードの前に積まれていた書類をひと束手に取り、めくっていく。

　職業が農民、木こり、狩人、冒険者……。

「ん？　冒険者もいるのか？」

　俺の呟きに、アルファードが書類の山を叩く。

「ああ、結構いるな。市民権欲しさだろう」

「いや。ゴールデンドーンの市民権を得るのは簡単だから、違うな」

　普通、市民権を得るにはその町で生まれるか、金を積むしかないのだが、開拓村であるゴールデンドーンの市民権はかなり簡単に得ることができる。

　住居を借り、定職を持つか、この地で家を買うことで得られる。

　開拓希望者には部屋の貸出をやっているのだから、定職さえあれば、簡単に市民権を得ることができるのだ。

　だが、アルファードは首を横に振る。

「今のところ、冒険者を定職として扱っていない。部屋を借りていても冒険者には市民権を発行していない。……冒険者が増えるのは歓迎なんだがな」

　たしかに冒険者の一部には拠点を次々と変える風来坊もいる。定職と定めるのは難しいかもしれない。

　だが、俺には市民権目当てで冒険者が兵隊になるとは思えなかった。

「これは元冒険者としての意見だが、おそらく応募してくれた冒険者の大半は、このゴールデンドーンを故郷のように気に入ってくれている。大事な場所を守るために転職を希望しているんだと思う。普通に考えたら自由に生きられる冒険者を捨てないだろう」

　これが実力不足で冒険者で食っていくことができない低ランクならわかるが、応募書類を見る限り、そこそこ高いランクの冒険者も混じっているようなのだ。

「まずは、冒険者を抜きだそう。次になんらかの戦闘経験者だな」

　なんであれ、戦闘経験の有無を基準とすべきだろう。アルファードが頷き、カイルも少し落ち着いたらしい。

「わかった」

「ありがとうございます、兄様」

　冒険者を抜き出していると、その中に、とんでもない人物を見つけてしまった。

　俺は二人分の書類をアルファードの前に置く。

「この二人は確定だな」

　俺が断言すると、アルファードがこちらに顔を上げる。

「誰だ？」

「デガード・ビスマックとタイガル・ガイダル。二人ともＣ級冒険者で傭兵の経験もある。コカトリス防衛戦で総指揮をとってたやつだよ」

「ああ、彼らか。一人は獣人か」

　アルファードがゆっくりと腕を組む。

「問題あるか？」

「いや……ない」

　アルファードが一瞬口ごもったのは、やはり獣人を軍隊に入れることに思うところがあるからだろう。だがカイルの方針で獣人も亞人も差別しないと決まっている。

「デガードはアルファードの副長にしていいと思うぞ」

「そうだな。悪くない」

「Ｄ級以上の冒険者は全員採用しよう。それ以下のやつは調査報告と照らし合わせてだな」

「わかった」

　仮にも軍隊に入れるのだから、最低限の思想調査や家族関係、政治思想などの調査が必要だが、募集人数が二〇〇〇を超える現状、まったく手が回ってない。

　こうやってある程度絞ってから、改めて調査するらしい。

　学園の教師と一緒に、辺境伯から派遣してもらった文官たちは、こうして泣くほど忙しい毎日を過ごすことが決定した。

　うん。あとでポーションを差し入れておこう。

　一ヶ月ほどで選抜が終了し、苦労の甲斐があって、カイル直轄の軍隊が設立された。

　三〇〇名というと少なく聞こえるかもしれないが、下級貴族だと一〇名くらいの兵士しか持っていないこともあるので、三〇〇という数字は結構大きい。

　しかも、正確にはカイルは貴族ではないのだ。

　貴族という地位は領主だけに与えられるからだ。もっとも、その血族を貴族と同じように扱うのも当然なので、ほぼ貴族と考えていい。

　この先、もし戦争が始まってしまったと考える。国王から兵力の派兵を命令されたとしよう。

　貴族とその血族は、領地の農民を徴兵して連れていくことになるのだが、カイルはそれを嫌がり、専業兵士を増やしたのだ。

　また、この私兵の数は、辺境という土地が危険ということにも関係している。

　町の人口が膨れあがり、治安維持のためにも、このくらい必要になってしまったのだ。

　兵士は大きく三つに分けられ、活動、待機（訓練）、休養とローテーションされるので、常時活動している兵士は一〇〇となる。

　今のゴールデンドーンの治安維持を考えると、どうしてもこのくらい必要になるのだ。

　カイルが総指揮官。アルファードが実質的な大将。デガードが補佐で、先頭に立つのがタイガルとなった。

　この人選は大成功を収めることになる。デガードが傭兵の知識を、アルファードが聖騎士の知識を持ち合うことで、短期間で練度が向上したのだ。

「やっとまとまりましたね」

　その日、カイルは屋敷から訓練場を見下ろす。タイガルによってスパルタ訓練されている様子を見て、安堵のため息を吐いた。

　俺も大きく頷く。

「ああ。大変だった」

「しかしこれで、町の治安維持に冒険者を雇う必要がなくなったので、周辺の魔物退治が進むでしょう」

「そうだな。もうすぐ城壁も完成するしな」

「はい。みんな本当に良く頑張ってくれています」

「俺も負けてられないな」

「むしろクラフト兄様は休養してください」

　口を尖らせるカイル。

「あー、わかったわかった。お前もほどほどにな」

「ペルシアが無理をさせてくれませんから、安心してください」

「なるほど」

　カイルと二人で笑い合う様子を、ペルシアは眉をひそめて眺めていた。
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　未完成だった第二市壁が完成した。

　これは、現在のゴールデンドーンを完全に囲うものだ。

　さらにその何倍もの面積を囲む第三市壁も予定されているが、現状の第二市壁だけで、何十万……いや、一〇〇万の人口とて納めきれる。

　コカトリス襲撃の際、完成部分には被害が出なかったことからも、この市壁さえあれば一安心だ。

　今日はリーファンとカイル。それにペルシアと一緒に様子を見回っている。

「北門の先は大河になっていますが、現在橋の建設が検討されています」

「対岸すら見えないこの大河に橋が架けられれば、物流が一変するな」

「はい。小国家群があるようなので、貿易ができれば素晴らしいことですね」

　三大国に挟まれた小国家群が、この大河の先にある。

　政治的には緩衝地帯になっているようだが、俺はよく知らない。

「港の建設はどうするんだ？」

「それは橋が着工可能かどうかで、規模が変わる予定です」

「なるほど」

　現在は、小さな漁船と、はしけが泊められる程度の港があるだけだ。

　カイルは嬉しそうに工事現場を視察する。

「報告どおりですね。皆さん本当に頑張ってくれています」

　工事責任者のリーファンが嬉しそうに答えた。

「はい！　皆に伝えておきますね！」

「よろしくお願いします。それで第三市壁はどうなっていますか？」

「今は土台建築を進めています。第三市壁は規模が違いますからね」

　現在の第二市壁ですら、王都と変わらぬ規模なのに、第三市壁はその何倍もの規模――王都が楽に三つは収まってしまう広さになる。

　カイルは満足げに完成した城壁と門を視察した。

　そこに赤い二足トカゲが走り寄ってくる。アルファードのレッドフレイム号だ。

「カイル様！」

「アルファード、どうしました？」

「手紙です。手紙が来ました！」

　アルファードの慌てようから普通の手紙でないことは明白だ。

「執務室に戻ります。クラフト兄様も一緒に来てください」

「了解だ」

　俺たちは慌ててカイル邸に戻り、執務室に飛び込む。

　カイルが机につくと、辺境伯によって派遣されてきた執事が、うやうやしく手紙を差し出す。

　カイルは手紙の紋章に目を剥いた。

「これは……王国印!?」

「なに？　辺境伯からじゃないのか？」

「違います。王都からの手紙ですね」

　てっきり辺境伯からの緊急連絡かと思いきや、カイルの父ちゃんをすっ飛ばして王様の登場だと？

　カイルは若干震えながら、手紙を開き、何度も目を通した。

「何が書いてあったんだ？」

　カイルは丁寧に手紙を畳み、机にしまってから、顔を上げた。

「王都から、視察団が派遣されます」











視察団には、包み隠さず教えなきゃって話






「ようこそ、ゴールデンドーンへ。僕はカイル・ガンダール・ベイルロードと申します。遠いところから、お疲れさまでした」

　カイル邸の庭に、俺はカイルらと整列していた。

　コカトリスの騒動から数ヶ月が過ぎたある日、ゴールデンドーンへ特別な客が来ていた。

　馬に乗ったその一団は、マウガリア王国の王都からやってきた視察団である。

　視察団の中から、壮年男性がにこやかな笑みを浮かべて一歩前に出て、カイルの手を取った。

「いえいえ。たしかに王都からの道のりは長かったですが、ここまで街道が整備されていれば楽なものですよ」

　男は姿勢を正してカイルに一礼。

「私は視察団の団長を任命されました、モーグ・モードと申します。お見知りおきを。新設された開拓省の副大臣という地位をいただいております」

　それって凄い偉い人ってことだよな。

　カイルは嬉しそうにモーグを見上げる。

「はい。モード様。歓迎いたします」

「ははは、様はいりませんよ。それに名前で呼んでいただけたら嬉しく思います」

「それではモーグ殿とお呼びさせていただきますね。僕のこともお気軽にお願いします」

「こちらもお言葉に甘えましょう。カイル様」

　王都からの使者というから、ザイードみたいないけ好かないやつが来ると思っていたのだが、初見の感じでは、カイルを見下すような人物には見えないな。

　それにしても開拓省？

　とうとう国が本腰を入れて開拓に乗り出すってことだろうか。しかし王都の役人だけあって、貴族相手でも落ち着いてるな。モーグも貴族なんだろうか。

「モーグ殿、本当に歓迎の式典はしなくて良かったのでしょうか？」

　カイルが不安気にモーグに尋ねるが、モーグは緩やかな笑顔で返す。

「はい。できるだけ普段の町の様子を視察させていただきたく思っておりますので、派手にされるほうが困るのですよ」

　なるほどと、カイルは頷いた。

「無礼になってなければよろしいのですが、なにぶん若輩者なので、失礼があったら謝罪いたします」

「いえいえ、とんでもありません」

　カイルはそこで、視察団に同行している騎士たちの視線に気がついた。

　彼らの視線はカイルに付き添う二人に向いている。

「後ろの二人は護衛のアルファードとペルシアです」

　紹介された二人が無言で会釈する。

　視察団に同行している騎士たちが注目しているのは、どうやら二人の装備のようだ。

　アルファードとペルシアは、それぞれ二本の剣を携えている。

　一本は家から持ち出した名剣。

　もう一本はリーファンの自慢の逸品で、ドラゴン素材を混ぜ込んだ硬ミスリルの剣だ。醸し出すオーラが違う。

　王国から護衛としてついてくるような騎士たちだ。一目で違いがわかるのだろう。

　騎士団の視線を感じたモーグが話題を繋げる。

「もしかして、お二人が腰に差しているその見事な剣は、辺境伯から報告にあった硬ミスリルを使った物ですかな？」

「はい。ですがこれはさらに特別な物です」

「ほう？」

「硬ミスリルにドラゴンの素材を混ぜることで、より優れた武器となっています」

「それは凄い。噂に聞く黄昏たそがれの錬金術師殿の作品ですな」

「はい。クラフト兄……クラフト錬金術師とリーファンという優れた鍛冶師の合作です」

「ほうほう」

　にこやかな表情ながら、モーグの視線が鋭く光る。

　そこに視察団一行から、三〇代くらいの女性が進み出てくる。魔術師系のローブ姿だ。

「初めまして、カイル様。私は宮廷錬金術師のエルラ・ルイラと申します。ジャビール・ハルヤン様の弟子をしていました。ぜひ、そのクラフトという錬金術師と会わせて欲しいのですが……！」

　思わず進み出てしまったエルラに、モーグが苦笑する。

「これ、エルラ。失礼だろう」

　エルラの視線は俺に向いていた。魔術師系のローブを着てるのは俺だけだからな。

「失礼いたしました。カイル様」

「いえいえ。問題ありませんよ。エルラ様とお呼びしても？」

「はい。光栄です。それで……」

　再びモーグがエルラを抑える。

「落ち着きなさい、エルラ」

「は、はい」

　カイルが二人に笑みを向ける。

「気にしないでください。兄さ……クラフト錬金術師が気になるのですね？」

「はい！　このところジャビール様の論文が立て続けに発表されたのですが、その全てがクラフトという錬金術師との合同研究だったもので」

　おお！　本当にジャビール先生は、論文を合同研究にしてくれたのか！　先生は凄い人だから、俺の名前は協力者として載せるだけかと思っていたのだが。

　先生に認められたようで嬉しいぜ！

　ジャビール先生は素晴らしい！

「エルラ様は研究熱心な方なのですね。もちろん、あとで紹介いたしますね」

「それはありがたい！」

　エルラの視線が「クラフトってその人じゃないの？」と熱く語っていたが、このあとやることもあるので、カイルは後回しにしたらしい。

　ここで紹介したら、間違いなくエルラの質問攻撃で時間が潰れるだろう。

　モーグ団長が額の汗を拭う。

「いやはや……エルラのご無礼、ご容赦いただければと」

「問題ありませんよ。まずは僕の屋敷に案内いたします。荷物を置いて、しばし休憩をとっていただいてから、町をご案内いたしますね」

「それはありがたい」

　こうして王国からの視察団はゴールデンドーンを見て回ることになるのだが……。





◆　◆　◆






「す、凄まじい量の錬金硬化岩ですね。あの垂直にそびえる壁も、垂直に屹立する住宅も、全てが錬金硬化岩なのですね」

　モーグ団長が、少し声を震わせながら、この世界の常識を覆す、高層建築に目を見張る。

　カイルは自分の町を褒められ、嬉しそうに答えた。

「はい。クラフト錬金術師のおかげで、このゴールデンドーンの主要建築物のほとんどは錬金硬化岩で作成されています。住宅も城壁みたいだと笑われてしまいますけどね」

　カイルが和やかに語るも、視察団の心境は穏やかではない。

　視察団は当然、巨大な門を通り、左右に続く市壁を横目に町に入って来ただけでなく、カイル邸に到着するまでにも、様々な建築物を目にしたはずだ。

　大通りの左右は、伝統的な建築様式の建物が並ぶ。これは景観配慮のためだ。

　それ以外の建物には錬金硬化岩が使われ、そのほとんどが複数階層を持つ。

　そのため、ちょっと見て回っただけでも、辺境伯の居都ガンダールよりも立派に見える。

　なお、現在市壁内はまだまだ空き地も多い。計画建設を優先しているためだ。

　モーグがため息を吐いた。

「王都でも一部の建築物に錬金硬化岩の導入が始まりました。使ってみると、その利便性が恐ろしいほど高いことがわかりました。今は量産に躍起になっているところですよ。特に、その強度は素晴らしく、城壁、市壁の素材として最高の建材ですね」

「王都ではもう製作しているのですね」

　カイルは驚いたが、俺も驚いている。

「はい。ジャビール殿とクラフト殿の共同論文が発表されましたからね。王都中の錬金術師が動員されていますよ」

　おや？　論文には、普通の錬金術師の紋章でも作れるよう、ジャビール先生とレシピや工程、魔術式を改変したものを発表したはずだが、そんなに錬金術師の数が必要なものなのだろうか？

　ジャビール先生も大量に作成していたよな？　そんな俺の疑問を見透かしたように、宮廷錬金術師のエルラが零した。

「まったく。ジャビール先生は自分の技術の高さと魔力量を理解しておられない。あれほど精度を求められる魔術式を連発できる錬金術師は少ないというのに……」

　そうか……あれでもきついのか。先生の魔力量も、そうとう多いらしいからな。

　やっぱりジャビール先生は凄いぜ！

　視察団の護衛騎士たちが、市壁や街並みを眺める。

　錬金硬化岩を使った市壁が二重に建築され、それだけですでに難攻不落の要塞と化していた。

　もっとも、町の主要部分は第一市壁と第二市壁の間にしかない。

　……正確には、第一市壁は城壁あつかいだが、わかりにくいので市壁で統一することになっている。

　建設中の第三市壁は王都の数倍という面積を包む予定で、この空間が埋まってしまえば王国一の大都市となるだろう。

「何度か魔物の襲撃がありまして、予定を変更し、第二市壁の完成を優先しました。おかげで砦の建設予定地はまだ土台のみの更地になっています」

　カイル邸の裏に建設予定の砦用地は、すでに錬金硬化岩によって土台のみが完成しているのだが、その広さは王都の王城をはるかに超える。

　モーグが冷や汗を拭う。

「これから建築される砦が全て錬金硬化岩で作成されたら、いったいどんな化け物砦が完成するのでしょうね。想像しただけで……その、わくわくすると言いますか」

　あまりワクワクを感じない表情だったが、もともとこういう表情の人なのかもしれない。

　なら、もっとワクワクしてもらえるよう頑張らねば！

　砦の建設予定地の空き地から、声が聞こえた。

　だだっ広い敷地の一角に、整列する兵士の姿が見えた。

「あれは新設した僕の軍です。ありがたいことにかなりの数の冒険者が参加してくださいました」

「ほう？　自由を求める冒険者が規律の厳しい軍隊に転職ですか？」

「はい。どの方も戦闘経験豊富で助かっています」

　一〇〇名ほどの兵士の前に立ち、指揮を取っているのはいかにも歴戦の風格を漂わせる男で、巨大な両手斧を背負っていた。

　その横には、これも偉丈夫の虎獣人が並び立っている。

　護衛の騎士隊長が思わず前に出てきた。

「カイル様の軍では獣人を採用しているのですか!?」

「はい」

　王国では、教会の要請もあり獣人差別撤廃を進めているが、なかなか上手くいっていない。それがこの町では軍の要職についている事実に、騎士隊長は複雑な表情を見せる。

「軍の指揮を任せているのは元冒険者で傭兵の経験もあるデガード・ビスマックさんです。横にいる虎獣人は同じパーティーで活躍していたタイガル・ガイダルさんです。どちらも魔物の襲撃に際して、とても活躍してくれた方です」

「なるほど」

　視察団の、特に騎士たちが見つめるなか、訓練が続く。

　指揮官のデガードが叫んでいた。

「よし！　次は対魔物訓練を行う！　それぞれ錬金硬化岩で作った的を攻撃！」

「「「はっ！！！」」」

　なかなか規律ある動きで弓兵が一斉射撃。

　すると、岩より硬い錬金硬化岩に矢が刺さる。

「あれは!?」

「鏃やじりにシャープネスオイルを塗っているんです」

「訓練で貴重なシャープネスを使うのですか!?」

「そのようですね。軍のことはよくわからないので、全てデガードさんとアルファードにお任せしています」

「ふむ……」

　モーグは眉を顰めながら訓練を視察する。

「槍兵！」

　デガードの号令で、槍兵が横並びで進み、標的を突いていく。

　槍兵たちによって、錬金硬化岩でできた的が、がりがりと削れていった。

「歩兵！」

　今度は槍兵が下がり、代わりに歩兵たちが飛び出していく。

　いくつもの小隊が目標に突っ込んでいくのだが、その兵士たちは、次々と剣技を放っていく。

「〝轟撃襲斬〟！」

「〝風雪乱斬〟！」

「〝強撃一打〟！」

「〝十文字斬〟！」

「〝神速反斬〟！」

「〝一輝一閃〟！」

　飛び交う剣技に、騎士やモーグが悲鳴を上げた。

「こ！　これが辺境の一軍隊の訓練だというのか!?　紋章持ちを揃えた騎士団の訓練風景じゃないんだぞ!?」

「ほ……本当にこれは、歩兵の訓練なのですか？」

　そこで別の騎士がさらなる事実に気がつく。

「見ろ！　戦闘系紋章持ちは一部だけだぞ！」

「な、なに!?　紋章無しが混じっているのに、全員が剣技を放っているのか!?　正気の沙汰ではないぞ!?」

　錬金硬化岩を一撃で砕くほどの威力はないが、紋章なしの兵士も、剣技を連発することで、攻撃力を上げていた。

　騎士は目を見開いて固まってしまう。

　そこに錬金術師のエルラが興奮して身を乗り出してきた。

「もしかして、あの兵士たちは例の〝伝説〟品質のスタミナポーションを常用しているのではないですか!?」

　さすが錬金術師、そこに気づいたか。

　紋章がなくても訓練を重ねれば剣技を習得することは可能だ。だが、紋章のサポートがない剣技は、体力を削り、連発などできないことから、実戦で使われることは現実的ではない。

　だが、スタミナポーションがあれば、紋章持ちほどではないが、実戦使用に耐えられるというわけだ。

「はい。販売や配布を制限していたのですが、今は再び伝説品質のスタミナポーションの販売を再開しています。軍には支給していますから、全員常用しているはずです」

「伝説品質を……常用。ジャビール様の論文にあった『副作用のないスタミナポーションによる訓練考察』のあれですね」

「すみません。僕はその論文というのをよく知らなくて……」

　カイルが素直に謝る。

　大丈夫だ、実は俺も論文というものをよくわかっていない！

「ああ、こちらこそすみません！　簡単に言うと、人は疲れを知らずに訓練できれば、常人の数十倍の強さを得られる可能性があるという内容です！」

「なるほど。そういう内容なのですね。経験則ですが、正しいと思いますよ」

　にこやかに答えるカイルであったが、視察団の一行は、その笑顔に恐怖を感じているように見える。

「か……帰りたい……」

　ごくごく小さな声だったが、騎士の呟きが聞こえてきた。

　カイルは気づかなかったようで、訓練場となっている、砦建設予定地に背を向ける。

「それでは次に学園へ案内しますね」

　視察団は逃げるようにカイルの提案に飛びついた。

　もちろん。

　学園でも、彼らは常識を破壊されることになるのだが。

　ん？　カイルのためなら自重しないよ？











俺たちの町は、最高だろって話






　俺たちは町の中央付近に建設された、立派な学園施設へと移動する。

　広い校庭。芸術的な門構え。王都の流行を取り入れた校舎。どれも金が掛かっている。カイルの本気を感じられるだろう。

　ふむと、視察団団長のモーグが頷いた。

「ゴールデンドーンでは学業を義務化しているとか」

　モーグが校舎の廊下を歩きながらカイルに尋ねる。

「はい。僕は地方にいた時期があったのですが、子供のほとんどが労働力として使われ、まともな教育を受けていないように感じました。そこで補助金を出すことで、午前中に子供を学校に通わせることにしました」

「それは、かなりの予算が掛かっているでしょう？」

「はい。ですが幸いこのゴールデンドーンの経済は順調ですし、何より予算以上の成果があがっています」

　ゴールデンドーンでは通行税を取っていないにもかかわらず、凄まじい税収があがっている。

　町は空前の大景気を迎えていた。

　それを聞き、視察団の文官が「もしかしたら通行税を取らないほうが景気が上向くのでは？」と真剣に検討し始める。

　俺には経済のことはよくわからないが、偶然でもなんでも、幸せになるなら構わない。

　成果という単語に、モーグが敏感に反応する。

「ほう、成果とは？」

「それは教室を見てもらえれば、わかると思いますよ」

　ニコリと微笑むカイルとは正反対に、モーグには緊張が走っていた。

「生徒たちには知らせてありますので、静かに教室の後ろから入って見学してください」

「わかりました。エルラと文官二人、それに護衛二人だけついてきてください」

　俺たちの後からモーグを含め六人がそっと教室に入っていく。

　生徒たちがちらりと振り返るが、そのまま静かに前を向いた。

　今日のために、何度か授業参観の練習をしていたので子供たちは慌てない。

　最初の頃は、ケンダール兄妹を筆頭に、生徒たちが大騒ぎしたもんだ。

　カイルが頷くと、教師が授業を再開する。

「えー、では、次はこの畑の面積を求めてみましょう」

　教師が黒板に長方形を描き、辺の長さを記入する。

「答えのわかる人は手を挙げてください」

「「「「「はい！」」」」」

　元気よく全ての生徒が手を挙げた。

　いや、マイナだけ挙がってない。苦手なのか、恥ずかしいのか判別つかんな。

「ではワミカ」

「はい～。５×７で面積は35ですぅ～」

「計算は合っています。単位を忘れないように」

「あ～。わかりましたぁ～」

　指摘されたワミカが、改めて単位を含めてのんびりと答えると、他の生徒たちがワミカに拍手を送る。

　正解を答えた生徒に、拍手を送るのはこの学園の決まりなのだ。

　そんな生徒の様子を観察しているモーグが目を丸くして、小声でカイルに尋ねる。

「あの、この子供たちが面積の計算ですか？」

「はい。かけ算までは覚えていますから、今は計算がどう生活に役立つかを中心に教えています」

　同行している文官が小声でざわつく。

「文官でもないのに……」

　実は俺も、午前の学園で教える内容に関しては知らないことも多かったので、この数ヶ月で必死に学習していたのだ。

　学ぶ度に紋章に新たなひらめきが起こり、モチベーションを維持できたおかげで、短時間で学習できたことは、とてもラッキーだったろう。

「この年齢で、ここまで覚えられるものですか？」

「貴族や商人なら、子供の頃に修めるレベルですから、教えれば覚えられますよ」

「ふーむ。家庭教師を呼び、個別に学習することが普通だと思っていましたが、こういう形も悪くないかもしれないですなぁ」

「多人数に教えるので、ペース配分が難しいらしく、まだまだ学園側も試行錯誤中ですけどね」

「なるほど。これは参考になります」

　どうやらモーグには、軍隊よりも、学園のほうが興味をひかれたようだった。

　文官たちの反応も良く見える。

「今まで教育済みの貴族を集めることばかり考えていたが、このような土台を作れれば、文官不足の解消に目処がたつのでは？」

「しかし平民を召し上げると、貴族たちの反発がありそうだ」

「私は家を継げない三男だからな。使える物なら猫の手でも借りたいぞ」

「一度実務を経験してれば、そう思うだろうが、やはり最初は難しいかもしれんぞ」

「しかし、面積計算ができるのであれば、測量を教えることで、徴税官として派遣することも……」

「たしかに、人数が足りていないからな」

　小声ではあるが、活発な議論を始める文官二人。

　どうやら、カイルが思い描いていた、職業の選択ができるだけの知識を、生徒たちは身につけ始めているようだった。

　その後視察団は小麦畑を視察し、橋の実験施設や、巨大揚水水車と上下水道を回る。

　俺は空いた時間に、エルラ女史に延々と問い詰められたりと、慌ただしい数日が瞬く間に過ぎていった。

　エルラとは、酒を飲みながら、ジャビール先生がロリ化する前の話などで盛り上がったのは内緒だ。

　そして、全ての視察が終わる。

　その日、俺たちは見送りのため、城門の近くに集まっていた。

　俺の作ったポーションや、魔物の素材が詰まった箱をエルラが空間収納していく。さすがジャビール先生の弟子だけあって、なかなかの容量だ。

　帰宅準備を横目に、団長のモーグがカイルに頭を下げる。

「今回はとても実のある視察となりました。改めてお礼申し上げます」

「こちらこそ足を運んでいただきお礼申し上げます。国王陛下にもよろしくお伝えください」

「たまわりました。それでは失礼いたします」

　彼らは来たときと別の馬に跨がる。

　ゴールデンドーンで育てた軍馬を献上したのだ。

　彼らが乗ってきた馬は引き取り、軍馬として再調教する。

「それでは！」

　走り出す視察団。

「うひゃあああああああ！」

　エルラの悲鳴が地平の彼方へ消えていった。

　俺はカイルに向き直る。

「やっぱ練習なしであの馬はビビるのかね？」

「あはは……」

　どうやら、スタミナポーションで育てる馬は、名馬と化すらしい。

「さて、それじゃあ開拓の続きを頑張りますか」

「はい！」

　こうして俺たちは日常へと戻っていった。

　まさか彼らがトラブルを運んでいるとも気がつかずに。





◆　◆　◆






　視察団団長であるモーグは、ゴールデンドーンが視界から消えると、表情を引き締めた。

「エルラ、あの町をどう思う？」

「あの！　ちょっと待ってください！　この馬でかい！　速い！　怖い！」

「あー、わかった。先に文官に話を聞こう」

　モーグが文官たちに視線を向ける。言いたいことをすぐに理解し、持論を述べる。

「錬金硬化岩に関しては、最大限活用すれば、あのような巨大建築ができることがわかったのが収穫でした。土台に鉄の筋を入れておくことで、あそこまで強度が増すとは思いませんでした」

「そこは錬金術師というよりも、リーファンギルド長の功績だろう」

「優秀な人材が揃っていますね。王都に引き抜きますか？」

「辺境伯に恨まれたいのか？」

「失言でした」

　文官が頭を下げる。モーグはため息交じりに、エルラに視線をやる。

「エルラ、そろそろ落ち着いたかね？」

　エルラは馬にしがみつきながら答えた。

「あ！　はい！　先生の！　論文では！　そこまで表記が！　なかったですから！」

　答えが返ってきたことに、モーグが頷く。

「制限はあるが、やはり錬金硬化岩の普及は急務だな。学園に関してはどうだ？」

「面白い試みだと思います。〝学会〟との相性も良さそうですね」

「学会か……、研究成果を隠さずに世間に公表する団体など、初めて聞いたときは驚いたものだ。だが、国力はたしかに向上した」

　モーグはほんの少し眉を顰めた。

「通行税を取らないことで、逆に税収が増える可能性があると知れたのも収穫ですね」

「こちらに関しては、どこかの地方都市で実験するべきだろうな。成果が出なければ王国が損失を補填する契約を交わせば可能だろう」

「あとで候補地を選出しておきます」

「うむ」

　ようやくエルラが馬に慣れてきたのか、上半身を起こし始める。

「クラフトを引き抜きたいですね」

　エルラがため息交じりに零す。

「辺境伯に喧嘩を売らずに引き抜く方法があるなら、いくらでも進言してくれたまえ」

「うう……ジャビール先生といい、クラフトといい、こんな辺境に、腕の良い錬金術師が集まりすぎでしょう」

「そこは今考えるべきではない。それに彼らの成果はしっかりと国に報告が来ている」

「視察でも包み隠さずって感じでしたからねぇ。私としてはありがたいですが、びっくりしました」

　エルラが首を横に振る。

「カイル様はまだ若いからな。貴族としての機微はまだまだ経験が浅いのだろう。だが、王国に対し敵意がないと知れたのは最大の収穫だ」

　モーグの言葉に文官だけでなく、騎士たちも頷いた。

「もしあの都市が本気になったら、相当な戦力が集まるかと。住民だけでなく、あの気難しい冒険者どもまでカイル様を支えたいと思っているのを感じました」

「うむ。陛下には、辺境伯を口説き、カイル様を取り込むよう進言するつもりだ」

　文官と騎士が大きく頷く。

「そのときはクラフトもお願いします！」

　モーグがエルラに軽く手を振った。

「わかったわかった。伝えておこう」

「絶対ですからね！」

　視察団は、報告の内容を相談しながら帰路につくのだが、その旅路の途中に問題は起きた。

　王都からゴールデンドーンに向かう行きの移動では泊まるだけにとどめた、ザイード開拓村に到着したときのことである。

　村の入り口で、兵士たちがずらりと並んで、旗を掲げていた。

　モーグがボソリと零す。

「お忍びの視察がばれたか」

「ゴールデンドーンで活動していた姿を見られたんでしょうね。普通に考えて、監視員くらい置いてるでしょうから」

　エルラも小声で返す。

「この村は辺境伯の次男が治める土地だったな。みな、失礼のないように」

「はい」

　視察団は馬の速度を落とし、ゆっくりと兵士の列を進む。

　兵士に追い払われた商人たちが、少し離れた場所で迷惑そうな表情を浮かべている。

　どうやらここの統治者は、ゴールデンドーンの統治者とはずいぶんと考え方が違うらしい。

　兵士が並ぶ奥に、貴族然とした男がニヤニヤと笑いながら待ち受けていた。

　視察団に対して、うやうやしく礼を繰り出す男は、間違いなく上位貴族の血縁だろう。

「王都よりの視察団の方々。私はザイード・ガンダール・ベイルロード。皆様を慰労すべくお待ちしておりました」

　モーグは馬を下り、笑顔でザイードに近寄っていく。

　内心を隠しながら。











逆恨みって、みっともないよなって話






　視察団の団長であるモーグが内心で舌打ちしつつ、笑顔を保って、待ち受けていたザイードの前に立つ。

「お初にお目にかかります。私は開拓省の副大臣でモーグ・モードと申します。お見知りおきを。ザイード・ガンダール・ベイルロード様」

「ザイードでよい」

「ありがとうございます」

　ザイードの人を見下したような視線といい、服装といい、良くも悪くも貴族を感じさせる。

　モーグ自身も貴族の家系ではあるが、実力で成り上がった苦労もあり、能力を重視する。

　だから、強大な辺境伯の子供として生まれただけで、自分を特別な人間だと思っているような人間はあまり好きではなかった。

　本当にカイルの兄弟なのだろうかと疑いたくなるほど、ザイードの態度は横柄だった。

　そのザイードが片方の口角を上げて握手を求めてくるので、モーグも仕方なく握り返す。

「いやいや、まさか王都の使節団がいらっしゃっているとは。しかもこの村ではなく、ゴールデンドーンを視察したとか」

「今回は時間がなかったため、軽いお忍びの視察だったのですが、よくご存じですな」

「ははは。情報収集も貴族に課せられた重大な責務でしょう！」

「なるほど。ザイード様は優秀なようだ」

　これはモーグのお世辞ではなく本心である。貴族に必要な能力であり、素直に感心していた。

「副大臣にそう言ってもらえるとは恐悦至極。それよりも開拓省？　初耳ですが」

「新設されたのですよ。人類の生存圏は、魔物の生存圏と一進一退。他国との戦争もこのところ起きておりません。国力が少しでも溜まった今、我々は進むべきでしょう。そのための省ですよ」

「なるほど。ご立派です」

　モーグとザイードが、形式的な挨拶をかわしていると、同行している宮廷錬金術師のエルラがモーグに耳打ちしてきた。

（どうもこのまま捕まりそうな気配ですから、私はジャビール先生に挨拶してきます。ゴールデンドーンに向かうときには寄ることができませんでしたから）

（わかった。よろしく頼む）

（はい）

　そのままエルラがススっとその場を離れていく。

　ザイードは別行動する彼女を気にとめるでもなく、残った使節団を手招きで村の中に案内を始めた。

　彼の会話はほとんどが自慢話で、いかに自分が凄いかを語るだけであった。

「――というわけで、今は宿がメインですが収入は上々。近いうちにはさらに発展した村の姿を見せられるでしょう」

　モーグはザイードの話を、右から左に流していたので、そこでようやく彼の話が一段落ついたのだと理解した。

　このザイード開拓村は、ゴールデンドーンに向かう途中、立ち寄っている。

　人間の生存圏から遠く離れたこの地に、これだけの規模の村ができているのは、充分にとんでもないことだ。これを一から作ったというのなら、ザイードは大変優秀だろう。

　人類が栄華を誇ったのは過去の話。

　歴史に残らぬほどの過去に、巨大な魔法文明を誇っていた人類は魔物によって滅びたと言われている。

　正確な所は不明だが、それ以降も長く魔物の時代が続いた。

　だが人類は少しずつ数を増やし、生存権を確保しながら国をいくつもつくるようになる。

　それでも人類の領域は、この広大な世界において、あまりにも狭い。

　人類の生存圏拡大は可能な限り優先すべき重要事項であり、ザイードがその先頭を進んでいるというのならば、国として支援するべき人物ということになる。

　だが、この村の情報は収集済みだ。

　この村のベースになったのは、前ゴールデンドーン村であり、カイルの手腕によって育てられた。

　もちろん、これだけのお膳立てがあってすら失敗するのが辺境開拓なので、それを維持できているだけでも、ザイードは有能と言ってもいい。

　だが……。

　モーグはザイードの態度に我慢できなくなり、気になっていたことをぶつけてみた。

「なるほど。たしかに辺境とは思えないほど発展していると言えるでしょう」

「そうでしょうとも。そうでしょうとも」

　ザイードは満足げに頷いたが、次のモーグの言葉で凍りつく。

「ですが、なぜこの村では錬金硬化岩が使われていないのですかな？　必要な材料は、全て通過しておりますが」

「そ、それは……」

「あれほど便利な錬金硬化岩を使っていない理由とは？　ぜひご教授いただきたい」

　ザイードは一つ咳払いをしたあと、気を取り直したのか、ニヤリと笑みを浮かべる。

「なんてことはありません。材料の火山灰と石灰の値段が日に日に跳ね上がっておりましてね。火山灰はもともと火山近くの平野に降り積もるやっかい物だというのに、卑しい商人が高値をつけております。石灰の値上がりも尋常ではないですから。そもそも村の建材など、木材で充分ではありませんか」

　それを聞いてモーグだけでなく、同行している文官や騎士まで絶句する。

　火山灰の降り注ぐ平野は、ここからかなりの距離がある。輸送費を考えれば、高くなるのは当たり前だろう。

　それだけではない。学会で錬金硬化岩の作り方が発表されて以来、火山灰の需要は跳ね上がっているのだ。需要が増えれば価格は上がることを、ザイードは知らないとでもいうのだろうか？

　火山灰などもともと売り物ですらなかったのだから、値段が跳ね上がったというより、適正価格となっただけだ。

　なにより、この男は錬金硬化岩の利便性を理解しているのだろうか？　この村には材料だけではなく、高名な錬金術師ジャビールもいるのだ。製作に必要な全てが揃っている。

「ザイード様。まさかとは思いますが、直接ゴールデンドーンをご覧になったことがないのではないですか？」

　ザイードが片眉を上げる。

「視察したことはないが、報告は聞いている。砦や城壁を造っているらしいな」

「詳細は？」

「ん？　かなり大きいとは聞いている」

　そこでモーグは気づく。

　ザイードは部下の報告を自分勝手な解釈で理解してるか、ザイードを怒らせない表現に変えた状態の報告書を読んでいるかの、どちらかだろう。

「ザイード様。現在のゴールデンドーンは、市壁の防衛力に限定すれば、王都と匹敵しますよ」

「なん……だと？」

「もちろん、王都には沢山の兵士や魔導師がおりますから、さすがに戦力的な防衛力では比べものになりませんが」

　ザイードが何度も目をまたたかせる。

　王都の役人であるモーグが口にしたことで、その意味をようやく少しは理解し始めたのかもしれない。

「当然ですが、王都でも急いで錬金硬化岩の導入が始まっています。数年で新たな城壁が完成するのではないでしょうか？」

「王都の城壁が、数年で？」

　王都ほどの規模になれば、その城壁建築など、数十年……下手をしたら一〇〇年計画だ。

　それが数年と聞けば、少々値段が高いことなどなんてことはない。

　いや、石切場から大量の石材を運ばなければならない巨大計画に比べれば、はるかに安価なのだ。

　しかも、設計は自由度が高く、リーファンという鍛冶師が見つけた、鉄骨を中に張り巡らせることで強度を跳ね上げる工法を使えば、一〇〇〇年崩れない城すら建築可能かもしれない。

　上位の錬金術で開発された錬金硬化岩は、製作に大量の魔力を消費するだけあって、ほとんど劣化しないのだ。

　それを、この男は「値段が高いから」という理由だけで切り捨てたというのだろうか？

　辺境開拓を推し進める、強力な武器を、無価値だと断じているのだろうか？

　モーグは、少々怒りを隠せない口調で言い放つ。

「どうやらザイード様は、錬金硬化岩も、高名なジャビール先生も、この恵まれた条件すら活用できていないご様子。一度カイル様の開拓地を実際に目にすることをおすすめしましょう」

　ザイードはこのとき、錬金硬化岩の有用性を考えたわけでもなく、ジャビールの使い方を考えていたわけでもない。

　彼が真っ先に考えたのは「無能な弟より、下に見られている」という事実だった。

　だからザイードは慌てて自らの有能さを証明することに決めたのだ。

「まっ、待て！　実は他のことに労力を割いていてな！　村の強化が後回しになっているのだ！」

「……ほう？」

　モーグからしたら、ザイードの虚栄心など一瞬で見抜いていたが、ここは辺境。

　何か変わったことが聞けるかもしれないと、衿をただして先を促した。

「実はこの村より少々離れた場所に、巨大な湿地帯があるのだ」

「湿地帯ですか。危険はないのですか？」

　湿地帯は危険な魔物が多く住み着くことが多い。

「いや、少々離れていると言ったが、魔物が襲ってくるような距離ではない。それよりも、私はその地を開拓しようと思っている！」

「……ほう」

　モーグは少し興味を持った。

　今まで王国でも、湿地帯の開拓には何度も挑戦している。そのほとんどは失敗に終わっているが、成功した土地は、全てが実り豊かな水田となっているそうだ。

　稲作に向いた〝米〟は小麦に匹敵する重要な穀物だ。それが大量生産できるようになることは、王国にとっても重要なことだ。

「それは凄いですな。成功したら間違いなく国王陛下より、勲章を賜れる偉業でしょう」

「そ、そうなのだ！　私はその偉業のために全てを割り振っている！」

　それが事実なら、今までの評価を撤回しなければならない。だが、モーグは今までの経験から疑心しかない。

「それでザイード様、その計画はどのようなもので、どこまで進んでおられるのですかな？」

「そ……それは……」

　口ごもるザイードに、やはりかと、内心でため息を吐く。

「ああ、当然、今の段階では部外秘でしょうな。失礼した」

「す、すまないな。だが、着々と計画は進んでいるとも！」

「なるほど。それではこの場で問い詰めるのは失礼でしたな。話の区切りもちょうどいいので、私どもは宿に行きます」

　おそらく、ザイードの屋敷に部屋が用意されているだろうが、モーグからしたらとても招かれたくはない。

　ザイードが声を掛けるのを躊ちゆう躇ちよしているあいだに、モーグは視察団を連れて、とっととその場から去って行く。

「ぐ……止めてしまえば説明しないわけには」

　ザイードは、慌てて視察団を追おうとしたが、何と言って呼び止めるか思いつかず、足を止めた。

　そして、怒りがふつふつと沸き上がる。

　この何もない辺境の地で、これほどの村を構築した私が、馬鹿にされたのだ！　ザイードは本気でそう考えていた。

　彼は地の底から沸き上がるような声を漏らす。

「カイル……貴様は許さぬ!!」











サプライズにも、ほどがあるよなって話






　その日俺は、カイルに呼ばれて屋敷を訪れていた。メイドのリュウコも一緒に呼ばれている。

　呼ばれるのはしょっちゅうだが、その日は明らかにカイルの様子が変だった。

　病気が完治してから、カイルに笑顔は増えていたが、この日は特に素晴らしい笑顔を振りまいている。

　どうやらいいことがあったらしい。

　小麦の三期作目でも、上手くいったのだろうか？

　部屋に入ると、すでにリーファンもいた。

　しかし、そのリーファンも普段以上に笑顔で、違和感がある。

　とりあえず席に着いたわけだが、いつものようにマイナが俺の膝の上にのる。

　そのマイナも妙にご機嫌のようで、足をふりふりしていた。

　淑女がはしたないぞ？

　楽しそうだからいいけどね。

　カイルの背後にはペルシアとアルファードが立っている。

　アルファードは軍の責任者と護衛の兼任だが、デガード・ビスマックが有能で、軍はほとんど任せっぱなしらしい。分担できる仕事はすればよいのだ。

　二人はいつもどおり、真面目くさった表情なのだが、やはり、どことなく口元が緩い気もする。

　本当になんなんだろう。

　お茶を飲みながら、まず仕事を終わらせる。最近の報告を終えると、カイルは我慢できないというように、立ち上がった。

「クラフト兄様！　実はですね、見てもらいたいものがあるんです！」

「ああ」

　どうやらやっと本題のようだ。

「それではついてきてください！」

　カイルはまず、屋敷の建物を出る。

　見せたい物は庭にあるのだろうかと思っていると、そのまま庭を突っ切って正門を潜って外に出てしまう。

　なら遠出するのかといえば、馬車すら用意されていない。

　カイルは迷うことなく、庭と屋敷を囲う塀沿いに進む。するとすぐ隣に、カイル邸を囲む塀と同じ意匠の塀が延びていた。

　ちょうどカイル邸の塀と、同じくらいの大きさだ。

　数ヶ月前から工事が始まり、この塀を作っていたのはもちろん知っていた。

　塀の内側は、巨大な布で覆われていて何を作っているかは知らないのだが、カイル邸を増築するか、ゲスト用の屋敷でも作っているのだろうと認識していた。

　どうやら今日はその新宅か別宅のお披露目らしい。

　だが、どうにも気になることがある。

　俺とリュウコ以外は、何を作っているのか知っていた雰囲気がある。

　カイルが俺に隠し事をするとも思えないので、違和感しかない。

　新宅の正門に行くと、やはりカイル邸と同じ門構えだ。ただ、カイルを示す紋章が刻まれていない。

　ちなみにここで言う紋章とは、家紋や目印、マークの意味で、左手に浮かぶ紋章とは別物だ。

　お披露目してから紋章を刻むのだろうか？

　貴族にとって家を示す紋章は大事なものなので、旗にしろ、門柱にしろ、刻まない事はありえない。

　俺が首を捻っていると、塀の裏に、職人たちが、建造物を覆う布を押さえているロープを持っていることに気づいた。

　これからこの謎の建造物のお披露目をするのは間違いないだろう。

　何人か顔見知りの職人がいたので手を振ると、むこうも楽しげに振り返してきた。

　彼らはカイルのために働くことを大変喜ぶので、この機嫌の良さは納得だ。

「それでは兄様、そこに立ってください」

「なに？」

　俺が示された場所は、ちょうど門を開いた中央だ。どう考えても、カイルが立つべき場所だろう。

「ここは……」

「いいんです。ここに立ってください」

「お、おう」

　いつになく強い語気だったので、俺は思わずその場所で直立してしまう。

　カイルが右に立ち、マイナが左に立った。

　マイナ、そんなにリズミカルにマントを引っ張らないで。脱げちゃう。

「それでは皆さん！　お願いします！」

「「「おおおお！」」」

　職人たちがカイルの合図に応え、一気にロープを引いた。

　すると。

「……え？」

　それはたしかに屋敷だった。

　隣の敷地に建つカイル邸と同じ、王都の流行と重厚感を併せ持った、非常に凝った造りの屋敷だ。

　同じ三階建てだし、屋根や窓の装飾もよく似ている。

　これだけならば、特に驚く所はない。

　だが、この建物は、明確にカイル邸と造りの違うところが何か所もある。

　一番特徴的なのは、屋敷の左右にくっつく、半円状の建築様式だ。二カ所の錬金部屋を備えるこの様式は、ジャビール先生が提案していたもののはずだ。

　塔を縦に割って、屋敷の左右に貼り付けた形と言えば通じるだろうか。

　その半円状の部分は二階までの高さで、そのてっぺんから長い煙突が何本も生えているのだ。

　また、窓のない造りから、その内部の部屋がどういう役割を持つのか、一発で理解してしまった。

「まさか……錬金部屋か？」

「さすがクラフト兄様です！」

「いやいやいや！　ジャビール先生の本にあった〝理想の錬金をする屋敷の考察〟そっくりじゃないか！　ベースはカイル邸だが、追加してる部分は、先生の著書にある錬金部屋の部分まんまだぞ！　わからないわけがない！」

「はい！　リーファンさんに頼んで、設計してもらいました！」

　そこでリーファンが胸を張る。

「本当に大変でしたよ。ジャビール先生の著書を拝読したんだけど、やれ実験道具の棚はここ、素材は生活動線の左右、種類別に地下と地上にわけるとか。さらに錬金釜の位置、そのための排煙装置が細かく指定されてたり、クラフト君の先生は本当に天才なんだって、肌身にしみたよ」

　リーファンほどの腕があっても苦戦したのは明白。そのうえで、彼女のドヤ顔を見れば、やりきったことが一目瞭然である。

　そういえば以前、錬金に最適な建築を論じている本を手に入れて生産ギルドで眺めていたとき、リーファンが興味深げに覗き込んできたことがあった。

　後日、建築に興味があるからと言うので貸していた。

　そしてジャビール先生が理想とする錬金部屋が追加された屋敷が目の前にある。

　どういうこと？

「おい……カイル。まさかとは思うが……」

　俺の声は震えていただろう。答えはわかっていたが、否定して欲しかった。

「はい！　もちろんクラフト兄様へのプレゼントです!!」

　布とロープを片付けた職人たちも集まってくる。

「「「わあああああ！」」」

「おめでとうクラフト！」

「良かったねぇ！　クラフト君！」

「おめで……う」

　職人だけでなく、マイナやペルシア、まわりの全員がお祝いの言葉をくれる。

　俺はしばらくのあいだ、完全に硬直していたが、金縛りが解けると同時に声を張り上げた。

「いやいやいや!?　もらえないぞ、こんなの！　いったいどれだけ金がかかってんだよ！」

　金の問題だけではない。

　どこの誰が、この地を治める貴族の屋敷の隣に、それより拡張された屋敷に住めるってんだ！

「安心してください！」

　カイルが興奮気味に両手を握った。

「な、なんだ？」

「ほらあそこ！」

　カイルが指さす先を見ると、カイル邸の柵とこの屋敷の柵が並んで重なる一角だった。

　よくよく見ると、扉が付いているようだ。

「僕の屋敷と兄様の屋敷を直結する扉をつけてありますから、わざわざ正門を出て回り道する必要はありませんよ！」

「いや待て！　それのどこに安心する要素がある!?　少しはセキュリティーを考えろよ！」

　言いたいことはそこじゃない！　でも勢いでそれが出てしまった。

「え？　クラフト兄様の屋敷ですよ？　直結でなにも問題ないじゃないですか？」

「いや！　ありまくりだろ!?」

　俺が慌ててペルシアとアルファードに顔を向けるが、二人は苦笑するだけだった。

　いや！　止めろよ！　護衛二人組！

「違う違う！　そうじゃない！　こんな立派な物をもらえるわけないだろ!?　住民だって納得しないだろ！」

　今度は職人たちに視線を向ける。

　この地に移り住んできた、腕利きの職人たちだ。彼らだってこんなあからさまなえこひいきを良しとするわけがない！

「いやー！　カイル様から、クラフトさんに内緒で建築してくれって通達があったときは痺れましたね！　もちろん喜んで参加しましたよ！」

「俺も俺も！　今回参加できなかった職人どもが悔しがってたぜ！」

「計画段階で、予定していた職人の三倍も集まったからな」

「職人に払われる給料は総建築予算から、工房ごとに頭割りになるから、手取りが少なくなるって言ってんのに、どの工房も引きゃしねぇ！」

「なーに！　クラフトさんのためだ！　さすがにタダじゃ無理だけど、普段より安いくらい全然問題ねぇぜ！」

「おう！　名誉な仕事をさせてもらったぜ！」

　あれー!?　どういうことー!?

　やばい。この流れだと、もらうしかなくなる！　なんでもいい！　否定する材料を！

「そ！　そうだ！　こんなでかい屋敷をもらっても、管理できない！　掃除すら不可能だから！」

「可能です」

「え？」

　俺の斜め後ろから聞こえたのはリュウコの声だった。

　見た目はグリーンヘアの美人メイドだが、実はホムンクルスやゴーレム、使い魔やドラゴントゥースウォーリアーの技術をつぎ込んだ世界に一人だけの専用メイドである。

　今、なんて？

「大丈夫です。お任せください」

「……え？　この広さだぞ？　俺は掃除しないぞ？　リュウコ一人じゃ……」

「問題ありません」

「ほ、ほら！　庭も広いぞ！　立派な庭園に、バラ園まであるし！　こんなの維持できないだろ！」

「できます。問題ありません」

　うそー……。

　え？　リュウコ一人で維持できるレベルじゃないよね？

　まるでその声が聞こえたかのように、リュウコがもう一度繰り返した。

「問題ありません。マスター」

「そ……そうか」

「はい」

　そうか……大丈夫なのか……。メイドすげぇな……。

「生産ギルドにある、マスターの部屋から荷物を移動いたします」

「あ……うん」

　立ち去るリュウコ。

　満面の笑みでこちらを見上げるカイル。

　俺は少々引き攣った笑みで言うしかなかった。

「ありがとうな、カイル」

「はい!!」

　こうして俺は、生産ギルドの居候から、領主様と同じ規模の屋敷と錬金施設を手に入れたのだ。

　どうすんだ、これ。
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変化を見ると、進展がわかるよなって話






　とんでもないサプライズで、屋敷をもらってしまった。それもカイル邸の隣に、双子みたいな巨大な屋敷を。

　新しい屋敷の錬金部屋は、さすがジャビール先生が理想とする設計だけあって、細かいところまで作り込まれている。

　そういえば、辺境伯の住むガンダールの街にあった、先生の錬金部屋と造りが似ている気がするな。

　屋敷の左右に、同じ錬金部屋があるが、今のところは二つも使う予定はないので、片方は封鎖することにした。

　錬金部屋には地下があったり、隠し部屋があったりと盛りだくさんで、覚えるのが大変だ。

　荷物を整理するだけでも一苦労しそうだと思っていたのだが、箱詰めされた荷物を降ろすと、メイドのリュウコがあれよあれよという間に並べていく。

　初めて見るはずの造りだというのに、俺の生活動線を理解し尽くした絶妙な配置だった。

　うん。

　メイドさんすげえわ。

　リュウコのおかげでトラブルもなく引っ越しは終了した。

　本当にこんな立派な屋敷を受け取ってよかったのだろうか？

　いや！　これは俺に対する期待の前払いみたいなもんだろう！

　このプレゼントに相応しい成果を見せればいいだけだ！

　よし！　俺はやるぞ！





◆　◆　◆






　今日は冒険者ギルドをメインに、露店商を回っての買い物だ。

　基本的に魔物やレア素材は冒険者経由で、冒険者ギルドが取りまとめるため、ほとんどのレア素材は冒険者ギルドで揃うのだが、露店にいい出物が時々あったりするのだ。

　ゴールデンドーンの露店街に行くと、とても開拓地とは思えない規模の露店市が開かれている。

「いちだんと盛況のようだな」

　俺は人でごった返す露店市をゆっくりと回っていく。

　開拓村の頃からは考えられない数の人と商品が並び、活気にあふれていた。

　カイルの成果を目の当たりにすると、俺も嬉しくなってくる。

「ん？　これは？」

　素材系を扱う露店の一角で、他とは品揃えの違う店を見つけた。

「お。お兄さんお目が高いね。この辺じゃなかなか手に入らない貴重品ばかりだよ」

「ふむ」

　なるほど。店主が言うだけあって、珍しい物が並んでいる。

「これは、水系の魔物の素材か？」

「ほほう、目も確かなようだな。そのとおり。これは北の海に住み着く魔物の素材だよ」

「へえ、海か」

　知識として海というのは知っている。

　大河よりも湖よりも巨大で、塩を多量に含んだ水で満ちているらしい。

　塩が取り放題とか羨ましい場所だな。

「北の地から来たのか？」

「ああ、大国三国に挟まれた、小国家群からな。ずいぶんと人口の多い街ができたって聞いたんで、商人として一発逆転を狙ってきたんだ」

「なるほどな。この街はどうだ？」

「さすが、大国三国の一つ、マウガリア王国だと感心したよ。このあたりはずっと魔物の生息圏だったろ？　まさかここまで一気に開拓が進んでるとは思ってもみなかった。半信半疑だったが、噂を信じて来て良かったよ」

「それは良かった。もっともっと発展させるぜ？」

「なんだって？」

　しまった。他国から来た行商人が俺のことを知っているわけがなかった。

「いや、なんでもない。それより海の魔物か」

「ああ、海の魔物は強力なやつも多くてな。これはそれらの素材だ。この辺じゃ貴重だと思ったんだが……」

　店主が顔を歪める。

　どうやら珍しすぎて売れていないらしい。

「この鱗は魚の物より大きいな」

　俺は握り拳大の鱗を手に取る。

「それはシーサーペントの鱗だよ。結構な大物で、屈強な猟師が何人も犠牲になって仕留めたらしい」

「なるほど。少し力を感じるな。鑑定してもいいか？」

「あんた鑑定持ちなのか。見たことのない見事な紋章を持っているようだが」

「ああ、錬金術師なんだ」

「それは凄い！　一枚やるから、鑑定内容の一筆をもらえないか？」

「鑑定士の資格はないんだが……、まぁ構わないぜ……〝鑑定〟」

　店主の言うとおり、それはシーサーペントの鱗だった。

　同時に紋章から新たな知識が流れ込む。どうやらこの素材、強化糸を作るのに使えるらしい。

　強化糸で編んだ布は非常に丈夫で、鎧の代わりに使えるほどだ。

　以前、孤児院の子供たちにプレゼントした防御力の高い服はこれで編んだものである。

　量産したかったのだが、あまり素材が集まらず、身内で使う分くらいしか作れなかったのだ。

「これはどのくらい在庫があるんだ？」

「この袋いっぱいだな」

「よし、全部買おう」

「なに？　助かるがいいのか？」

「ああ。何かに使えそうな感じだからな」

「ふーん？」

　店主の瞳は「この鱗のことをよく知らないようなら高く売りつけてやろうか」といったものだ。

「ああ、もちろん売りたくないならそれでも構わないぜ？　別に絶対に必要なもんでもないし、どう使えるかはこれから調べるんだ」

　もちろん半分は嘘だ。

　少なくともすでに強化糸の素材になることはわかっている。

　ただ、研究を進めることで新たな使い道が判明することが多いのもたしかなのだ。

　暗に高く売りつけるつもりなら買わないぞと言い含めると、商人は苦笑した。

「あー、わかった。金貨五枚でどうだ？」

「ふむ……わかった。そのかわり全部買ったんだから、一筆は書かないぞ」

「商談成立だな」

　俺は金を払って、鱗の詰まった袋を受け取る。

　これだけあれば、そこそこの量の強化糸が作れるだろう。

　リーファンに頼んで、強化布を作ってもらおう。

「カイルとマイナ、ケンダール四兄妹には服を作って渡しているからな。そろそろ俺とリーファンの分も作るか。あとペルシアとアルファードにも渡してやったらちょうどいいくらいか？　……ジタローにも渡してやらないと拗ねそうだな」

　カイルやペルシアからは、普段の危機意識が足りないと言われまくっているので、自分用に強化布のマントを作ると言えば、喜ぶかもしれない。

　カイルの口癖は「クラフト兄様は自分のことを後回しにしすぎです」だからな。

　俺は足取り軽く、ショッピングを続けた。





◆　◆　◆






　ある日、レイドックがしばらく街に滞在するというので、飯に誘った。

　場所は冒険者ギルド近くの食堂兼酒場だ。中は冒険者でごったがえしている。

　酒場に行くとレイドックがすでに到着していた。

「ずいぶんとご活躍のようだな、レイドック」

「仕事はいくらでもあるからな。それに活躍ってなら、クラフトのほうがよっぽどだろ」

　俺は軽口を叩きながら席に着き、そのままレイドックとカップを打ち鳴らす。

「そうだ、ちょっと聞きたいことがあったんだ。俺とリーファンで作った、例の竜の素材入り硬ミスリル剣の調子はどうだ」

　ドラゴン討伐の報酬で、レイドックが手に入れた剣なのだが、新しい金属で作った武器なので、第一線で使っている人間の声を聞きたかったのだ。

「もちろん最高だぞ。ほとんど手入れもいらないしな」

「ほとんど？　磨く以外に手入れが必要か？」

　ミスリルとしては、その金属特性をほぼ最大限に引き出してあるので、永遠に手入れなしで使えると思っていたのだが。

「基本的にはな。だが、ダンジョンのボスレベルの魔物と戦闘すると、さすがに刃こぼれすることもある」

「なんだって？」

「リーファンには修理に出したこともあるから、彼女は知っているはずだぞ。ミスリルは鋼鉄よりはるかに硬質だが、金属である宿命は避けられないんだとさ。アダマンタイトなら刃こぼれもまずないそうだが」

「アダマンタイトか。あれも手に入れたいよな。金より重いのが難点だが」

「今ので思い出した。このミスリル剣の数少ない欠点は軽いことだな」

「軽いとダメなのか？」

「善し悪しだな。だが、剣として使うにはもう少し重さがあったほうがバランスが良いんだ。俺が使ってるこれは、片手でも両手でも扱えるトゥーハンデッドタイプだからな」

「武器として物足りないか？」

「まさか！　剣技で充分補えるんだ！　それに切れ味は絶品だしな！　そうそう、切れ味と言えば、この剣にシャープネスオイルはあまり効果がないようだ」

「なに？」

　それは完全に初耳だぞ？

「いや、鉄の剣に塗ったときのような劇的な切れ味上昇がないってだけで、切れ味自体は増すんだ。だが、この剣の切れ味がもともと良いから、上がり幅はわずかだな」

「なるほど。鑑定だけじゃわからない所だな」

　こういう話が聞きたかったのだ。さすが、俺が聞きたいことを良くわかっている。

　レイドックが酒を一口あおり、話は変わるがとばかりに切り出してきた。

「希少金属と言えば、アダマンタイトは手に入らないか？　モーダにアダマンタイトの盾を持たせてやりたいと思ってるんだ」

「ないな。最近は手が空いてるから、探しに出るのも良いな」

「そのときはぜひ誘ってくれ」

「今度カイルに相談してみるか」

　アダマンタイトは、最高の硬度を誇る金属だ。

　ミスリルも大変固い金属だが、アダマンタイトには敵わない。

　重いという欠点はあるが、一部の道具に使用すると、上位素材の加工が簡単になるのだ。

　ノミやカンナなど、用途は数知れずだ。

　アダマンタイトのハンマーや斧を使いこなす猛者もいるらしいが、普通は重すぎて無理だ。

　モーダはそれなりに腕のある戦士だが、さすがに紋章がないから、アダマンタイトの盾を持つのは無理だと思うが、レイドックの気持ちもわかる。

　そんな話をしていたからだろうか、その日の夕方、カイルから呼び出されたのは。











重要な任務は、気が引き締まるよなって話






　カイルの屋敷に呼ばれた俺たちは、いつもの部屋に案内され、お茶をいただいていた。

　部屋にはすでにリーファンが呼ばれていた。

　マイナが当たり前のように膝の上に座ってくるのはいつもどおりだが、今日はレイドックも呼ばれている。

　あと、なぜかジタローもいた。

「あ、なんか楽しそうだったんで、おいらも参加させてもらったんすよー」

「軽いな……」

　なんやかんや、ジタローは重要なイベントにはだいたい参加してたからな。問題はないか。

　それにしても狩人としての仕事はいいんだろうか？

　しばらく雑談をしていると、ペルシアをともなったカイルが部屋に入ってくる。

「お待たせしました。少し書類の整理に手間取ってしまいまして」

「ずいぶん忙しそうだな、カイル」

「はい。おかげさまで人口が増え続けていますので、やることが多いのです」

「無理はしてないだろうな？」

「まるでしてないとは言いませんが、睡眠と休息はちゃんと取っていますよ」

　俺はカイルではなくペルシアに目を移す。

「そうだな。放っておけば飯も取らずに書類にかぶりついているカイル様を、毎度毎度無理矢理食事に連れて行き、夜は夜で、ロウソクが尽きてもなお、新しいロウソクに火を灯し、仕事を続けようとするので、火を点ける前に書類を取り上げているからな。睡眠も取れているだろう」

「カイル……」

　俺が呆れた視線を向けると、カイルはバツが悪そうに笑いながら頭を掻いた。

「結果的には無理してませんから」

「まぁ、それならいい。手に負えないことがあったらなんでも相談しろよ」

「はい。ではさっそくクラフト兄様に協力してもらいたいことがあります」

「ああ。この呼び出しがそうなんだろ？」

「はい」

　俺やリーファンとの話し合いはいつものことだ。

　だが、今回はレイドックも呼び出していることから、特別な依頼があるのは明白だ。

「いやー！　おいら頑張りますぜー！」

「いやいや、ジタローは呼ばれてなかったろ」

「そんなー、クラフトさん。面白そうなことを独り占めですかい？」

「いや、どう見てもレイドックもいるだろが」

　俺とジタローのやりとりに、カイルが笑顔で入ってくる。

「大丈夫ですよ。もともとクラフト兄様とレイドックさんに相談して、必要ならジタローさんにも協力してもらおうと思ってましたから」

「そうだったんですかい！　いやー！　嬉しいっすねー！」

「まったく……。まあジタローはどうでもいい。そろそろ本題に入ってくれ」

「はい」

　ジタローが「どうでもいいってのは酷いっす！」とか文句を言ってたが、軽やかに無視して、カイルを促す。

「今回皆様に依頼したいのは、未調査地の調査がメインになります」

「未調査地……つまり人類未到達地の調査か」

「はい。ここゴールデンドーンの周囲は冒険者ギルドの協力もあり、かなり詳細が判明しましたが、やはり少し奥に行くと不明な場所ばかりです。平野の調査は進んでますが、森や山脈の調査はほとんど手つかずと言っていいでしょう」

「そうだな。森の中なんてほんの少し道がずれるだけで、何があるのかわからなくなるからな」

　するとジタローが頷いた。

「おいらも経験ありますぜ。昔狩り場にしてた森なんですが、知り尽くしたと思ってたんですがね。いつも使ってる獣道をほんの少し外れた所に、古い石造りの家を見つけて仰天したことがありまさぁ」

　森のプロですらこれなのだ。

「たしかに、そろそろ本格的に危険地帯の調査が必要だな」

　カイルが真面目に頷いた。

「そうです。ですが今回の調査では範囲を広げることを重視しますので、細かい調査は必要ありません。大まかな植物、動物、魔物の分布、地図の作成が主になります」

「なるほど。その調査結果を冒険者ギルドに渡して、密度の濃い調査はギルドに投げるわけだな」

「はい。そのとおりです」

　カイルがにこやかな表情を浮かべた。

　膝のマイナがつまらなさそうに足を振っている。退屈なら、部屋に戻っていいのよ？

「ゴールデンドーンの城壁も完成し、人口も増えています。そろそろ次の段階へ進むべきと判断しました」

「そうだな。これだけの拠点ができたんだ。ここを足がかりに、俺たちの生活圏を広げるときが来たんだろう」

　それは今まで魔物に押さえられていた人類が、その生活圏を取り戻す第一歩になる、偉業への始まりでもある。

「そして、この仕事をできるのは、ドラゴン討伐を成し遂げたレイドックさんたちに、最高峰の錬金術師であるクラフト兄様。それに鍛冶の腕だけでなく、鉱石などにも詳しいリーファンさんたち以外にいません！」

　マイナが顔を真上に、つまり俺の顔に向けてくる。

「少し気恥ずかしいが、たしかにこのメンツ以外には難しい任務だろうな」

「はい。危険をともなう任務なので、本当はクラフト兄様には残って欲しいのですが……」

「俺も元冒険者だ。今は魔法のほうも期待してもらっていい。遠慮するな」

「そうですね。僕は兄様を信じます。それで調査はとにかく広い範囲をお願いします」

「わかった。任せろ」

「それとは別件なのですが、実は商業ギルドから、レア鉱石を手に入れて欲しいと要望が来ていまして……」

　カイルが少し困った表情を見せる。

「レア鉱石……ミスリルか？」

「はい。今一番要求されているのはミスリルですが、アダマンタイトも手に入らないかという問い合わせも多いんです」

「そりゃ、両方あればありがたいよな」

「ミスリルに関しては、以前クラフト兄様とリーファンさんが見つけてくれた鉱脈に、定期的に採掘隊を送っているので、そこまで問題はないです。ですので、可能であればアダマンタイトの鉱脈を発見し、ある程度採掘してきてもらいたいのです」

「わかった。任せろ」

　レア金属は開拓地が次に狙う資源として至極真っ当だ。特にアダマンタイトは採掘できる鉱山が少ないので、新たに発見できれば、間違いなくカイルにとって大金星となるだろう。

　カイルに協力できる数少ないチャンスだ。絶対見つけてきてやる。リーファンもいるし、なんとかなるだろう。

「アダマンタイト鉱山を見つけたら、カイル様の評判も上がるね！　私もアダマンタイトはまだ触ったことがないから、ぜひ見つけたいです！」

「おう、頼りにしてるぜ！」

　リーファンもアダマンタイトと聞いて目を輝かせた。ノームの血を引く彼女にとって、ミスリルとアダマンタイトは思い入れの深い金属だろう。

「もう一つ、冒険者ギルドからもお願いされていることがあります。レイドックさんはキャスパー三姉妹をご存じですか？」

　話を振られたレイドックが、少し目を大きく開いた。

「キャスパーだって？　もちろん知ってるぞ。三人姉妹の冒険者で、若手ナンバーワンと言われている。もともとは辺境伯の住む街ガンダールを拠点に活動していたが、最近このゴールデンドーンに拠点を移した」

　キャスパー三姉妹の名前は俺も聞いたことがある。

　若いが腕の立つ冒険者パーティーで、Ｅランク冒険者まであっという間だったとか。三人全員が紋章持ちと聞いたので、今頃はＤランクかＣランクになっている可能性もある。

　それと全員が美人らしい。

「レイドックはもう会ったのか？」

「ギルドで挨拶したくらいだな」

「ご存じなら話がしやすいです。ギルドから、今回の調査にそのキャスパー姉妹を同行させて欲しいと依頼がありました」

「理由は？」

「よくわかりませんが、教育してきて欲しいそうです。まだこのゴールデンドーンに来て日が浅く、こちらの勝手がわからないだろうと」

「なるほど。ギルドが名指しで鍛えたいほどの有望株ってことか」

「そうみたいです。問題があるなら、こちらは断れます」

「どうする、みんな？」

「こっちは問題ない。後進の育成も冒険者の仕事だからな」

「私は問題ないよ！」

「おれっちも問題ないっす！　女の子ならいつだって歓迎ですぜ！」

「ま、お前はそう言うだろうな」

　全員の承諾が取れたので、カイルにＯＫを伝える。

「わかりました。それでは冒険者ギルドでキャスパーさんたちと相談して出発日を決めてください。調査期間は二ヶ月から三ヶ月でお願いします。クラフト兄様、ポーション類のストックはそのくらいでしたよね？」

「ああ、そのくらいは在庫で管理してある。ペルシア、俺たちがいないあいだ、カイルが無茶しないようによく見ててくれよ」

「頼まれるまでもない」

「うう……クラフト兄様に信用されてない……」

「無茶するなってことだよ」

　下手したら、俺たちのいない間に、街を発展させて驚かせるとか言って、無茶しかねんからな。

「冒険者ギルド長から、受けてもらえるなら早めにギルドに顔を出して欲しいとのことです」

「それじゃあ、さっそく冒険者ギルドに行くか」

「はい！　皆さんも無理しないでくださいね！　いってらっしゃい！」

「おう、任せろ」

　俺たちはカイル邸をお暇して、冒険者ギルドに向かう。

　途中、ジタローがアゴに手を当てた。

「キャスパー三姉妹って、どんな人たちなんすかね？」

「美人姉妹だって聞いたな」

「！　早く行きましょうや！　スタンダップ！　ハリー！　ハリー!!」

「まったく、ジタローさんってば」

　リーファンだけでなく、俺とレイドックも苦笑するしかなかった。

　アズール狙いじゃなかったのか、お前は。











美人を見ると、冷静でいられないよなって話






　俺たちは、さっそく冒険者ギルドへと向かう。

　カイルの肝いりで、ギルドはゴールデンドーンでも一等地を与えられていた。

　当然、建物も立派で、巨大である。

　所属する冒険者数が一つの街としてはありえないほどの人数になっているからだ。

　それだけではなく、レイドックのパーティーを筆頭にＢランク冒険者を何人も抱えているギルドなど、王都以外ではないだろう。

　普通はＣランク冒険者が一人二人所属していれば御の字なのだ。

　冒険者ギルドは魔物退治のエキスパート軍団だ。でもなければ、武装集団が国に認められるわけもない。

　重要な組織の割に、国や貴族からは邪険にされているのだが、カイルはその重要性を理解し、常に対等な協力を求めている。

　そのような状況により、カイルに対する冒険者ギルドの信頼はすこぶる厚い。

　そんな前提があるので、俺たちが冒険者ギルドに到着すると、たむろっていた冒険者たちから笑顔が向けられてくる。

　夕方だったこともあり、仕事上がりの冒険者が沢山いた。

　適当に冒険者たちと挨拶を交わしていると、猫獣人のミケが受付から声を掛けてきた。

「おかえりなのにゃ、レイドックさん。クラフトさんにリーファンもいらっしゃいなのにゃ！」

「よう、ミケ」

　レイドックがミケに手を軽くあげて応える。

　ミケは獣人ながら冒険者ギルドの職員として雇われていた。

　カイルの獣人差別撤廃の強い意志に対して、ギルド側が明確に賛同しているとのアピールもあるのだろうが、場所によってはまだまだ獣人差別が強いご時世にあって、ギルドの受付に獣人が座っているのは嬉しいものがある。

「レイドックさん、みんな一緒ってことは、例の話は聞いたのかにゃ？」

「ああ。調査と採掘の件だろ？　それと新参……と言ったら失礼か。ゴールデンドーンに来て日の浅いパーティーとの同行を頼まれた。そっちもミケは聞いてるか？」

「うーん。それは初耳だにゃ。ちょっと待つにゃ」

　ミケは猫獣人らしくしなやかな体捌きで立ち上がると、軽やかに奥に引っ込んでいく。

　すると、すぐにギルド長のサイノス・ガシュールがすっ飛んできた。

「お待たせしました！　クラフト様！　リーファン様！」

　おそらく冒険者ギルドの中でもっともカイルに感謝しているであろうギルド長だ。俺たちに対しても非常に丁寧な態度である。

　この規模のギルドになったというのに、ギルド長が直接やって来ることでも、そのことがよくわかる。

　サイノスはゴールデンドーン移転前に冒険者ギルド長をやっていたウルバン・ガシュールの弟である。今のギルドとの関係と併せて、いろいろと優遇してくれている。

　例えば、レアな素材を、優先的に適価で売ってくれたりだ。

「あの、おいらもいるんですが……」

「失礼しました。ジタローさんも今回同行するのですか？」

「そうっすよ！　任せるっす！」

「ありがとうございます。それではさっそく同行予定のキャスパー姉妹に引き合わせますね」

「おおお！　なんか凄い美人らしいっすね！」

　ジタロー落ち着け。それとあんまりハードル上げないほうがいいと思うぞ。こういう噂はあてにならん。

「え？　ああそうですね。美人だと思いますよ」

「すまんギルド長。ジタローは無視してくれ」

「クラフトさん、酷いっす！」

「いいからちょっと黙っててくれ。話がややこしくなる」

「へーい」

　あっさり引くが、ジタローの表情は明らかに「早く！　早く！」と物語っていた。

　俺は肩をすくめて、ギルド長を促した。

「ああ、ちょうどロビーにいますね」

　レイドックがギルド長と同じ方向に視線を向ける。その先に三人の女性が同じテーブルでお茶を飲んでいた。なるほど、噂になるのも納得する美女揃いだった。

「じゃあ後は俺たちで話しとくよ」

「そうですか？　わかりました。それではよろしくお願いします」

　ぺこりと頭を下げて、ギルド長は奥へと戻っていった。滅茶苦茶忙しいはずなので、レイドックも遠慮したのだろう。

「うは！　あの人たちでやすね!?　うひょー！　マジで美人じゃないっすか！」

　ジタローにレイドックが苦笑して答える。

「ああ、彼女たちだな。前に挨拶したから間違いない」

「あとは任せるっす！」

「……は？」

　予想外のセリフに一瞬固まるレイドック。その隙にジタローがキャスパー三姉妹に突進していった。

「あのバカ！」

　出遅れた俺たちの前に、たまたま他の冒険者が横切って、ジタローを捕まえられなかったのがまずかった。ジタローは見事に暴走していた。

「こんにちはっす！　おいらジタローっす！　いやー！　三人とも本当に美人っすねー！　噂以上っす！　そちらのお姉さんはとんがり帽子でまさに魔術師！　そっちのお姉さんはレンジャーっすかね？　ベリーショートも似合うっす！　こちらはゆるふわウェーブが超お似合いっすよ！　神官っすかね？　お近づきの印に好きな物奢るっすよー！」

　あのバカ！　暴走しすぎだ！　ジタローの言葉どおり、一人は魔法系というか魔女っぽいとんがり帽子の目つきの鋭い女。紋章は魔術師だ。

　一人がレンジャーかシーフ系の服装だが、紋章は剣士。軽装系の戦士ってことだろう。

　最後がゆるふわウェーブの神官服の女だが、この娘だけ姉妹とは思えないほど出るところが出ている。ジタローの視線はその胸の谷間に釘付けだった。もちろん神官の紋章持ちである。

　とんがり帽子の魔術師が、それはそれは冷たい視線をジタローに向けるが、それにジタローが気づいた様子はない。

　軽装系のショートは、無表情のまま。どうやら感情に乏しいタイプのようだ。

　ゆるふわは逆に、ずっとニコニコしっぱなしだったりする。

「ジタローさんでしたか？　私たち面識がないと思うのですが。ナンパならお断りします」

「ナンパじゃないっすよ！　これは運命っす！　さあ一緒に旅立とうっす！」

「そういうのを……ナンパって言うんですよ！　〝大気爆〟!!」

「ほぎゃあああああ!?」

　圧縮された空気が弾け、ジタローがまともにくらい、ひっくり返る。

「……あれ？　手加減はしましたが、思った以上に丈夫なようですね。念のためもう一発……」

「まてまてまて！　待ってくれ！」

　俺とレイドックが慌ててとんがり帽子の前に飛び出る。

「レイドックさん？」

「俺たちの連れが失礼した！　謝罪するから落ち着いてくれ！」

「すまなかった！　うちのバカが全面的に悪いが、その辺にしてやってくれ！」

　俺とレイドックが同時に謝罪する。とんがり帽子が一度レイドックを見た後、俺に視線を向けた。

「あなたは？」

「俺はクラフト。クラフト・ウォーケン。そこで転がってるバカの仲間だ」

「ああ。あなたが噂の錬金術師ですか」

「ジタローの無礼は謝罪する。どうか矛を収めてくれないか？」

　とんがり帽子がジタロー、俺、レイドックと視線を巡らす。

「なるほど。ギルドから依頼のあった同行者とはあなたたちのことだったんですね」

「ああ。あんたたちが美人で、つい仲間が暴走しちまった。謝罪するよ」

　俺が謝ると、とんがり帽子が目を丸くした。

「びっ美人!?」
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　あ、初対面で外見のことを言うのはまずかったか。

　少しあたふたしている彼女に、落ち着かせる意味も含めて、少し話を逸らすことにした。

「さっきの魔法は凄かった。詠唱も早いし、威力も最適だったな」

「そ、そうですか？」

　外見ではなく、魔法を褒めてみたら、ほんの少しだが彼女の表情が柔らかくなったように感じた。

　うん。この方向でいこう。

「と、とりあえず話をすすめましょうか。挨拶が遅れました。私は長女のエヴァ・キャスパーです。パーティーリーダーをやっています」

「ああ。よろしく頼む」

「レイドックさんには挨拶は不要ですよね」

「ああ」

　とんがり帽子の魔女……いや魔術師エヴァのレイドックを見る目は、どこか冷めているように見えた。

　ジタローのことで呆れているのだろうか。

　気を取り直したのか、エヴァは隣に座るショートヘアの女の子に手を向ける。

「こちらが次女のカミーユです。剣士の紋章持ちで二刀流です。普段は無口ですが、喋るときはすごく喋ります」

　ショートヘアのカミーユが、俺たちに顔を向けた。

　どうやらそれが彼女流の挨拶らしい。冒険者にはいろんなやつがいるから、特に気にならない。

「よろしくな」

「……」

　なぜか不思議そうな顔で見られた。どことなくマイナを彷彿とさせるが、カミーユのほうがより感情が読めない。

　エヴァは呆れたようにため息を吐いたが、それ以上言及せず、最後の一人を紹介してくれる。

「こちらがマリリンです。神官の紋章持ちで、回復系と補助系の魔法が使えます」

「よろしくね」

「ああ。よろしく」

　ゆるふわロングのマリリンがほわっとした笑顔で手を振る。

　こっちはちゃんと社交的な交流ができそうだ。

　基本的にはリーダーのエヴァか、このマリリンと話せばいいだろう。

　会話のタイミングを見計らっていたリーファンが前に出て、エヴァの手を取った。

「私はリーファン・ハマン！　リーファンって呼んでね！　エヴァさん！」

「リーファン……？　もしかして生産ギルド長ですか？　腕の良い鍛冶師がいると聞いたのですが」

「うん。そうなんだけど、今回は一緒にパーティーを組むんだから、気楽に接して欲しいな！」

「そうですか……わかりました。それではリーファンさん。よろしくお願いします」

　エヴァはリーファンの勢いに少し戸惑っていたが、笑みを浮かべて手を握り返していた。

　リーファンとは上手くやれそうで一安心である。

「いてて……びっくりしたでやんすよー」

　結構強力な魔法を喰らっていたジタローが、何事もなかったように立ち上がる。

「……丈夫な方ですね」

「それだけが自慢っすから！」

　まったく懲りる様子のないジタローに、冷たい視線を向けるエヴァ。

　脈はなさそうだぞ、ジタロー。

「ふふふ……良いところを見せるっすよ！」

　空気の読めないジタローが決意を漏らしていた。

　ま、やる気が出てくれるなら結構だな。











気づかいは、気がつかなきゃダメだよなって話






　キャスパー三姉妹との顔合わせを終え、その日は解散。

　一日の準備期間をおいて、再び冒険者ギルドに集合した。

　俺が待ち合わせ場所に行くと、すでに三姉妹が揃っていたのだが、長旅の予定にもかかわらず、荷物がなかった。

「エヴァたちはずいぶんと身軽だな。長旅になるが荷物はないのか？」

「私は空間収納を使えますから。ただ、申し訳ないですが、あなたたちの荷物を入れる余裕はありませんよ？」

「大丈夫だ」

　空間収納を使えるとは、それだけで腕が期待できるというものだ。

　それも三人分の生活用品を詰め込める容量となればなおさらだ。荷物を預かろうと思っていたのだが、必要なさそうだ。

　なるほど、若手ナンバーワンの噂は間違ってなさそうだな。

　ギルドホールの一角は、俺たちと同じように、冒険者たちが待ち合わせの場所として使っている。

　皆が武器や荷物の確認をしたり、事前の打ち合わせをするのが日常である。

　今日は俺たちに視線が集まっていたが。

　そこにレイドックたちのパーティーもやってくる。

「遅くなったか？」

「いや、時間前だぞ。リーファンはカイルに挨拶に行ってるから少し遅れるかもしれん。ジタローは……遅刻したら置いてこう」

「ははは。ジタローにはいてもらったほうがいいだろ。あれで森では頼りになる」

「まあな」

　俺とレイドックが軽口を叩いていると、レンジャーのソラル。神官のベップ。魔術師のバーダック。戦士のモーダが三姉妹と挨拶を交わしていた。

　どうやらレイドックのパーティーメンバーとは初対面のようだ。

「クラフト、俺たちの荷物だ」

「おう」

　壁の隅には冒険に必須な品物だけではなく、調理器具や予備の武具までもが積み上がっていた。

　それを見てエヴァがぎょっとする。

「ちょっと待ってください。レイドックさんは優秀な冒険者と聞いていたのですが」

　エヴァが当たり前のことを言い出したので、俺が肯定する。

「レイドックは優秀だぞ？　俺が保証する」

「それは戦力でという意味でしょうか？　この荷物を見る限り、探索の能力はないように思えるのですが……」

　暗に、足手まといはいらないと言っているようだ。

　だが、それは完全に誤解だ。

「戦闘能力だけでＢランクになれるほど、冒険者ギルドは甘い組織じゃないだろ？　つまり、こういうことだ。〝空間収納〟」

　俺がうずたかく積まれた荷物を、ささっと魔法で収納すると、今度こそエヴァが目を見開いた。

「あなたも空間収納を使えるんですか!?」

「ああ」

「いえ……レア魔法ではありますが、使える人はいますし……それよりも凄い容量ですね」

「ああ。ちょっと事情があってな。もともと俺は錬金術師の紋章じゃなく、魔術師の紋章持ちだったんだ」

　エヴァが目を見開く。

「え？　紋章を書き換えたんですか？」

「ああ。詳細は省くが、魔術師の紋章とは相性が悪かったらしい」

「相性の悪い紋章は、刻めないと聞いていますが」

「普通はそうらしい。だが、運が悪いと起こるようだ」

　エヴァは腕を組んで考え込む。

「それと、空間収納の容量に関係があるんですか？」

「俺の師であるジャビール先生によると、魔術師時代に魔力を無理矢理押し込め続けた結果、圧縮や効率のいい魔力運用が得意になっているんじゃないかって話だ」

　ジャビール先生の仮説だが、これは実証のしようも、実験のしようもないので論文には出さないらしい。

「え!?　ジャビールって……あの高名なジャビール様ですか!?」

「ああ。ジャビール先生は今、カイルの兄であるザイードの専属錬金術師をやっている関係で、たまたま出会えてな。その縁から弟子にしてもらえたんだ」

　正確には少し違うが、このほうがわかりやすいだろう。

「それは羨ましいですね……。あの方は魔術論でも有名ですから」

「学会っていう、新しい組織で活躍なされてるからな」

「立派な方です……それより貴族であるお二人を呼び捨てですか？」

「あっ」

　しまった！　ついいつもの癖で！

「あー。その。カイルとは特別親しくてな。内緒で頼む」

「噂は聞いています。カイル様が全幅の信頼をよせていると。ですがザイード様のほうは……」

「あー。これも内緒で頼むが、正直俺はザイードのことを好きになれん。いろいろあってな」

「そうですか。わかりました。それも胸に秘めておきます」

「助かる」

　少しつっけんどんとした態度を取ることもあるエヴァだが、中身はいい子らしい。

　年上には失礼な感想だが。

　エヴァと雑談しつつ、全ての荷物を収納。

「レイドック、終わったぞ」

「ああ。それでリーファンとジタローはまだなのか？」

「リーファンは遅くなっても仕方ないが、ジタローのやつは何やってんだ？」

　レイドックが肩をすくめる。

「クラフト、魔法で連絡がとれたりしないのか？」

「できない。知ってる限りじゃ、そんな魔法はないな。エヴァはそんな魔法を知ってるか？」

「いいえ。ただ、そのような道具があるらしいと昔、師匠に聞いたことがあります」

　道具と聞いて、俺も思い出した。

「そういえば、ジャビール先生に聞いたことがあるな。どんなに遠くても会話できる道具が存在するらしい」

　レイドックが「ほう」と興味深げな顔をする。

「それは便利だな。クラフトかリーファンで作れないのか？」

「無理だな。そもそもかなり貴重な道具らしく、国で数個持ってるかどうかの超レアアーティファクトらしい。それに使用にはいろいろ制限もあるらしい」

「そうか。残念だな。それがあれば連絡が楽になるのに」

「もし量産できたら、世界がひっくり返りますね」

「ま、作れない物に関して考えても無駄さ」

「それもそうだな……っと、来たようだぞ」

　どうやら気配を察知したらしく、レイドックがギルドの入り口に視線を向ける。

　その直後に大荷物を背負ったジタローが飛び込んできた。

　約束の時間を少し過ぎたくらいだ。この程度なら許してやるか。

「いやー！　遅くなっちまいやした！　ちょいとシールラ商店で買い込んでやして！」

「それはいいんだが……いや、なんでもない」

　ジタローのぱんぱんに膨れあがったカバンからは、シールラ商店の商品が所々飛び出していた。

　妖艶な雰囲気を醸し出す未亡人シールラが経営するシールラ商店は、ゴールデンドーンがこの地に移転してからも、ちゃんと続いている。

　そしてジタローはこのシールラにも思いを寄せているらしい。

　この一言を贈ろう――節操ないな！

　ま、好きに生きろ。

　購入したのは鉄の鏃やじりや、鳥の羽。ある程度日持ちする食料などのようだ。

　俺がいるから必要ないのを知っているはずだが、シャープネスオイルやスタミナポーションなんかも詰まっていて、ジタローとシールラのやり取りが目に浮かぶようだ。

「ジタロー……それは予算からは出さないからな」

「そんな要求しやせんて！　おいらの懐を痛めないと誠意が伝わらないじゃないっすか！」

「真面目なんだか不真面目なんだか……」

　ジタローの荷物をため息交じりに空間収納すると、やはりエヴァが呆れていた。

「いったいどれだけ収納できるんですか……」

　巨大ドラゴン一体分って言ったらどんな顔するだろう？　言いふらすことでもないから特に教えないが。

　適当に雑談をしていると、ギルドの入り口あたりがざわめき始めた。視線を向けると、なんとそこにはカイルがいた。

　入り口を潜ったカイルに、冒険者たちが笑みを浮かべる。

「カイル様！」

「おい！　カイル様が来たぞ！」

「おはようございます！　カイル様！」

　次々と挨拶をかける彼らに、カイルが丁寧に返していく。

「はい。おはようございます」

「やった！　カイル様に返事をいただいたぞ！」

「なに!?　カイル様！　おはようございます！　いらっしゃいませ！」

「はい。皆様、おはようございます。お仕事の邪魔をしてすみません。僕のことは気にせず、いつもどおりにしてくださいね」

　ざわめく冒険者の声に混じって、ミケの声も聞こえてくる。

「うにゃ!?　カイル様が来たにゃ!?　お前らちっと下がるにゃ！」

「お、おう」

「カイル様！　なんかあったら遠慮なく言ってくれよ！」

「いいから下がるにゃ！　カイル様！　いらっしゃいなのにゃ！」

　カイルを取り囲むように集まっていた冒険者を散らして、受付のミケが飛び出す。

「おはようございます。こちらにクラフト兄様は来ていますか？」

「はいにゃ！　あそこにいますですにゃ！」

　背の低いカイルは、冒険者が下がることで、ようやく俺を見つけられたらしい。

　カイルだけでなく、ペルシア、マイナ、それにリーファンも一緒だった。

「カイル。忙しいんじゃなかったのか？」

「そうなんですが……マイナが見送りしたいと言いまして」

「マイナが？」

　カイルの双子の妹であるマイナだが、好かれているのか嫌われているのかいまいち掴めないところがある。

　わざわざ見送りに来てくれる程度には好かれているってことだろう。

「そうか。わざわざありがとうな、マイナ」

　俺は貴族を相手にする態度ではなく、兄妹を相手にするように、マイナの頭をくしゃくしゃと撫でた。

「……ん」

　マイナが何かを差し出してくる。

「……ん！」

「なんだ？」

　くすくすと笑うカイル。

「兄様に受け取って欲しいそうですよ」

　なるほど、マイナの手にはなにか小さなものが乗っている。

　突き出されたそれは、小さなウサギの人形だった。

　だが、つぎはぎだらけで、片目。虚ろな瞳と眼帯という、悪夢に出てきそうな強烈なウサギであった。
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「……怖っ!?」

　予想外の不意打ちに、思わず口に出してしまった。

「……！」

　途端にマイナに蹴りを喰らう。痛くはないが、痛かった。

　カイルがほんの少しだけ困ったような笑みで、マイナと人形を見つめる。

「兄様、それはマイナが持っているウサギの人形とお揃いのものに、刺繍をしようとしたんですよ」

「え？」

　なるほど、よく見れば大きさは違うが、いつもマイナが持っている大きなウサギの人形と、ベースは同じに見えた。

「何をどうやったらこんな姿に……」

　再び蹴りが飛んできた。

　俺はこんな呪いの品を渡されるほど嫌われていたのか!?

　するとカイルが笑いながら教えてくれる。

「ふふ……すいません、兄様。それはお守りですよ」

「お守り？」

「はい。でもマイナがウサギの人形を渡すと言ったとき、僕が男性には可愛すぎるんじゃないかなって言ってしまったんです」

「え？」

　えっと、つまり……どういうこと？

　カイルが続ける。

「マイナはお守りとして、同じ人形を持っていて欲しかったらしいのですが、僕のせいで、男性が持ち歩いてもおかしくないように、いろいろと試行錯誤してしまったんです」

　お守り……。そうか。お守りか。

　そこで俺はようやく理解した。

　マイナは何かお守りを渡そうとしてくれたが、私物で持っているのは人形くらいしかない。

　そこで手持ちの人形を渡してくれようとしたが、カイルが余計な事を言ったせいで、慣れない刺繍に挑戦。結果、数々の人体実験を受けた被験者のようなウサギが完成してしまったと……。

「うん……悪かった。マイナが一生懸命作ってくれたんだよな？」

「ん」

　小さく頷くマイナ。

　俺は受け取った眼帯ウサギを腰のベルトに巻き付ける。

「どうだ？　似合うか？」

「ん！」

　腰にぶら下がったウサギを見て、マイナが満足そうに頷いているところに、ひょいとジタローが現れる。

「なんか呪いの藁人形を腰につけてるみたいっすねー」

「〝空爆烈〟！！！！」

「ほぎゃああああああ!?」

　俺は問答無用でジタローを魔法でぶっとばした。

「惨い……」

　レイドックが気の毒そうにジタローに目を向けるが、「痛たたた……」と起き上がるジタローに呆れていた。

　エヴァも「あの威力で起き上がるんですか……」と感心している。今のジタローはこのくらいやらないと効かないのだ。

「あー、マイナ。ありがとうな。ちゃんとこうやって持ってくから」

「ん」

　どうやら機嫌を直してくれたらしい。

　見た目はたしかにアレだが、心を込めて作ってくれたのだ。ちゃんと持って行かねば。

「それでは兄様、どうぞご無事で」

「おう。任せとけ」

　こうして俺たちは、人類未到の地へと、旅立っていく。

　どうでもいいが、カイルのやつ、街中でも平然と兄様呼びだな……。もう諦めてるからいいけどな！

「置いてかないでくれっすよー！」

　もう一度ぶっとばしてやろうかしら？











事前準備は、念入りにって話






「さて、出発の前に配っておくぞ」

　俺は空間収納から、水袋入りのスタミナポーションを取り出し、全員に手渡す。

　革の水袋を手渡されたエヴァが怪訝な顔を向けてくる。

「水なら持っていますし、魔法でも作れるので……」

「それは水じゃない、スタミナポーションだ」

「……え？」

　エヴァが小さめの水袋をたぷたぷと揺らす。

「これが全部ですか!?　ポーション瓶何本分入ってるんですか!?」

「さあ？　二〇本分くらいはあると思うが。水代わりにがぶがぶ飲んで構わないからな」

「は？」

「いくらでも作れるからな。普通に水分補給として使ってくれ。ああ、中毒にはならないから安心してくれ」

「これって伝説品質のスタミナポーションですよね!?」

　なんで驚いているんだ？　この街の冒険者なら普段使いしてるはずなんだが。

　俺が疑問に思っていると、レイドックが苦笑して会話に入ってくる。

「エヴァ、この街の冒険者ギルドに来たとき、強制依頼があったろ」

「はい。ギルド内での訓練ですよね」

「ああ。この街に初めて来た冒険者には、丸一日の強制訓練が依頼される。それを受けないと、ここの冒険者ギルドで仕事はできない。そしてその仕事では、スタミナポーションの服用も義務となっている」

「そんなことしてたんか」

　聞いて初めて知る事実だった。

「ああ。伝説スタミナポーションを常用すれば、冒険者の死亡率がぐっと減るだろ？　だが、街に来たばかりのやつらは、相場より安いといっても、本来なら緊急時用のスタミナポーションを買うことはない」

　それは、わかる。

　俺も長く貧乏冒険者をやっていたのだ。ちょっと効果が凄いと話に聞いたくらいじゃ、スタミナポーションを購入しようなどとは思わないだろう。

「そうだ。だからギルドは苦肉の策で、最初にスタミナポーションの効果を実感できる依頼を出すことにしたんだ。ついでにこの街の冒険者たちのレベルを知ってもらえるだろ？」

「なるほど」

「レイドックさん、それとこのポーションになんの関係が……」

「この街で消費される全てのスタミナポーションと、商人が買っていく、全てのスタミナポーションは、クラフトが一人で作ってるんだよ」

「……」

　エヴァは数度目を瞬かせてから、大きく口を開いた。

「はあああああ!?　全て……全て!?　それは本当なんですか？　クラフトさん！」

「ああ。特製の錬金釜をリーファンに作ってもらってな。さすがにあれがなかったら手が足りない」

　錬金釜は、量を増やしたり、品質を上げるのに欠かせない魔導具である。

「街で何度か商隊を見ましたが、とんでもない量ですよね!?」

「それには少しだけカラクリがある」

「カラクリ？」

　カラクリと聞いて、逆にエヴァの表情が少し安心したように思えた。

「伝説品質にしたスタミナポーションは劣化しないんだがな、販売時には一般的なポーション瓶に入れて売ってるんだ」

「そういえば……馬車の荷馬車はポーション瓶の詰まった箱でしたね」

「ああ。こんな風に水袋や樽に詰めて販売することもできるんだが、それだと際限なくみんな買っていくだろ？」

「そうですね。もし私が商人だったら、馬車に積めるだけの樽で購入していくと思いますよ」

「ああ。実際そういう時期もあったんだ。それだと、さすがに生産がおっつかなくてな」

　アキンドーのやつが際限なく購入していきやがるんだよ。

「それで、樽売りは止めて、全て瓶販売にしたんだ。一般的に流通しているちょうど握りやすい大きさの瓶にな」

「それだと、中身を樽に移されるだけなのでは？」

「俺もそう思ってた」

「え？」

「実はこのアイディアをくれたのはカイルなんだよ」

「カイル様が？」

「ああ、最初は意味があるのかわからなかったが、カイルの意見だ。とりあえずやってみたら、これが大当たりだ」

「……なぜでしょう？」

「出入りの商人にアキンドーってのがいるんで、ちょっと聞いてみたんだよ。そしたらこう答えたぜ？　『ポーションが瓶に入っていると安心します』ってな」

「それってつまり、劣化しないとわかってても、劣化防止の瓶に入ってないと不安だったってことでしょうか？」

「そうだと思う。俺たちは慣れたが、エヴァはポーションが水袋に入ってるのは違和感あるだろ」

　エヴァが水袋をたぷんと揺らす。

「はい。正直不安に……あ」

「そう、それだ。カイルはそこを見事に突いたんだよ。ポーション瓶はこの街にやってきた職人が作ってるが、リーファンが品質チェックしてるから、瓶を捨てるのも心情的に難しいだろ。カイルはそこまで読んでたんだよ」

「……お若いのに凄い方ですね」

「ああ。カイルは凄いんだ」

　病気が長かったせいか、苦しみを理解し、他人をよく見ることもできる。まさに理想の領主と言えるだろう。カイルは辺境伯の後を継ぐことはないと言っていたが、そうなったらどれだけ素晴らしいことか。

「そんなわけで、スタミナポーションなら、錬金釜がなくても、旅に困らない量がいつでも作れる。遠慮なく使ってくれ」

「冒険者は優遇して購入できるこのポーションですが、水代わりにしてよいと言われると躊ちゆう躇ちよしますね……」

　そこで笑顔のリーファンが出てきて、エヴァの背後からがばりと抱きついた。

　身長的に飛びついたような形だが。

「エヴァさん安心して！　原価はおっそろしく安いんだ！　市場の関係である程度の値段をつけざるをえないだけで、本当にタダ同然なんだよ」

「むしろ値段を上げるためと、職人の安定収入のためにポーション瓶を製作してもらってるようなもんだしな」

「うんうん！　だから気にしないでじゃんじゃん使ってね」

　そこでジタローが、わざとらしくスタミナポーションをがぶがぶと飲んで、エヴァに笑みを向ける。たぶん本人はニヒルだと思っているだろう最上級の笑みを。

「そうっすよ！　こんな風に！　……げーっふ」

　最後で台なしじゃねーか。

「……ジタロー。無駄遣いしろって意味じゃねーからな？」

「こ！　これはエヴァさんを安心させようと……！」

「あー、わかってるわかってる。でもその程度にしとけよ」

「へーい」

「本当に、大丈夫そうですね」

　俺とジタローのやり取りをみて、エヴァが理解してくれたらしい。

「それにしても……噂以上の錬金術師のようです」

「ジャビール先生の足下にも及ばないけどな」

　言いながら、別の水袋や小瓶も渡していく。

　エヴァが腕の中に積み上げられる支給品の数々に、再び目を丸くした。

「え？　これは？」

「これがヒールポーションで、これがシャープネスオイル。んでこっちがマナポーションだ。エヴァは魔術師だからあったほうがいいだろ？」

「は……はああああああああ!?」

　なぜか、エヴァに恐ろしく呆れられた。

　なお、次女のカミーユは無表情で受け取ったポーションを腰のポーチに仕舞っていたし、マリリンも「ありがとー」と素直に受け取っていたので、エヴァが特別に感情豊かなのかもしれない。

「クラフト君。最近ちょっと基準がおかしいからね？」

　俺が首をひねっていると、リーファンから力のない突っ込みが入った。

　便利だから喜ぶと思ったんだけどな。

　経費に含まれてるから、金を取るわけでもないし。

　俺は気持ちを切り替えて、旅の準備を再開した。

　ローブの上に肩掛けのベルトを吊るす。

　このベルトは、ポーション瓶を差し込んでおくための物だ。俺が使うポーション瓶は市販している物や、みんなに配っている物と形が違う。すぐに取り出して、投げつけたりできるよう、試験管型になっている。

　それを見て、リーファンが寄ってくる。

「クラフト君、新しいポーション瓶はどう？」

「かなりいいぞ。少しクセがあるけど、練習してきたんで使えるようになってきた」

「それなら良かったよ」

　俺とリーファンの会話を疑問に思ったのか、レイドックが俺のポーション瓶を覗き込んできた。

「今までと何か違うのか？」

「ん？　ああ、見た目は一緒なんだが、かなり改良してもらったんだ」

「ほう。よし。どんな変更か話せ」

「それは、使うときのお楽しみ……」

　俺がもったいぶると、レイドックが目を細める。

「お前のちょっとした工夫ってのは、常識を逸していることが多いから不安しかないんだよ」

「ひでぇ言われようだな」

「それはクラフト君の日頃の行いのせいだと思うよ」

「……解せぬ」

「クラフトさんは時々頭がすっ飛んでやすからねー！」

「〝空爆烈〟！！！！」

「のぎゃああああああ!?」

　圧縮された空気の塊が弾け、ジタローを吹き飛ばす。近くの壁まで吹っ飛ぶも「痛いっすよー」と何事もなく立ち上がってくるジタローに、一同が呆れ返った。

　なんか最近、ジタローが無駄に丈夫なんだよ！

「ま、まあ気を取り直して、リーファン。本当に大丈夫なんだろうな？」

　おいこらレイドック。なんでリーファンに聞いた!?

「うん、大丈夫だよ。私が作ったんだし。危ない物じゃないから！」

「リーファンがそう言うなら……大丈夫か」

「お前ら……」

「クラフトさん、普段何をやってるんですか」

「生産ギルドの職員だが？」

　エヴァの質問に答えたら、なぜか三姉妹を除く全員にジト目で見られた。

　解せぬ。











一緒に行動するんだから、実力は知らないとって話






　ジタローの身体を張ったギャグを堪能した後、俺たちはゴールデンドーンを出立した。

「レイドック、どういうルートにするんだ？」

「西がいいだろう」

　なるほど。西に向かうのは賛成だ。

　ゴールデンドーンの北は対岸が見えない規模の大河だし、東と南はある程度だが状況が判明している。

　ちなみに、旧ゴールデンドーンである、ザイード開拓村は南東方向にあたる。

「そうだな、俺もそれがいいと思う」

「決まりだ」

　穀倉地帯もやや西寄りの南で、その一帯はひらけていることから、取り急ぎの調査は必要ない。

　以上の状況から、西北に延びる森を真っ直ぐに突っ切ることにした。

　簡単に言えば、ほとんど人の出入りのない森を進むのだ。

「森のことは任せるっす！　そうだ！　カミーユさん！　一緒に先頭を歩きましょうぜ！」

　さっそくジタローがキャスパー三姉妹の次女、無口系剣士のカミーユに声を掛けていた。

　懲りないというか、タフというか。

　長女のエヴァは冷たい視線をジタローに向けたが、カミーユは無言で頷くとジタローと一緒に前に出た。

　……感情の読めない娘だな。

　レイドックの恋人であるレンジャーのソラルが、リーファンを誘う。

「じゃあ私とリーファンさんで最後尾を行きましょうか」

「うん！」

　リーファンが元気よく返事をすると、レイドックが残ったメンバーに声を掛ける。

「よし、俺とモーダが前に出るから、魔術師系が中心になるように進もう」

「了解だ」

　そうして進み始めた俺たちだったが、すぐにエヴァが声を上げた。

「ちょ！　ちょっと！　速すぎです！　もう少しペースを落としてください！」

「ん？　スタミナポーションで疲れないだろ？」

「限度がありますよ！　馬の全速力くらいの速度で走り続けられたら、さすがにきついです！」

「あー、そうか。まだ身体が鍛えられるほどゴールデンドーンに滞在してるわけじゃないもんな」

　スタミナポーションは、疲労をなくすポーションだが、能力の一〇〇％を超えた運動をしてしまうと、やはり疲労が出てくる。体感的には能力の八割程度を維持する分には疲労をまったく感じない。

　エヴァにとって、馬の速度で走るのは、彼女の限界に近いのだろう。

　レイドックくらいのレベルになると、スタミナポーションが効きづらいらしい。正確には、彼らの繰り出す高度な技の疲労に、ポーションの回復力がおっつかないので、普段は八割の実力を維持しているとのことだ。

「あなたたちはいつもこんなペースで動いてるんですか!?」

「まさか」

「あ、そ、そうですよね」

　魔術師系が隊列の中央に固まっていたので、エヴァの近くにいた俺が答えた。

　安堵するエヴァだったが、ゴールデンドーンの基準を知って欲しいので、俺は追い打ちをかける。

「普段はもっと速いぞ」

「は!?」

「レイドックのパーティーだけなら、さらに速い速度で移動してるはずだ」

「冗談ですよね？」

「いや、マジだぞ」

　絶句するエヴァはそのままにして、レイドックにペースを落とすよう頼む。それでもエヴァには少し速いペースのようだったが、少し疲れるくらいのほうが、体力がつく。

　早くゴールデンドーン基準になって欲しいので、少しだけ無理してもらおう。

「それにしても、森の中でこのペースで移動したら、敵を発見できないのではないですか？」

「ジタローがいるから大丈夫だろ」

「え？　あの方ですか？」

「あー。最初の印象が悪いのは認めるが、あれで森の中では頼りになる男だぞ」

　言いながらジタローに視線を向ける。

　ジタローは次女のカミーユに休みなく話し掛けている。

「――って感じで、おいらの弓がドラゴンにとどめを刺したといって、過言じゃないっす！」

「……」

「さらにコカトリスの大軍が街にやってきたときも、ペルシアの姉御と一緒に、おいらの弓で、ぎったんばったんにしてやったんすよ！」

「……」

　エヴァの氷点下な視線に気づかず、カミーユに熱く自己アピールを続けながら先頭を進むジタローだった。

　すまん。本当に頼りになるんだよ、あいつは。たぶん。きっと。おそらく。

　汚名返上する機会はあるだろうかと訝しんでいたときだった。ピタリとジタローが足を止めた。

「敵っす」

　ジタローの一言で、それまでピクニック感覚で進んでいた俺たちは、即座に足を止める。

　レイドックが全員に集まるように指示。

「ジタロー、頼む」

「任されやした」

　ジタローが一人で森の奥に消えた。

「……大丈夫なんですか？」

「まあ見てろ」

　しばらくすると、ジタローが静かに戻ってくる。

「この先に、オーガが六体いやしたぜ」

「オーガですか!?　まだ街から一日も離れてないのに……あ、いえ、距離は結構離れましたか。……感覚がおかしくなりそう。大回りして避けたほうがいいでしょう」

　オーガは鬼のような形相に、隆起した筋肉を持つ、危険な魔物だ。サイクロプスほどではないが、少数の集団になっていることが多く、気性も荒い。

　魔石の質は良いが、他に良い素材が取れないことから、討伐依頼も人気がない。

　駆け出しの冒険者なら、間違いなく逃げなければならない強敵だ。

　エヴァがどう対処するのだろうという顔をレイドックに向けるも、レイドックは軽くアゴを振っただけだ。

「ん？　倒せばいいだろ？　オーガくらい」

　あまりに簡単に答えるレイドックに、エヴァが急に表情を険しくした。

「……なら、それは私たちに任せてください」

「それは三人だけって意味か？」

「そうです。皆さんはお互いの実力がわかっているでしょうが、私たちの実力も知っておいたほうがいいでしょう？」

　レイドックは眉根を寄せて、腕を組む。

「それはたしかに。だが……」

「それに、レイドックさんたちがそれほど自信があるなら、私たちが危ないときは助けてくれますよね？」

「当たり前だ」

　レイドックが安心させるように大きく頷いたが、なぜか逆にエヴァの表情はさらに険しくなった。

「……わかりました。私たちの実力、見せてあげます。カミーユ、マリリン、いくわよ」

「三人だけでいくのぉ？　全員一緒のほうがいいんじゃないかなー？」

　神官のマリリンがのんびりとエヴァの前に立つ。

「この街の冒険者たちは、ドラゴンを倒したからって、少し増長してるかもしれないのよ？　自分の実力を見極められない仲間は足手まといになる」

「んー……」

　俺たちに聞こえているのはわかっているだろうに、エヴァは内に秘めていることをはっきりと露わにした。

　俺とレイドックは顔を見合わせたが、苦笑し合っただけだ。

　実際、彼女たちの実力をこの段階で知れるのは助かるのだ。

「わかった。ではオーガはエヴァたちに任せる。それでいいんだな？」

「はい。いくわよ。二人とも」

「がんばるー」

　答えたのはマリリンだけだが、カミーユも頷いて先頭に立った。

　どうやら彼女が斥候の役割も果たしているようだ。

　剣士だが、レンジャー寄りなのだろう。獲物もショートソードの双剣使いだしな。

「クラフト」

　レイドックが俺に耳打ちする。

「実力はあると思うが少し危うい。何かあったら飛び出すぞ」

「ああ。任せろ」

　俺は新型ポーション瓶を指に挟んで、彼女たちの後方をついていくことにした。





◆　◆　◆






「〝業炎弾〟!!」

　最初の攻撃は魔術師のエヴァだった。

　もっとも大きく、強そうなオーガに灼熱の火弾が直撃する。

　エヴァの魔法の腕は確かだった。その一発でオーガを戦闘不能にまで追い込むダメージを叩き込む。なるほど三姉妹の噂は本物のようだ。

「ん！」

　気を吐いて飛び出したのは、剣士のカミーユだ。

　突然の魔法攻撃で混乱しているオーガの一体に、背後から強烈な無音攻撃を喰らわす。だがさすがにオーガだ。その一発で倒れることはない。首筋に深い傷を負わせたが、致命傷にまでは至らなかった。

「ん、〝暗踊葬双〟」

　聞いたことのない剣技が、猛り狂って叫び声を上げるオーガの身体に、無数の切り傷を生み出した。乱舞系の技だが、どれも傷が深い。かなり強力な技だった。

　攻撃を喰らったオーガが地面にもんどり打って転がる。カミーユはその固体を無視して次の目標に移動する。かなり手慣れた動きだ。

　オーガは決して弱い敵ではない。むしろ強敵と言える。

　それを恐怖せずに処理していく姿は、噂以上の実力ということだ。

　オーガが、混乱しつつもカミーユを敵と認識し、手にした巨大な棍棒を振りかざす。

　即座にエヴァが唱えた。

「〝千本針〟!!」

　数百本の魔力の針が、そのオーガの顔面に殺到する。

　威力はそれほどではないが、発動の速さと、広い面積に発動できる魔法だ。

　怯んだオーガを見逃すカミーユではない。

「〝落葉流閃〟」

　間髪容れずに技を重ね撃ちし、オーガに深手を負わせる。

　オーガが痛みで棍棒をデタラメに振り回した。運悪く、それがカミーユの左腕にヒットしてしまう。

　俺は即座にヒールポーションを投げようとしたが、それよりも早く魔法が飛んだ。

「〝高速治癒〟」

　神官の紋章を持つマリリンが、即座に回復魔法を発動させた。

　かなり早い！　エヴァの魔法にも感心したが、制御の難しい治癒魔法をこれほど早く発動させるとは、相当な実力だ。

　威力も充分で、カミーユの左腕からの出血は即座に止まる。

　なるほど。これがキャスパー三姉妹！











パーティーは、連携が大事って話






　三体のオーガが短時間の攻防で、地面に転がる。

　俺から見ていても、キャスパー三姉妹の連携は完璧だった。これなら手を出す必要もなさそうだと、わずかに気を抜いてしまった瞬間。

「あっ!?」

　次の魔法を放とうとしていたエヴァが突然バランスを崩した。

「ごがああああああ!!」

　身体に致命傷を受けて地面に転がっていたオーガが、エヴァの足を掴んだのだ。

「エヴァ！」

　マリリンが思わず叫ぶも、残ったオーガがエヴァに駆け寄り、棍棒を振り下ろすところだった。

　やべぇ！　魔法じゃ間に合わねぇ！

　巨大な棍棒が、エヴァの頭に大きな影を落とすほど迫っていた。姉妹の全員が、ザクロのように砕ける想像をしてしまったことだろう。

　だが、俺と違って、一瞬すら気を抜かなかった、頼れる仲間がいる。

「〝旋風鳳斬〟！」

　蒼い稲妻が走ったと錯覚した。

「〝神速反斬〟!!　オマケだ〝真空飛翔斬〟!!」

　稲妻の正体は、もちろんレイドックである。

　目にもとまらぬ速度で、棍棒を振り下ろしていたオーガを粉みじんにしたかと思ったら、次の瞬間にはエヴァの足を掴んでいたオーガが真っ二つになっていた。

　ついでとばかりに、カミーユが対峙していたオーガも瞬殺する。

　死なずに転がっていた二体は、いつの間にやらジタローとソラルに弓でとどめを刺されていた。

　へたり込んでいたエヴァが、ゆっくりと顔を上げた先には、ちょうど逆光で蒼く輝くレイドックが爽やかな笑みを浮かべて立つのが見えたことだろう。

「大丈夫か？」

　レイドックが優しく手を差し伸べ、それをそっとつかみ返すと、ぐっと身体を引き起こされる。

　その反動で、エヴァがレイドックに抱きついてしまった。

「あ……」

「おっと悪い。ちょっと強かったか」

「いえ……大丈夫です」

　エヴァはいつの間にやら潤んだ瞳でレイドックをじっと見つめ、その手はちゃっかりキザ野郎の胸にそっと当てられていた。

　エヴァの急激な態度の変化に気づいたソラルが、慌てて二人の間に割って入る。

「ちょ！　ちょっと！　もう大丈夫でしょ!?　ほら！　私が代わるから！」

「ああ、頼んだソラル。俺は魔石を回収してくる」

　レイドックは特に気にする様子もなく、さっと二人から離れた。

　彼らの様子をジタローが、絶望の表情で見つめる。

「そりゃないっすよ……そりゃないっすよ、レイドックさん……」

「お前はカミーユ狙いじゃなかったのか」

「それはそれっすよ！　あああ……英雄譚の主人公っすか！　羨ましいっす！」

「あー」

　なるほど、ジタローの言うとおり、レイドックの野郎、ちょっと吟遊詩人の歌うサーガの主人公みたいだ。なんか俺も急に腹が立ってきたな！

　ちくしょう、もげろ！　エヴァもエヴァでチョロインかよ！

「ねぇねぇクラフト君。これは面白くなってきたよ！　三角！」

　なぜか妙に嬉しそうに手で三角を形作るリーファンに、再び苦笑するしかなかった。

　うん。早く進もうぜ！
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「レイドック様。そろそろ野営の準備をしなくていいのですか？」

　エヴァがいつの間にやらレイドックに様付けするようになり、ソラルが鬼の形相を浮かべていたのだが、エヴァ本人はそれに気づかないくらい、レイドックに釘付けになっていた。

　レイドックが足を止め、先頭のジタローに声を掛ける。

「ん？　そうだな……少し早いが初日だしな。ジタロー。広い場所があったら教えてくれ」

「了解でさぁ！　さあさあカミーユさん！　一緒に探しに行きやしょうぜ！」

　カミーユは特に嫌がる様子もなくジタローについていく。

　これは少しは脈が……わからん。

　二人はすぐに小さな池に面したひらけた場所を見つけてきてくれた。

「クラフト、頼む」

「おうよ」

　俺は空間収納から、巨大な荷物を二つ取り出した。

「ふぁっ!?」

「凄いですー」

　それを見て、エヴァとマリリンが驚きよう愕がくの声を上げた。その気持ちはわかる。

　俺が取り出したのは、馬車の荷車を改造した、簡易コテージだったのだから。

「な、なんですかこれ!?」

「これはリーファンに荷車を改造してもらった、小型の移動宿泊施設だ」

「えっへん！　凄いでしょ！」

「え、ええ、凄いです」

「まぁ、幌馬車にベッドを固定しただけなんだが、屋根もあるし便利だろ？　女性と男性にわけよう」

「む……無茶苦茶ですね」

　呆れ顔のエヴァを横目に、俺たちはさくさくと簡易カマドを設置していった。どれも空間収納から取り出すだけなので、楽ちんだ。もちろん薪も水も調理器具も材料も全て揃っている。

　リーファンがセッティングを終えて、顔を上げた。

「みんな、何が食べたい？」

　誰よりも早くジタローが手をあげる。

「肉がいいっす！　肉！」

「ジタローさんは狩人なんだから、肉は飽きてるんじゃない？」

「そんなことはないっす！　肉は正義っす！」

「そっか、じゃあ鶏もものディアボラ風ピリ辛クルミソースがけにでもしようか？」

「いいっすね！　よろしくお願いするっす！」

　リーファンの飯は美味いからな。なんでも歓迎だ。

「でぃ……でぃあぼらふう、くるみそーすがけ……野営で……」

　なんかエヴァが固まっていたが、毎日乾し肉ばっかり囓ってたら飽きるだろ？

「さすがにダンジョン内なんかだと、料理は無理だからな。キャンプを張れたときのお楽しみだ」

「そ……そうですか。……クラフトさんが凄いのか、ゴールデンドーンの冒険者が凄いのか判別つかないですね……」

　ゴールデンドーンの冒険者は、みんな努力家だからな！　みんな凄いのだ。

　俺が褒められているみたいで気分が良くなる。うんうん。エヴァはいい娘だな！　年上だけど！

　なぜか、腰に下げたマイナの人形に引っ張られた気がする。
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　数日かけ、俺たちは森の奥の奥へと移動していた。

　レイドックを中心とした俺たちでなければ、この人類未到の奥地に来ることすらできなかっただろう。

　大ざっぱな地形から、生産ギルドが予想する鉱石地帯に着いたため、俺たちは魔物の情報収集から、鉱石情報の収集へと、目的を変更する。

　リーファンが鉱石を探すために、ダウジングティアドロップをぶら下げ、歩き回る。

　すると、エヴァが興味深げにリーファンの動きを追った。

「リーファンさん。それは、ダウジングですか？」

「うん、そうだよ！　クラフト君が作ってくれたんだ！　エヴァさん、よく知ってるね」

「専門ではないので、聞いたことがあるだけです。リーファンさんはなんでもできるんですね」

「えへへ」

　子供のように照れるリーファン。外見年齢相応に見える不思議。

「それで今は何を探しているのですか？」

「レア金属全般だね。一種類を指定して探しているわけじゃないから、検索の精度は低くなっちゃうんだけど、大まかな方向くらいはわかるんだ」

「レア金属というと、ミスリルやアダマンタイト。さらに貴重なオリハルコンと言ったところですか？」

「そうだね。それに加えて金と銀も探してるよ……こっちに少し反応があるみたい」

　しばらくリーファンを先頭に、俺たちはぐるぐると歩き回る。

「微弱だけど、希少金属の反応があるみたい。鉱脈かアイテムかまではわからないけど」

「どっちにしても調査する理由には充分だろう」

　レイドックは迷わずに方針を決める。

　森の中なので魔物にも遭遇したが、エヴァがレイドックの指示を素直に聞いてくれるため、連携も問題なく、さくさくと倒していく。

　そうして、俺たちはそれを発見したのである。

「これは……」

　レイドックがそれを遠巻きに確認する。洞窟がぽっかりと口を開けていたのだ。

「クラフト」

「ああ。間違いない。あれはダンジョンだ。わずかだが魔力の歪みを感じる。おそらく異空間になってるな」

　俺は、魔力を感知しやすい魔術師である、エヴァとバーダックにも視線を向けるが、二人とも頷いた。

「ふむ」

　アゴに手を当て考え込むレイドック。

　ダンジョンは大きく分けて、二種類が存在する。一つは自然の洞窟や廃墟に魔物が住み着いたりしたもの。良くあるタイプだ。

　もう一つが、中が異空間化してしまったもので、危険度は段違いだが、特徴としてほぼ必ずレアなアイテムや素材が最奥に隠されている。

「リーファン」

　俺が目を向けると、リーファンの持つティアドロップが洞窟の入り口に向かって揺れていた。

「うん。ダウジングの反応はやっぱりこのダンジョンみたい」

「なるほど。鉱脈じゃなくて、アイテムのほうだったか」

「どうするレイドック？」

「カンでも構わない。クラフト、このダンジョンは大規模なものだと思うか？」

「……いや。おそらくだが、そこまで大規模なものではないと思う。エヴァとバーダックはどう思う？」

　だが、バーダックは首を横に振る。

「すまぬ。わからん。だが、凶悪な感じはしない……と思う」

「そうですね。危険度まではわかりませんが、魔力の感じからは良く見つかるタイプだと思います」

　エヴァの言う「良く見つかるタイプ」とは、異空間化したダンジョンの中でも、古代の魔法文明から残されたものだ。

　複数の階層に分かれていて、各階層をつなぐ部屋には必ずそれなりのボスが配置され、一番奥の部屋に大ボスがいる。そしてほとんどの場合、その奥には宝が安置されているのだ。

　なんでこんなダンジョンが必要なのかわからないが、とにかく大陸中で沢山見つかる。

　有力な説では、昔の金庫的なものだったのではないかと言われているが、費用対効果を考えると、いまいちしっくりこない。

　だが、俺たち冒険者……いや違う。レイドックなど冒険者にとって、細かいことはどうでもいいのだ。中に魔物がいて、宝がある。その事実が重要なのだから。

「よし、今日は野営して、朝一から潜ろう」

　ダンジョンは危険である。

　だから普通は、冒険者が未発見のダンジョンを見つけた場合、、まずは冒険者ギルドに報告し、情報料をもらうのが一般的で、初見で潜ろうとは思わない。

　俺はチラリとレイドックを見る。

「レイドック。俺は構わんが、バックアップなしで潜るのか？」

「こんな奥地のダンジョンだぞ。ギルドに知らせたところで、結局は俺たちに調査依頼が来るだけだ」

「それもそうだな」

　レイドックのパーティーは、ゴールデンドーンの冒険者ギルドで最強のＢランク冒険者なのだ。間違いなく調査依頼を受けるのは彼らになるだろう。

「だったらクラフトやリーファン、キャスパーたちが一緒にいる今のほうがよほど戦力が充実してるだろ？」

　レイドックがニヤリと笑みを浮かべると、エヴァがキザ野郎の手を取った。

「はい！　頑張ります！　レイドック様！」

　周囲を警戒していて、反応の遅れたソラルが、慌てて二人の間に入ろうとする。
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「ちょっと！　エヴァさん！　張り切るのはいいけど、くっつく必要はないでしょ!?」

「いいえ！　私の気合いを知ってもらうには最適な……」

「いいから離れなさーい！」

「羨ましいっす！　羨ましいっす！」

「お前ら……」

　ダンジョン前で大騒ぎを始める俺たち。

　呆れる仲間たちの中で、一人リーファンだけが目を輝かせて、両手で三角を形作っていた。

「三角！」

　楽しそうだな、リーファン。











ダンジョン攻略は、油断できないって話






　たっぷりと睡眠を取り、温かい朝食で腹を満たした俺たちは、武装を整え、ダンジョン前に整列していた。

　レイドックが真剣な表情で全員を見回す。

「よし、それじゃあダンジョン攻略を開始する。未発見ダンジョンであることから、慎重を要する。少しでも無理だと思ったら引き返すので、全員そのつもりで」

　俺たちは気合いを入れて頷く。

　未発見ダンジョンという響きに、エヴァがわずかに震えていた。恐れか、武者ぶるいかの判別はつかない。

　するとレイドックがエヴァの肩に手を置いた。

「大丈夫だ。何があっても全員守ってみせる」

「レイドックしゃま……」

　緊張していたエヴァの顔面が、途端に崩壊していった。

「ちょ!?　レイドック!?」

「よし、行くぞ！　先頭はソラルとカミーユだ」

「あ！　……あとで覚えてなさいよ！　行きましょう、カミーユ」

　ソラルがレイドックに噛みつく前に、レイドックが素早く指示。納得いかない顔つきのまま、ソラルはカミーユをともなって先頭を進み始めた。

　森と違って、ダンジョンに慣れたソラルが先頭なのは、ごく当然の流れだろう。

　それにしてもレイドックよ……いや、言うまい。

　この天然たらしが！　もげろ！

　こうして俺たちのダンジョン探索が始まった!!
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　夕焼けが美しかった。

　俺たちはダンジョンをクリアーし、久々の空気を味わっていた。

　早速リーファンが野営の準備を始めたので、俺とレイドックは戦利品を敷物の上に並べていく。

「なかなか悪くない収穫だったかな」

「そうだな。そんなに大きいダンジョンじゃなかったからな」

「ミスリルのインゴットが手に入ったのはありがたいな」

「鉱山だったらもっと良かったんだが、さすがに贅沢か」

　ダンジョン攻略は三日で終了。中にあるお宝はだいたい回収できただろう。

　幸い大規模なダンジョンではなかったので、引き返すことなく、最奥まで探索できたのだ。

　そこにリーファンが料理の手を止め、呆れ顔でツッコんでくる。

「二人とも、ダンジョンの初見攻略とか、とんでもない成果だからね!?」

「運が良かったよな！」

「私は最後の部屋に入ったとき、死んじゃうかと思ったよ……」




「ボスのケルベロスには驚いたなぁ」

　俺がしみじみと言うと、レイドックも大きく頷く。

「ああ。ケルベロスってあんなにでかくなるんだな。上位種ってやつだとは思うが」

　そう、ダンジョンの最奥を守っていたのは、ケルベロスだった。

　優秀な冒険者であれば、一度くらいは戦ったことのある魔物だろう。今回のようにダンジョンの最奥を守るボスとして存在していることが多い。

　レイドックは当然だが、俺も出会ったことがある。まぁ当時は逃げたんだが。

　だが、今回出てきたケルベロスは、俺たちの知っているケルベロスとはまったく違う固体であった。

　するとリーファンが忘れてたと付け加える。

「そうそう。魔物の素材を鑑定したんだけど、あれ、ケルベロス・ロードっていう種族みたい」

「やはり上位種だったか……」

　リーファンが頷いた。俺も並べた素材を〝鑑定〟してみるが、やはりケルベロス・ロードの素材となっていた。

「さすがにあれは手こずったぜ」

「あのねクラフト君。あれを手こずったって言ったら、他の冒険者が泣いちゃうよ？」

「あー。まぁ、そうかもな。レイドックの猛攻のおかげで、倒すまで一〇分もかからなかったからなぁ。リーファンも敵の攻撃をきっちり防いでくれたしな」

　するとリーファンが少し照れながら頭を掻いた。

「ヒールポーションがなかったら、とてもじゃないけど保たなかったよ」

「それが俺の役目だからな」

「レイドックしゃましゅごいぃぃ……」

　エヴァのクールなイメージはこの三日でさらに崩れ去り、レイドックを見つめる瞳が完全にハートマークになっていた。ソラルに凄まじい形相で睨まれていたが気がつく様子もない。

　まぁ、リア充は放っておこう。

　真夏のアイスみたいに蕩けていたエヴァが表情を整え、急にこちらを向いた。

「まさか、ダンジョンを初見突破するとは思いませんでした。とんでもありませんね」

　きりっ！

　うん。いまさらだけどな。

「ああ、あんたたち三姉妹がいてくれたおかげだよ」

「レイドック様のパーティーが優秀すぎて、手伝えたとは思いませんが」

「そんなことはない。エヴァの魔法は多彩で、あらゆる状況に対応できていたし、カミーユの探索能力と、的確な戦闘フォローは称賛に値する。マリリンの回復魔法があるから、ベップは補助魔法に専念できていたし、俺も攻撃魔法を出す必要がなかったから、フォローに専念できた」

　俺は主にポーションを投げていただけだ。

「クラフトさんのポーションが凄いですからね。スタミナポーションだけでなく、マナポーションまで提供してもらってるので、魔法を撃ち放題でした。私たちの実力じゃありません」

「ポーションは全員が使ってるんだ。あんたたちの実力だって」

「……レイドック様の役に立っていましたでしょうか？」

「保証する」

「それならば……良かったでしゅぅぅ」

　背後にハートを飛ばしながら、あっと言うまに表情が崩れていくエヴァ。

　ソラル！　怖いからこっちに殺気飛ばすのやめて!?

　俺は誤魔化すように、気になっていた戦利品を手に取る。

「リーファン、この短剣をどう思う？」

　それは最後の部屋で見つけた短剣だ。

「〝鑑定〟……うん。やっぱりこの短剣、オリハルコン製だよ！」

　短剣を覗き込むと、なるほど、不思議な魔力を感じる。魔法金属なのは間違いない。

　手にとって鑑定すると、短剣とは思えないほど強力な武器だった。

「おそらく死霊系なんかにも普通にダメージが入るぞ、これ」

「それは凄いな。そうだ、分配は後で考えるとして、街に帰るまではカミーユが使ったらどうだ？」

　レイドックが手の中で短剣をクルリと回し刃を掴むと、カミーユにグリップを向けた。

　カミーユは一瞬、レイドックと俺に視線をやったあと、無言でそれを掴み、何度か振る。

　すると、珍しくカミーユが口を開いた。

「一見すると普通の短剣だけど、重量バランスが最適。空気を切り裂く感覚から、切れ味も非常に高い。魔力はわからないけれど、非実体系の魔物にもダメージを与えられると確信できる。これは凄い武器。借りる」

「「お、おう……」」

　俺とレイドックは初めて聞くカミーユの言葉に驚くあまり、うっと詰まってしまった。

　無口だと思ってたが、喋るとこうなるのか。びっくりしたわ。

「おおおお！　カミーユさんの声クールで最高っす！」

「お前は黙っとけ」

「へーい」

「そうだクラフト、その短剣の鑑定から、オリハルコンの作り方はわからないのか？」

　俺は大仰に肩をすくめて見せる。

「残念ながらダメだった。作るものじゃなくて、鉱石なんだろうな」

「なるほど。オリハルコン鉱山とか見つかったら経済がひっくり返るな」

「ま、鉱山とは言わないが、作り方がわかればなぁ、ははは」

　錬金術を使えば、鉱石だって作ることも可能だ。もっとも、コストが恐ろしく掛かるのでやる意味はあまりないが。オリハルコンが作れるなら、採算度外視で作ってみたい。

　俺とレイドックに、リーファンが疲れたようにツッコミを入れてきた。

「どっちにしても大事件だよ」

　最近すっかりツッコミ要員だな。

　彼女の名誉のために言っておくと、ダンジョンでは大活躍だった。

　モーダと一緒に壁役をこなし、金属を見つけ、料理もこなす。実はめっちゃいい嫁さんになるんじゃなかろうか？

　見た目はあれだが、俺より年上らしいしな。いい人が見つかることを祈る。

「クラフト君、なんか失礼なこと考えてない？」

「何一つ」

　失礼なことではないからな。自信を持って答えてやった。

「ならいいんだけど……じゃあ夕食にしようか！」

「おう！　やっと地上に出てきたからご馳走を頼むぜ！」

「結局、ダンジョン内でも平然と料理してたじゃないですか」

　今度はエヴァにツッコまれた。





◆　◆　◆






　次の日も、リーファンのダウジングを頼りに進むことにする。

　まだ鉱脈を見つけていないためだ。

　リーファンを先頭に爆進してしばらくのことだった。

　ジタローがリーファンの肩を取り、足を止める。

　俺たちも足を止め、あたりの様子をうかがう。

「どうした？」

「なんか妙な気配がするっす。前方からこっちに……もうすぐ来るっす！」

　小声で話していたジタローが、大声を出したことで、一気に緊張が走る。

　レイドックが叫んだ。

「全員戦闘準備！」

　言われなくてもとっくに戦闘態勢に入っていた俺たちは、すぐにフォーメーションを組む。

　しばらくすると、草木をかき分ける音が聞こえてきて、俺たちの目の間に誰かが転がり出てきたのだ。

　てっきり敵性生物がやってきていると思っていた俺たちは、その姿に意表を突かれることになる。

「……え？」

　レイドックも困惑気味だ。

「獣人……？　いや違うな。人間種ではなさそうだが」

　草むらから飛び出してきたのは、なんと人間型の亞人種だったのだ。

　転がり倒れていたその亞人が顔を上げる。

　森の中で突然見つけた俺たちに驚いたのか、呆けた顔をこちらに向けていた。

　亞人は見たことのない種族で、野性味あふれる民族衣装を身にまとい、手作り感満載の槍を手にしている。

　特徴的なのはその尻尾か。爬虫類を思わせる鱗に覆われた尻尾が尾てい骨からすらりと伸びていた。

　だが、それよりも目を引くのは……。

「大丈夫っすか!?　美人のお姉さん！　さあ、おいらの手に掴まるっすよ！」

「え？　え？」

　そう、その亞人は凄い美人だったのだ。

　形の良いバスト！　ヒップ!!　健康的な足!!

「……クラフト君。どこ見てるのかなー？」

　なぜかリーファンの声が冷たいの！

「怪我がないか確認しているだけだっての！」

　嘘じゃない！　嘘じゃないからな!!

　マリリンに続くおっぱい要員とか思ってないからな!!

「じとー」

「そんな目で見るな！」

　俺はその視線から逃れるように、美少女亞人に手を伸ばす。

「あんた、慌ててたみたいだが、何かあったのか？」

　俺はその美少女の姿を見て、昔に滅んだリザードマンという種族のことを思い出していた。

「にん……げん？　どうしてこんな所に？」

　どうやら俺たちは、ちっとばかりでかい案件にぶつかってしまったみたいだ。











出会いはやっぱり、美少女って話






　早速ジタローが暴走する。

「お姉さん！　尻尾が可愛いっすね！！！」

「なっ!?　しょ！　初対面で尻尾の話!?　この人変態ですか!?」

　滅んだと伝えられているリザードマンらしき女性が、ジタローのデリカシーゼロの言葉に、顔を真っ赤にして、その豊満な胸を隠すように身をよじった。

　彼女から漂っていた悲愴な空気が霧散したが、一緒に緊張感もすっ飛んでいったので、結果オーライとしよう。

「あー、そのバカは無視してくれ。変態なんだ」

「クラフトさん!?　そりゃあんまりじゃないっすかぁ！」

「いいからちょっと黙っててくれ、三年くらい」

「三年!?」

　ジタローを雑に追い払い、改めて、トカゲ少女に向きなおる。

　少女と言葉を選んだが、俺と同じくらいの年齢に見える。人間基準で二〇前後だと思うが、リーファンの件もあるし、亞人の年齢はハッキリしない。

「あんたはリザードマンで合っているか？　俺たち人間のあいだでは、滅んだと言われていたんだが……」

「それは……」

　リザード少女が言葉を濁す。もしかしたら、軽々に口にできないことなのかもしれない。

「何かに追われて逃げているように見えたが……」

　彼女は全力で走ってきて、目の前ですっころんだのだ。悲愴な表情で。普通に考えたら、何かから逃げていたと考えるのが妥当だろう。

　俺の確信に近い疑問に答えたのは、リザード少女ではなく、ジタローの叫びだった。

「来たっす！」

　ジタローとソラルがほぼ同時に弓をつがえた。

　同時に残りのメンバーで、リザード少女を中心に、防衛フォーメーションを組み上げる。

　レイドックが即座に指示。

「モーダ！　リーファン！　何が来るかわからんが、止めてくれ！」

「わかったよ！」

「ぬ！」

　神官のベップからありったけの補助魔法が二人に飛ぶ。効果時間が短いかわりに、効果の高いものを咄嗟に選んだベップはさすがだ。

　めきめきと周囲の樹木をなぎ倒しながら、俺たちの前に姿を現したのは、巨大なカエルのような生物だった。

「なんだありゃ？　見たことのないヤツだな」

「気をつけろ！　何してくるかわからないぞ！」

　すると、カエル野郎が、口から巨大な塊を吐き出した。

「止めるよ！」

「ぬん！」

　リーファンとモーダが、巨大な盾を前面につきだし、その攻撃を止める。

　それと同時にリザード少女が叫んだ。

「だめぇ！！！！」

　ばしゃーん！　その塊は、液体だったのだ。

　高速で撃ち出された大量の液体は、二人の盾で防御できたが、それによって弾けた液体が、パーティー全員に細かく降り注ぐ結果となってしまった。

　その光景に、リザード少女がやや狂乱気味に叫ぶ。

「あああ！　もうだめ！　これは強力なマヒ毒なの！　ここまで……ここまで逃げてきたのにぃ！」

「なに!?　マヒ毒!?」

　俺は反射的に、ベルトからポーション瓶（試験管型）を引っこ抜き、魔力で蓋を飛ばす。

「飲め！」

「え……」

　俺は問答無用で、リザード少女の口にポーション瓶を突っ込む。

「もががが!?」

　急にポーションを飲まされた少女が、溺れるように暴れるが、俺は半ば押さえつけて、無理矢理飲み込ませた。

　残りのメンバーも慌ててキュアポーションを飲む。配っておいて正解だったぜ。

　状況を理解できず、半ばパニック状態のリザード少女の背中をさすりながら、落ち着くよう声を掛ける。

「安心しろ、キュアポーションだ。ふりかけても良かったんだが、強力なマヒ毒って言ってたから、念のため飲んでもらった」

「ごほ！　ごほ！」

「どうだ？」

　少女の咳が治まると、ようやく自分の身体の様子に気づいたらしい。

「……うそ……全然……痺れてない……そんな、今までどんな毒消しでもほとんど効果がなかったのに」

「効いてるようだな。こっちも飲むんだ」

「これは？」

「毒防止薬。よほど特化されてない限りは、マヒにも効く」

「あ……ありがとう」

　リザード少女が素直にポーションを飲んでくれる。これで大丈夫だろう。

　安堵したタイミングで、さらにジタローが叫ぶ。

「後続が来やす！」

「え!?」

　少女が顔を上げた先、森の奥から、新たに巨大マヒガエルが六体も姿を現したのだ。

　ジタローが真剣な表情でこちらを向く。

「クラフトさん！」

「なんだ!?」

「このカエル、美味いっすかね？」

　俺が答える前に、リザード少女が「はあっ!?」と大口を開けた。

　ジタローの表情は真面目だったので、一応こっちも真面目に答える。

「うーん。どうだろう？　試しに食べてみればいいんじゃね？　毒消しはいくらでもあるんだし」

「そうっすね！　まずは塩焼きっすよ！」

　呆れて言葉が出なかったリザード少女が、思い出したように大声で警告を発する。

「ダメだよ！　逃げてぇえええ！　そのパラライズバロンフロッグは物理攻撃も強力なんだ！　ムチのようにしなる舌が三つに分かれて……！」

　必死に少女が訴えるが、時すでに遅しってヤツだ。

「〝風雪乱斬〟！」

「〝画竜点睛〟！」

「くらえっす！」

「〝岩盤崩撃〟！」

「……〝暗踊葬双〟（ボソッ）」

「〝灼熱炎柱〟！」

「〝火弾〟！」

　カエルは自慢の舌攻撃を繰り出すこともなく、一瞬で焼肉か挽肉となって、地面にまき散らかされた。

　カエルの死体が量産されるその様子に、リザード少女が目を点にする。

「……え？」

　呆然とする彼女に、俺は大事なことを尋ねた。

「なああんた、こいつって魔物か？　動物か？」

　少女はやや呆け気味に返答してくれる。

「あ……ま、魔物です」

「だってよ！　魔石を集めといてくれ！」

「へーい」

　仲間に教えると、サクサクと魔石の回収を始めた。

　見たことのない魔物の魔石か。楽しみだな。一段落したら、鑑定しつつ、素材も集めないと。

「し……信じられない。バロンを瞬殺だなんて……」

「あいつらは一流の冒険者だからな。カエルはあれだけか？」

　そこで少女は跳ねるように顔を上げた。

「……！　ちっ違います！　村が……村が一〇〇匹以上のバロンフロッグに襲われていて！」

「なに？」

　少女は泣きそうな表情を俺に向けてくる。

　俺は一応、レイドックに視線を投げると、野郎はニヤリと笑い返して来やがった。

「答える必要なんかないだろ？」

　くそ、格好いいな。もげろ。

「レイドックしゃまぁぁぁ」

　エヴァは無視だな。

「よし、村の場所を教えてくれ！　おっと、俺の名前はクラフト。クラフト・ウォーケン。あんたの名は？」

　彼女ははっとなって、身を正した。

「私は、ひょうたん沼村村長シャルレの娘、シュルル。名乗りが遅れてゴメン」

「構わないさ。よし、シュルル。村まで案内してくれ」

「それは……」

　シュルルの葛藤は手に取るようにわかる。

　村を救いたいという思いと、得体の知れない冒険者への不信感を、天秤にかけているのだろう。

「大丈夫だ。絶対助けてやる」

「……わかりました。お願い……村を……救って！」

「おう！　任せとけ！」

　即座にレイドックが号令をかける。

「決まりだ！　みんな行くぞ！　シュルルさん、道案内頼む」

「……はい！」

　俺たちはすぐにシュルルの先導で、村に向かうことになった。

　まずシュルルにはスタミナポーションを飲んでもらう。驚く彼女だったが、今は時間がない。詳細な説明は避けて、移動を開始する。

　村に向かっているあいだに、情報の擦り合わせをする。

「それでシュルル、あんたたちはリザードマンってことでいいのか？」

「はい。私たちはリザードマンです」

「物語なんかだと、もっとこう、爬虫類に近い見た目だと思ってたよ。ほとんど人間と変わらないんだな」

「あ、それは……」

　もしかして、この言い方は、リザードマン種族に対して失礼なことだったか？

「体質にはかなり個人差があるんです。もっと立派な鱗を身体全体に持つリザードマンも沢山いますから！」

　どうやら、鱗を沢山持つほうが立派なリザードマン扱いのようだ。悪いことを聞いてしまった。

「はは、人間から見ると、シュルルは美人で魅力的なんだけどな」

「……え!?」

「そうっすよ！　シュルルさんは美人っす！　おいらが保証しやすぜ！」

「そんな……私が？」

「種族ごとにいろんな基準があるんだと思うけどな。今はその話はいいだろう。とにかく人間に近いヤツもいれば、爬虫類に近いヤツもいるんだな？」

「そうです」

　トカゲと言いかけたが、なんとなく避けた。

「それでシュルルたちは、人間のことを知っているようだったが」

「それは……」

「言えないことか？」

「……細かいことは省きますが、人間との接触は禁じられています」

「なるほど」

　先ほどの躊ちゆう躇ちよはこれか。

「シュルル、大丈夫だ。俺たちは絶対にあんたたちに危害を加えない。村を助けることで証明してみせる」

「なんで初めて見る私たちに、そんなに協力してくれるの？」

　理由は二つある。

　一つは、この地域が自称ではあるが王国の領地内で、かつ辺境伯の領地とされているからだ。

　正確にいうと、開拓が進み国王に認められればという流れらしいが、世間一般的にはこのあたりの未開地は辺境伯の領地という扱いになっていたはずだ。

　そしてこの地域の辺境開拓はカイルに一任されている。

　つまり、実質的にカイルの住人ということになる。ならば、助けないという選択肢がない。

　そしてもう一つは……。

「俺が助けたいって理由じゃ足りないか？」

　俺はこの力を、困っているやつを助けるのに使いたい。

　冒険者時代、俺はいろんなやつに迷惑をかけて生きてきた。それと同時に、いろんなやつに助けてもらい、生きてきたのだ。

　力のなかった俺を助けてくれた、いろんな仲間たちの顔が浮かぶ。だから、錬金術という力を得た俺は、世界に対して、少しでも恩返しをしたいのだ。

　俺が真剣な顔を向けると、シャルルは初めて笑顔を見せる。

「ううん。嬉しいよ」

　こうして俺たちは、滅んだと言われていたリザードマンを救う緊急ミッションを開始したのだった。











美少女のお願いは、叶えなきゃねって話






　俺たちはシュルルに案内してもらいながら、森を突き進む。

「村までどのくらいだ？」

「もう少しです！」

　目的地の名称はひょうたん沼村。

　旧ゴールデンドーンの近くにあった湿地帯とはまったく別の場所だ。距離も場所も全然違う。

　シュルルの父親が村長をやっているらしい。

「なるほど、あの巨大ガエルの魔物、パラライズバロンフロッグって言ったか？　そのバロンが大量に現れ、村が襲われたのか」

「うん。鱗持ちの戦士が防衛して、私たち鱗の少ないリザードマンたちを逃がしてくれたんだけど……」

　シュルルがそこで言葉を切る。

「逃げる途中にもバロンがいて、一緒に逃げていた仲間が、村長の娘の私を優先して逃がしてくれて……」

　悔しそうに、唇を噛みしめるのだ。

「私も戦うと言ったんだけど、みんなにそれではなんのために避難しているのかわからないではないかと、無理矢理逃がされて……」

「そうか。そいつらも上手く逃げててくれるといいな」





◆　◆　◆






「もうすぐ村に到着します！」

「ジタロー！」

　先頭のジタローに注意を促すと、すぐに返事が来た。

「奥から戦闘音がしやす！」

　ジタローの合図で、移動隊形から、戦闘隊形に移行。

　レイドックが号令を発する。

「いいか！　立ち塞がるカエルの包囲網を一点突破！　村の中に飛び込む！　その後は道中決めていた作戦どおりだ！」

「「「おう！！！」」」

「シュルル！　お前の説得次第で作戦が変わるからな！」

「は……はい！」

「よし！　全力前進！」

　リーファンではなく、レイドックが先頭に立ち、喧騒のする方角へ駆け抜ける。

「〝螺旋旋風〟！　〝混沌乱舞〟！　〝風雪乱斬〟！」

　ひらけた空間に飛び出したと同時に、レイドックの剣技が炸裂。やつの前に道が開いた。

　森を抜けた先には、たしかに集落があった。

　村は沼のほとりで、半円状に木柵で囲われていた。丸太製の丈夫な柵で、バロンフロッグよりも高く作られてはいるが、柵をぐるりと回るように、全方位からカエルに囲まれており、かなり危うい。

　本来であれば、村は柵と沼に守られ安全なのだろうが、なにしろ相手は巨大ガエルだ。沼が防衛の役割を果たしていない。

　柵側はなんとかカエルの侵入を防いでいるが、沼側からかなりの数が村の中に侵入しているようだ。

　沼側に行くのは危険なので、俺たちは予定どおり、柵に守られた正面の門を目指す。

　当然正門前にも大量のカエルがいて、暴れていた。

「レイドック！」

「ああ！　切り開くぞ！」

「「「おお!!」」」

　雄叫びを上げながら、レイドックが飛び出す。

「邪魔だ！　〝十文字斬〟！　〝狼突崩壊〟！」

「援護するわ！　〝閃撃牙襲〟！　〝虚空虚洛〟！」

　レイドックが門前に固まっていたカエルを挽肉に変え、さらにソラルが弓で数を減らしていく。

　それにしても、とんでもない数のカエルだな！

　バロンフロッグはかなりの巨体だ。それが一〇〇を超えているのだ。その圧力は半端ではない。

　丸太を組み上げて作られた門の上から、槍を振るっていたリザードマンがこちらに気づいて悲鳴のような声を上げる。

「なんだ!?　敵が死んでいくぞ!?」

「いったい誰が……馬鹿な！　人間だと!?」

　何人かのリザードマンが俺たちに気づいて、半ばパニックになっていた。

「こんなときに!?」

「いや、待て！　あそこを見ろ！」

　敵が減ったのを見計らって、シュルルが飛び出す。

「私だ！　シュルルだ！」

「シュルル様!?　どうして戻って来たんですか!?」

　混乱気味にリザード戦士が叫ぶ。

「援軍です！　中に入れて！」

「は!?　そ！　そいつらは人間ではないですか！」

　俺たちはシュルルを中心に門前で防衛体制を構築。

　押し寄せてくるバロンを次々とミンチにしていく。門をぶち破るのは簡単だが、主戦場は沼側なのだ。ここは残しておきたい。

「そうだけど！　味方なんだ！」

「し！　しかし！」

「問答している時間はない！　強さは今見てるでしょ！」

「そ！　そいつらが敵でない保証は……！」

　シュルルが必死に戦士に訴えかける。

「この人たちがこの村を襲うつもりなら、こんな門簡単に突破できるよ！　ここを守ってくれているのが何よりの証拠でしょ!?」

「う……ぐ！　わかった！　入れ！　開門！　シュルル様たちを入れたら、すぐに閉めろ！」

　ようやく折れた戦士に、別の戦士が吠える。

「いいのか!?」

「俺が責任を取る！　どのみちあの場所にシュルル様を置いておけない！」

「わかった！　門を開けるから全員滑り込め！」

「ありがとう！」

　俺たちはわずかに開いた門に雪崩れ込む。

　レイドックがほっと安堵のため息を吐く。

「とりあえず、最大の難関は越えたな」

「ああ。入れてくれなかったら、見捨てることになっていたかもしれない」

　改めて村を見渡すと、かなり広い。独特な形状をした木製の家がいくつも建ち並んでいる。

　主戦場である沼側とは反対になるので、門側は被害が少ないだろうと考えていたが甘かった。

　門を開けてくれた戦士の呼吸が荒かった。それに、そこら中でリザードマンがヒューヒューと苦しげな呼吸で、転がっていた。

　どうやら強力なマヒ毒で、まともに呼吸することすらできないらしい。

「みんな!?」

　シュルルが真っ青になって倒れた仲間に駆け寄っていくと、塀の上で戦士の指揮を執っていたリザードマンが駆け下りてくる。

「シュルル様！　これはいったいどういうことだ!?」

「説明より先に、みんなを治療しないと！」

「治療だと!?　バロンのマヒ毒に効く薬など……！」

　シュルルは戦士を無視して俺に顔を向ける。

「クラフトさん！　お願い！」

「任せろ！」

　俺は用意しておいたキュアポーション入りの試験管瓶を抜き出し、指の間に挟む。片手に三本ずつだ。

　そして、冒険者時代に磨いたナイフ投擲技術の要領で、倒れているリザードマンたちに、次々と投げつける。

「何をやっている!?　人間！」

　叫ぶリザードマンを無視してポーション瓶を投げ続ける。

　リーファン特製のポーション瓶には三つの特徴がある。

　特徴その一。非常に硬く、割れにくい。

　特徴その二。特定の魔力を流すと、それに比例した時間後に、ポーション瓶が割れる。

　今、俺が投げたポーション瓶には、ちょうどリザードマンにぶつかるタイミングで割れるよう魔力が込められていた。

　つまり、わざわざ瓶を開けて回る必要がなく、次々とキュアポーションがリザードマンの身体にふりかけられるのだ。

　特徴その三。魔力でポーション瓶を消滅させることができる。

　消滅までの時間も魔力で調整できるため、割れた直後に消滅するようできる。だから割れた瓶の破片で怪我をすることもない。

「ぜぇ！　ぜぇ！　苦し……呼吸！　空気……！」

　喉を押さえてのたうち回っていたリザードマンに、ポーション瓶が飛び、身体にぶつかる寸前、割れて消える。

　中身のキュアポーションだけが、そのリザードマンにぶっかかった。

「ぜぇ！　ぜぇ！　誰か……あ？　あれ？　すうはあ！　こ、呼吸ができる!?　どうなってるんだ!?」

　呼吸困難でのたうち回っていたリザードマンの呼吸が落ち着き、驚きの表情で身体を起こす。

　よし！　効いてるな！

　俺は次から次にポーション瓶を投とう擲てき、倒れているリザードマンを次々に治療していった。

　ポーションで呼吸の落ち着いたリザードマンたちが起き上がっていく。

「た、助かったのか？」

「息ができるぞ！」

「どうなってるんだ!?」

　苦しんでいたリザードマン全員が起き上がるのを確認して、ほっと安堵する。

　門を守っていた戦士のリザードマンは、シュルルと違ってかなり爬虫類寄りの見た目で、立派な鱗に覆われているやつが多かった。

「人間？　どうしてここに？」

　困惑と警戒を向けてくる彼らの前に、シュルルが立つ。

「みんな聞いて！　この人たちは私たちを助けに来てくれたの！　見てのとおりバロンのマヒ毒を治療できるわ！」

「おお！」

「いやしかし、人間とは絶対に接触してはならぬと……」

　喜ぶやつと、困惑するやつが半々。

「そんなこと言ってたら全滅しちゃうよ！」

「うっ」

「シュルル様！　それではこれからどうしろと……」

　シュルルが振り返り、レイドックに力強く頷く。

「レイドックさん！」

「おう！　みんな聞いてくれ！　俺たちはあんたたちを害するつもりは一切ない！　今は説明している時間が惜しい！　助けに来たんだ！」

　レイドックが堂々と語ると、戦士たちがお互いに顔を見合わせる。

「そ……それは助かるのだが……」

「おい、どうするよ」

「助けてくれたのは事実だろ」

「だが、人間だぞ!?」

「それはわかってるが……！」

　騒ぎ出すリザードマンたちだが、時間が惜しい。

　俺は彼らに向かって叫んだ。

「この門はあんたたちだけで防衛できるか!?」

「そ、それは……」

　そこに先ほど俺たちを門に入れてくれた戦士が前に出てくる。

「マヒ毒さえなければ、俺たち戦士はカエルごときに後れなどとらない！　だが……」

　牙を食いしばるように零すリザードマン。

「それなら安心しろ！」

　俺は空間収納から、大量のポーションを取り出す。

「これは毒予防薬だ！　全員分ある！」

「な、なんだって!?　治療できるだけでなく予防も!?」

「ああ！　念のため治療薬とヒールポーションも置いてく！　これだけあれば足りるか!?」

　奥にまだどれだけの人数が残っているのかわからないので、少なめに積み上げる。

「た……たぶん。だが、これは貴重な物だろう？」

　困惑気味に顔を向けるリザードマン。

「命より貴重なもんなんてあるわけないだろう!?」

　俺が怒鳴ると、彼らは目を丸くした。

「クラフトさん……」

　シュルルが俺を見上げてくる。

　安心しろ、金を要求したりしねぇよ。

「それとスタミナポーションだ。全員飲んでおいてくれ！」

「……わかった！　みんな！　今は非常時だ！　この人間たちを信じよう！」

「ああ！」

　次々にスタミナポーションと予防薬を飲み干していく戦士たち。

「マヒ毒さえなきゃあんなカエルども！」

「それより沼側を応援に行くべきじゃないか？」

　騒ぎ始めるリザードマンに、レイドックが一喝する。

「ダメだ！　あんたたちはここを死守してくれ！　村の沼側には俺たちが行く！」

「だが！」

「さすがの俺たちも、背後から急襲されるのは困る！　あんたたちに背中を預けたい！」

　雷に打たれたかのごとく、リザードマンたちが震える。

「……わかった！　あんたたちを信用しよう！　そして俺たちを信用してくれ！　この門は、あんたたちの背中は俺たちが守る！」

「ありがとう！」

　レイドックが礼を言った直後だった。

　村の奥、沼側から、ずずーんと腹に響く轟音が響いてきたのは。

「ヤバそうだな。よし！　みんな行くぞ！　これからが本番だ！」

「「「おう！！！」」」

　レイドックを先頭に、村の中を疾走する。

　走りながら、途中で倒れているリザードマンに、片っ端からポーション瓶を投擲しつつだ。











キャラの属性は、一つに絞れって話






　そこは、まさしく戦場だった。

　村の中央にある一番大きな建物を、沢山のリザードマンが防衛していた。

　沼から侵入してくる巨大ガエルを弓や槍で撃退しているのだが、カエルがマヒ毒を吐き出す度に、一人、また一人とリザードマンが倒れていく。

「くそ！　マヒした戦士を家の中に！　動ける者はなんでもいい！　矢でもツボでも投げつけてやれ！」

「ジュララ！　もう油壺がない！　これ以上は火も使えない！」

「くっ……まさかバロンどもがこれほどの数いるとは！」

「どうするんだ!?　ジュララ!?」

「考えている！　今はとにかく数を減らすんだ！」

「もう戦士が……ほとんど残ってないんだ！」

「くそっ！　全員で村を捨てるべきだったのか!?」

　丸太作りの家を守っている戦士の中でも、ひときわ爬虫類寄りの男が、後悔するように叫ぶ。

　その男は、伝承に聞いていたリザードマンそのものの姿だった。

「兄さん！」

　シュルルが、ひときわ屈強で爬虫類寄りのリザードマンに向かって叫んだ。

「シュルル!?　どうして戻ってきた!?」

「援軍を連れてきたの！」

「なんだと……人間!?　シュルル！　お前なんてことを！　それと言葉遣い！」

「こんなときまで！」

　どうやらその屈強なリザードマンがシュルルの兄らしい。

　しかし、シュルルの言うとおり、こんなときに言葉遣いの注意をするとは、よほど厳しい家庭なのか。シュルルの言葉遣いがブレていると感じていたが、どうやらこの辺の問題だったらしい。

　のんびり聞いていたいが今は時間がない。俺は二人の会話に割って入った。

「聞いてくれ！　俺たちは味方だ！　助けに来た！」

「人間が!?」

「リザードマンは滅んだと伝わっていた！　だがシュルルに会った！　言葉の通じるやつらを助けるのに理由がいるのか!?」

「ぐっ……！」

　ジュララと呼ばれていたシュルルの兄が言葉を詰まらせる。

　その間にも、レイドックたちが建物を囲むバロンを減らしていく。リザード戦士たちがそれまで苦戦していたカエル野郎を、まるでゴブリンでも狩るかの勢いで減らしていくのを見て、驚愕とともに騒ぎ出す。

「おい、見ろあれ！　バロンがあんな簡単に!?」

「ダメだ！　その液体はマヒ毒で……！　って効いてないのか？」

「人間には効かない毒だったのか!?」

「なんでこんな所に人間がいるんだ!?　門が破られたのか!?」

「だが、救援に来てくれたのは間違いないようだぞ……」

「誰か村長に知らせろ！」

「いや！　この戦いは次期村長であるジュララに全てを任された！　ジュララの指示を待て！」

　すると、戦士たちが一斉にジュララに視線を向ける。

「どうするんだ!?　ジュララ！」

「ぐっ……」

　ずずーん！　再び腹に響く轟音が響いた。

「不味い！　もうこの建物が保たない！　ジュララ！」

　ジュララが決意を発する。

「わかった！　中に入れ！　助力感謝する！」

　レイドックが頷き、すぐさま全員に指示を出す。

「よし！　中衛と後衛は中に！　俺とリーファン、カミーユとモーダは壁に取り付いている集団を叩くぞ！」

「「「おう！！！」」」

　村に向かう途中で決めていた作戦どおり、俺たちは分かれる。

　外の指揮はレイドック。中の指揮は俺だ。

「よし！　ジタロー、ソラル、エヴァ、バーダックはこの建物の上から援護してくれ！」

「了解よ！」

「任せてくだせえ！」

　屋根に繋がるハシゴを四人が上っていく。レンジャーと魔術師で、建物を守りつつ、レイドックを支援するのだ。

　敵はあいつらに任せておけばいいだろう。俺は建物に入った仲間に指示を飛ばす。

「よし！　ベップとマリリンはすぐに治療に当たってくれ！」

　空間収納からポーションをありったけ取り出す。

　キュアポーション、ヒールポーション、毒予防薬、マナポーション、スタミナポーションだ。

　魔法で治癒するか、ポーションを使って治療するかは、二人にお任せだ。

「了解よー」

「任せてください！」

　ベップはキュアポーションとヒールポーションを配り、マリリンはマナポーションをがぶ飲みしながら治癒の魔法を連発していった。

　マヒによる呼吸困難が収まり、次々とリザードマンが起き上がっていく。

「お……おお！　動ける！　動けるぞ！」

「マヒが消えた!?　嘘だろ!?」

「なんでもいい！　すぐに槍を持て！」

　立ち上がるなり飛び出そうとするリザードマンの腕を掴んで止める。

「待て！　これを飲め！　毒の予防薬だ！」

「バロンのマヒ毒に効くのか!?」

「ああ！」

「助かる、人間！」

　治療を終えたリザードマンが、続々と武器を手に取る。

　中には弓を手にする者もいたので、俺は空間収納から、ソラルとジタロー用の矢を取り出す。置いたのは手持ちの一部だが、それでもかなりの量だ。

「矢だ！　使え！」

「おお！」

「鏃をこの液体に浸すんだ！」

　小型の樽を取り出し、みんなの前に置く。

「これは？」

「シャープネスオイル！　槍や剣には、布で塗ってくれ！」

「聞いたことがないぞ？　まじないか？」

「切れ味が良くなる油だ！　とにかく鏃をこの液に浸すんだ！　ただし付けすぎに注意しろ！　なくなっても追加で作る余裕はないぞ！」

「よくわからんがわかった！　塗るか浸せばいいんだな!?」

　俺は説明しながら、簡易錬金道具を取り出していく。

「何をするんだ!?」

「毒消しと予防薬を作る！　さすがに手持ちじゃ全員分はない！」

　シュルルの指示で、強い戦士から優先して治療しているが、いくらなんでも数が足りない。

「作るって……今からか!?」

「大丈夫だ！　材料はある！」

　素材だけではなく、中間素材の錬金薬も持ってきてあるのだ。空間収納さまさまだな。

　スペースを空けてもらい、使いやすいように材料を並べていく。色とりどりの薬が並ぶ様はうっとりするな。

「なんか……不気味だな」

「あれー？」

　おかしい……、このうっすら紫色に輝く錬金薬とか、薄暗い建物の中で格好良くない!?

「薬師よりだいぶ怪しい感じだが、本当に大丈夫なのか？」

　戦士のリザードマンが、シュルルに疑いの目を向ける。

　いつもなら擁護してくれるリーファンがいないから、まわりの目が痛いよ!?

　これは実力を見せつけるしかない！

「まあ見てろ！」

　錬金釜は自宅に置いてきてしまったので、普通の鉄釜に、素材と中間薬を入れて、錬金術を発動する。

　まずは足りない中間錬金薬からだ。

「〝錬金術：分解五番錬金薬〟」

　鉄釜の上に魔法陣が浮かび、満たされた液体が光り輝く。

「おおおお!?」

「なんだこれは!?　魔法……？　妖術!?」

　慌てるリザードマンたちを宥めつつ、手は作業を止めない。

「いやいや、錬金術だ」

　これで必要な中間薬は揃った。

　錬金釜ではなく普通の鉄釜を使っているので、品質を上げるために思いっきり魔力を込める！

　大量の魔力が紋章を通じて一気に引っこ抜かれた。軽い立ちくらみのような感覚を覚えつつ、一気に術式を完成させる。

「〝錬金術：キュアポーション〟!!」

　再び釜が輝き、必要充分なキュアポーションが完成する。

「よし！　どんどん飲ませてくれ！」

　戸惑っていたリザードマンたちだったが、先ほどのマヒを消す薬だと伝えると、慌てて呻いてる者たちへと飲ませたり、振りかけたりしていった。

　残っているのは、鱗の少ない男と、女と子供、それに年配の連中が多いようだ。

　こうしてみると、本当に人間と変わらないやつもいれば、直立するトカゲにしか見えないやつもいるんだな。

　その中でも一番人間寄りなのがシュルルで、爬虫類寄りなのが兄のジュララというのが面白い。

　戦士の多くが戦線復帰し、精神的に余裕が出たからか、俺はそんなどうでもいいことを考えつつ、ポーションを与えて回る。

「大丈夫か！」

「ああ……呼吸ができるようになった！」

「手足が動くぞ！」

「人間!?　……でもありがとう！」

　こうして次々に治療を終えていく。

「よし、次は予防薬だ」

　先ほどと同じように、毒の予防薬を錬金して、樽に詰めておく。

「俺は上に上がる。ベップ、マリリン、あとは頼んだ」

「はい！」

「任されました～」

　ここは二人に任せて大丈夫だろう。

　俺は屋根につながるハシゴを一気に上る。

　広い屋上には沢山のリザードマンと、遠距離攻撃のできる仲間が、沼から迫るバロンフロッグを攻撃していた。

　俺はちょうどハシゴの近くにいたジタローを捕まえる。

「戦況はどうだ!?」

　ジタローは器用に弓を撃ちまくりながら、こちらに顔だけを向ける。

「戦えるリザードマンたちが合流したんで、戦線維持できてやすぜ！」

「レイドックたちは？」

「見てのとおり大活躍でさ」

　なるほど、建物を壊そうとしていたバロンは、あらかたレイドックたちが片付けたらしい。

　ペースが遅めなのは、バロンがでかくて、死体が邪魔とか、その辺の理由だろう。

「それより気になることがあるんでさあ」

「なんだ？」

「でかいカエルどもに囲まれてて、わかりにくいんでやすが、あそこ、沼方面わかりやすかい？」

「なんだ……？　〝遠見〟」

　ジタローの指さすあたり、たしかに少し様子が変だ。

　ひっきりなしに動くバロンの大軍でハッキリとはわからないが、おそらくいる。

「ひときわ巨大なバロンがいるな」

「なんだと!?」

　俺の呟きに答えたのは、先ほどから屋根の上で槍を振るっていたシュルルの兄ジュララだ。

「そいつは身体の表面になにか模様があるか!?」

「えっと……」

　どうにか遠見の魔法を駆使して、そのカエルを確認する。

「あー、身体の表面に、赤黒い血管のようなラインが沢山入ってるように見えるな」

　泥と区別がつきにくいので、確実ではないが、俺にはそう見えた。

　すると、ジュララが驚愕の表情で叫ぶ。

「なっ……!?　そ……そいつはデュークだ！　タイタンデュークフロッグだ！」

　その声に、まわりの戦士たちも悲鳴を上げた。

「「「な……なんだってぇえ!?!?!?」」」

　巨大で公爵なカエルなのか。てんこ盛りだな！











相互理解は、大切だよねって話






「ぐあっ！」

　リザードマンの戦士が、バロンフロッグの長い舌攻撃を避けきれずに大きな傷を負った。

　他のリザードマンが助けに入ろうとしたが、ジュララが一喝する。

「馬鹿者！　隊列を崩すな！」

「はっ……はい！」

　助け寄ろうとしていたリザードマンが苦渋の色を浮かべ（……たぶん）持ち場に戻る。

　俺はヒールポーションを取り出し投擲。

　傷をおさえて地面にうずくまっている戦士に、瓶がぶつかると同時に割れて消失。中身のヒールポーションだけが戦士の身体に降りかかる。

　冒険者時代、魔法が弱くて、それを補うために磨いたナイフ投擲技術がこんな所で役に立つとは、世の中は本当にわからん。微妙にとほほ。

「うぐ……またあんたか、助かった」

　どうやら俺がポーションを飲ませた戦士の一人だったらしい。

「ヒールポーションはまだある、無理せず下がって使ったほうが効率的だぞ？」

「そう、させてもらう。感謝する」

　俺と戦士のやりとりを、シュルルの兄ジュララが戦闘指揮しながら、横目で見ていた。

「人族の男よ」

「俺のことか？」

　まさか戦闘中に話し掛けられるとは思わなかった。それだけ戦闘に余裕が出たと考えるべきか。

「そうだ、お前だ。俺はひょうたん沼村村長の息子ジュララ。お前の名を教えてくれ」

　俺はジュララに向き直って、左甲の紋章を見せながら直立する。

「俺はクラフト・ウォーケン。クラフトって呼んでくれ。錬金術師の紋章を持っている」

「錬金術？　魔法とは違うのか？」

「似たようなもんだが、薬やアイテム作りに特化した魔術師とでも思ってくれ」

　どうやら魔法は知っていても、錬金術は知らないらしい。

「我ら一族は、紋章を失って久しい。ごく一部の魔法はなんとか伝わっているが、それが失われるのも時間の問題だろう。……クラフト、次期村長として頼みがある」

「なんだ？」

「この村を守るのに協力して欲しい。もはや、我ら戦士の武力だけではどうにもならぬ。クラフトの薬と、外で暴れている戦士の力を貸してくれ」

　頭を下げるジュララに、まわりのリザードマンたちのほうが驚いていた。

「あのジュララが……」

「相手は人間だぞ？」

「人間の全てが悪いわけではないとも伝わっているだろう」

「それはそうだが……」

　ジュララがキッと表情を引き締めこちらに向ける。

「クラフトにはここで治療を。クラフトの仲間の、外の戦士と、弓の戦士にはこの場の防衛を頼みたい」

「防衛？　何を考えてる？」

「俺たち戦士は、あのタイタンデュークフロッグを叩く！」

　ジュララが力強く宣言すると、まわりのリザードマンたちが声を上げた。

　半分が震えた声で、半分が雄叫びのような決意を込めて。

「それでこそ次期村長！　戦士ジュララだ！　俺はついていくぞ！」

「ばっ！　ばか！　相手はタイタンデュークだぞ!?　何を考えているんだ!?」

　戦士たちの半分は興奮で騒ぎ、半分はジュララを止めようと慌てる。

　ジュララが戦士たちに一喝。

「タイタンデュークに引き寄せられてバロンどもが集まっているのは明白だろうが！　敵首魁を討つのになんの躊ちゆう躇ちよがあろうや！」

「理屈はわかる！　だが！　タイタンデュークなんだぞ!?　勝てるわけがない！」

　どうやら一匹だけいる変わったカエルはよほど脅威らしい。

「ならば、このままここで磨り潰されるのを待つのか!?」

　年配（たぶん）のリザードマン戦士と、先ほど俺が傷を治した戦士が激しく言い争う。

「やめろ！　これは決定だ！　村長から全てを託されているこのジュララの言葉だ！」

「……ぐっ」

　年配の戦士が、ばしばしとジュララの背中を叩く。

「ぐはははは！　子供と思っていたが、成長したなジュララ！」

「子供扱いはやめてくれ……」

　どうやらジュララは年配戦士に、頭が上がらないようだ。

「よし！　すぐに最低限の兵士を残し、突撃部隊を編制するぞ！」

　盛り上がっているところ悪いが、興奮しているジュララを止める。

「ちょっと待ってくれ、ジュララ」

「なんだ？　クラフト」

「その役目なんだが、レイドック……外で暴れている俺の仲間に任せたほうがいい」

「なんだと？」

　戦士としての矜持を傷つけるかもしれないが、今俺たちが取るべきは、もっとも勝率の高い方法だろう。

「防衛を任せてもらえたのは嬉しい。だが、この村の地理も、この建物の構造もわからないんだ。残ったリザードマンたちとの連携も難しい」

「それは……」

「だったら俺たちは遊撃部隊として動いたほうがいい」

「それではお前たちを死地に送ることになる！」

「ジュララは次期村長なんだろ？　ここでどっしりと防衛指揮を執るべきだ」

「クラフトの言いたいことはわかるが……」

「安心しろ、別に死にに行くわけじゃない。やばそうならここに逃げ帰るから、むしろこの場を死守してもらっていたほうが助かるんだ。それに、あの気持ち悪いカエルを討ち取れば、少しは信用度があがるだろう？」

「……死にに行くわけではないのだな？」

　リザードマンが真っ直ぐにこちらに瞳を向けてくる。

　あ、メイドのリュウコと同じで、瞳孔が縦なのね。

「ああ。最悪の場合は様子見で戻ってくる」

「……客人に頼むことではないが、お願いする」

「おう、任せとけ。……ただ、その前に少しこの屋敷のまわりのバロンを減らすのが先だな」

「同意する。戦士たちよ！　クラフトの薬で、バロンの卑劣なマヒはもう効かぬ！　奮い立て！　我らの住み家を守るのだ!!」

「「「うおおおおおおお！！！」」」

　ジュララの鼓舞で、戦士たちが奮い立ち、外へと飛び出していく。

　レイドックと連携し、押されていた戦線を立て直していった。

　それでも沼から次々と巨大ガエルは押し寄せるし、村を囲む柵の外のカエルも増えているので油断はできないが、一息つける程度には戦況は落ち着く。

「もうすぐ夜だ！　バロンは夜になったら動きが鈍る！　それまでになんとしても眠る時間を確保しろ！」

　え？　あいつらカエルなのに、夜行性じゃないの？

　さすが魔物。意味がわからん。

　ならば夜までに周辺の敵をもう少し減らしておきたい。

「俺も魔法で援護する！」

　屋上から魔法を打ち込もうとしたら、ジタローがこちらに顔を向ける。

「クラフトさん？　レイドックの兄さんに攻撃魔法は禁止されてやせんでした？」

「ちょっと確認したいこともあるんだ。援護程度に抑えるから、ジタローの弓が頼りだぞ」

「任せてくだせい！　シュルルさんを守るのはおいらの役目でさぁ！」

　ああうん。亞人差別を抱かないジタローは素晴らしいよね。

　……リザードマンって人族と子供を産めるん？

　どうでもいいことを考えながら、俺たちは夜までにカエルどもを押し返して、簡易柵を並べたことで一息つける環境を作り上げた。

　外で活躍していたレイドックたちも、日が暮れたと同時に、建物に入ることができた。





◆　◆　◆






　松明たいまつが壁に掛けられ、炎の明かりが揺らぐ。

　マリリンとベップの活躍もあり、全ての怪我人や病人が動けるようになったことで、大広間が空いたので、俺たちはそこに案内される。

　草を編んだ丸い座布団が並べられ、座るように促された。

　尻尾のあるリザードマンの土地では、椅子は発展しなかったのだろう。

　正面にジュララがあぐらで座り、その隣にシュルル。それを俺たちが半円状に囲んでいる。

　二人の見た目は差がありすぎて、とても兄妹とは思えない。亞人は動物寄りと人間寄りとばらけるが、リザードマンはそれが顕著のようだ。

　夜になったことで、カエルの動きが鈍くなっている。ゆっくりと会合をできる程度には、戦線も落ち着いたので、戦士たちは交代で睡眠をとっている。

　ジュララが改めて、全員に頭を下げる。

「俺はひょうたん沼村村長の息子ジュララだ。この度の助力感謝する」

「俺はレイドック。このパーティーのリーダーをしている」

　レイドックがそう答えると、ジュララがチラリと俺に視線を向けた。

「クラフトはこのパーティーの頭脳役だ。副リーダーとでも思ってくれて構わない」

「これほどの男が副リーダーだと？」

　ジュララが爬虫類の瞳を何度も瞬かせたが、どうやら勘違いしているようだ。

「ジュララ、レイドックは俺なんかと比べものにならないほど優秀だぞ。頭も切れるし、剣士としても一流だ」

「……どうやら俺たちは、とんでもない人間に見つかってしまったようだな」

「繰り返すが、俺たちにあんたたちを傷つけるつもりは欠片もない。出て行けと言われればそのとおりにするが、歴史では滅んだといわれているリザードマンと会えたんだ。できれば助けて仲良くしたい」

「仲良く？」

　レイドックの言葉を、俺が引き継ぐ。

「俺たちはこの魔物が支配する地域を、安全な地域にしていこうと努力している。ジュララたちからしたら迷惑な話なんだろうが、その開拓を推し進めている責任者と俺たちは知り合いなんだ」

　ジュララの視線が険しくなる。

「……それはこの地を支配したいということだろうか？」

　俺は少し考える。

　言葉を悪くすればそのとおりなのだろう。そもそもマウガリア王国からすると、この土地はすでに王国の領土だと宣言している。

　未開拓地ではあっても、王国の領土と定めているのだ。

　そんな場所で、絶滅したリザードマンが見つかったなどとなれば……。

「その責任者は支配なんて望んでいない。ただ、王国がどう思っているかは……。あ、王国ってわかるか？」

「人族とどこまでニュアンスが一致するかはわからんが、ようするに村長や族長を束ねるような存在だろう？」

「その認識で問題ないと思う」

　国の概念がわかるなら、話が通じるだろうか？

「俺がこの地の責任者に提案できそうな案は二つだ」

「二つ？」

「一つはあんたたちがこの地で今までどおり暮らせるように話をする。見かけ上、支配下に入ったように形だけ作れれば、やりやすいんだが」

「我らにお前たちの支配下に入れと？」

　俺は悩んだ末に頷いた。ここで言葉を飾っても、誤解が生まれるだけだろう。

「おそらくだが、王国は、この地に住んでいる全てのものを支配下だと認識しているはずだ。そこに絶滅したと思われていたリザードマンがいるとわかれば……」

「皆殺しか」

「さすがにそれはないと思いたいが、王国が直接動いたらリザードマンたちがどうなるのか想像もつかない」

　ジュララが深いため息をつく。

「……人間は伝承どおりというわけか」

「どんな伝承が伝わっているか想像がつくぜ。頭が痛いな」

　今までの歴史を振り返れば、亞人や獣人を差別していただろうことは、容易に想像がつく。

「ああ、もちろん条件うんぬんにかかわらず、この危機は助けさせて欲しい」

「なに？」

「話の流れで、これからの話が出ただけで、ジュララたちを救うのは俺たちの意思だ」

　すると仲間たちも頷いてくれる。エヴァだけが、少し呆れたようなため息だったが、否定しているわけではない。

「そうか……助かる」

　ジュララは再び頭を深く下げた。

「話を戻すが、この地の責任者は獣人や亜人差別をなくそうと努力している」

「……」

「もし、あんたたちと友好を築けたら、王国に向けて、リザードマンは仲間だとアピールできるはずだ」

「政治の道具にされるということか……それよりもクラフトの主に確認もせず、そのような約束をして大丈夫なのか？」

　ジュララの真っ当な言葉に、レイドックだけでなく、リーファンも苦笑する。

「大丈夫だ。クラフトの主……正確には少し違うが、この地の責任者は、クラフトの提案ならそれを無下にすることはない。むしろより良い方向を考えてくれるお方だ」

「うんうん。クラフト君もたいがいだけど、カイル様もたいがい過保護よね」

　二人の様子に、ジュララが頷く。

「どうやら朋友のようだな。だが、その案は飲めない」

　やはり無理か……。

「今まで嫌悪していた人間の支配下に入るということに関しては、村長と相談しだいで交渉はできるだろう」

　え？　それってＯＫって意味じゃないの？

　それ以外に理由があるのか？

「俺たちリザードマンは、綺麗な沼地や湿地帯に住むのを好む。だが……」

　そこでジュララは言葉を止めた。

「バロンたちの襲撃で、このひょうたん沼は死体や毒で汚染されてしまったのだ。元の綺麗な沼に戻るまでは何十年もかかるだろう。だから、提案された、今までどおりの暮らしがそもそもできないのだ」

　なるほど。

　今までどおりの暮らしができるなら、支配下に入る交渉くらいは考えられるけど、そもそも今までどおりに暮らせないんだよってことか。

「恥ずかしい話だが、我らは危機的な食糧問題を抱えていた。リザードマンの集落はいくつか存在したが、沼や湿地が魔物に支配され、逃げだし、最終的に、このひょうたん沼に全ての生き残りが集合してしまったのだ。もはやこの地で生きるのは不可能だろう」

　どうやらリザードマンたちは、細々とこの地で生き延びていたが、魔物などの問題で次第に集合。全てのリザードマンがこのひょうたん沼に集まったけれど、人口が増えすぎ食糧が足りなくなる。

　そこにカエルの集団がゲコゲコやってきて、最後の望みも絶たれたのか。

　しばらく考え込んでいたリーファンが、ぽんと手を打つ。

「ねえクラフト君。だったらリザードマンさんたちを、保護できないかな？」

「保護？」

「うん。ゴールデンドーンには沢山の移住希望者が来るけど、旅費でお金を使い果たして、難民みたいになってる人たちも一時保護してるよね」

「ああ、あの制度か」

　簡単に言えば、難民救済の制度だ。

　リザードマンの人数は多いが、悪くないアイディアだ。

　この地に住むことにこだわるわけでないなら、保護という形で取り込んでしまえば、王国から干渉を受けても悪い結果にはならないだろう。むしろ、ゴールデンドーンの住民となれば、辺境伯の住民となるわけだからな。

「ジュララ、俺たちの住む街は、住む場所を失ったやつも沢山集まっているんだ。そしてそういう人間に住む場所と仕事を与える制度がある、それを使ってみるのはどうだ？」

　ジュララは少し考え込む。

「昔、人族の村をこっそり見たことがあるが、住めないことはないだろう。だが、よほどの物好きでない限り、石の村に住みたいとは思わない。俺が見た村はへんぴな場所にあった小さな村だ。お前たちの住むのは、どんな村なんだ？」

「ゴールデンドーンは……たぶん比べものにならないほどでかくて、石の建物が多い」

「戦士ならば、なんとかなるだろうが、女子供には辛い環境だな」

　うーんと頭を抱える俺たち。

　そのとき、ジタローの脳天気な声が響いた。

「だったら、ヒュドラがいたあの湿地帯に住んでもらえばいいんじゃないっすか？」

「「あ」」

　俺とリーファンの声がハモる。

「たしかに、冒険者と協力して、少しずつリザードマンが住める領域を増やしていけば」

　リーファンがぽんと手を打つ。

「ねぇ、いっそ開墾に協力してもらわない？」

「どういうことだ？」

「あの湿地帯の占拠を諦めたのは、当時は冒険者の手が足りなかったからじゃない？　それだけじゃなくて、村から距離のある場所だったから、その地に居座って管理してくれる人が見つからなかったのが理由でしょ？」

「そうか！」

　俺はリーファンのアイディアを理解した。

「あの湿地帯はだだっ広い。一部をリザードマンの集落として使ってもらい、残りを開墾して米を育てる！　田んぼを防衛してもらうことで、仕事になるし、守られる農夫からは、亞人に対する偏見が薄れる！」

　ゴールデンドーンの住人であれば、亜人への偏見はほとんどないが、新たに開墾して農民を呼び込むとなれば、偏見の強いやつもいるだろう。

　だが、危険な湿地帯のガードマンをしてくれるリザードマンを毎日見ていれば、そんな偏見は次第に消える。

「うん！　どうかな？」

「最高だと思うぞ！」

　思わずリーファンを抱きしめてしまった。

「ちょっ!?　クラフト君!?」

「あ、ごめん。つい勢いで」

「だ！　ダメじゃないけど！　びっくりするからね!?」

「悪い悪い。なんか学園の生徒を相手してるみたいで」

　座学だけでなく、実技も教えることがあるが、人なつっこい生徒は、俺に抱きついてきたりするので、つい見た目が同じようなリーファンを抱きしめてしまったのだ。

「ちょ!?　それって私のこと、子供扱い!?」

「さて、ジュララ。こちらの提案をわかりやすく説明するぞ」

「あ、ああ」

「ナチュラルに無視しないで!?」

　俺はリーファンの追及から逃げるように、先ほどの話をわかりやすく説明していった。

「なるほど……悪くない。もちろんその場所の確認は必要だが。それにヒュドラか……」

「間引きはうちの冒険者ギルドが全面協力する」

「ふむ……」

　一つだけ懸念材料がある。それはザイードの開拓村のほうが、ゴールデンドーンよりもはるかに湿地帯に近いことだ。

　無理そうなら、ゴールデンドーン北を流れる大河のそばに、彼らの住みやすそうな環境を作ってみよう。

「なあジュララ、この土地を捨てる覚悟があるなら、あのタイタンデュークなんて放置して、逃げ出せばいいんじゃないか？」

「戦士だけならそれでもいい。だが、大勢の女子供、それに老人もいる。仮に今すぐ何も持たずに逃げ出しても、餓死者が続出するだろう。逃げるにしても準備が必要だ。それに……」

　まだなんかあんの？

「何日か前に洞窟が見つかってな。そこでフロッグとは別の魔物が大量に見つかったのだ。戦士の半数以上が、その討伐に向かっている。今、俺たちがこの地を脱すれば、戦士たちを見捨てることになる」

「全員で迎えに行くか、呼びに行けばいいんじゃないのか？」

「仮にこのまま着の身着のまま逃げるにしても、安全に全員が脱出できるまでは時間がかかるだろう？　タイタンデュークフロッグがいる限り、バロンフロッグは増え続ける。こんな状況で突破を試みれば、間違いなく死人が出るぞ」

「それは……」

　指摘されてみれば、そのとおり。

　ジュララが苦笑した。

「出かけている戦士たちが帰ってくるまで耐えれば、バロンどもを挟撃できると思っていたのだ。どう考えても無理だったがな。お前たちが来ていなければとっくに全滅していた」

　なるほど。それでは今すぐに村を捨てる選択肢はとれなかっただろう。

「クラフトのおかげで、マヒ毒を防ぐことができる。戻ってきた戦士たちにも渡すことができれば、バロンを滅ぼすことも可能……だった」

　過去形だ。

「だが、タイタンデュークフロッグはダメだ。やつがいるだけで、バロンが次々と集まってくる。やつを倒さぬ限り、全ての仲間を連れて逃げるのは不可能だ」

「それでデブ公爵デユーク退治にこだわってたのか」

「そういうことだ」

　状況は理解できた。俺はレイドックに目配せすると頷いた。

「「俺たちに任せとけ」」

　見事にレイドックとハモって、仲間たちに笑われてしまった。











ボス戦は、譲れないよなって話






　日の出と共に、タイタンデュークフロッグを討つ！

　細かい理由は不明だが、カエルの親玉であるタイタンデュークフロッグが大量のカエルを引き寄せているらしい。

　カエルどもは夜に動きが鈍るらしいのだが、暗い湿地帯で戦うほうがよっぽど不利なので、夜はリザードマンに任せ、俺たちはゆっくりと休ませてもらう。

　俺は、広域の火魔法か氷魔法で敵を最初に減らそうと提案したのだが、却下された。

　実は俺だけ攻撃魔法を禁止されている。

　理由はこの未開拓地域を調べる旅の間、俺も戦闘に参加する場面もあったわけだが、強力な攻撃魔法を放つ俺を見て、エヴァが疑問に思ったらしい。

「クラフトさん。もしかしたらですが、魔術師系に属する魔法の、魔力消費が大きくないですか？」

「え？」

　俺は目をしばたかせる。

「おそらくですが、黄昏の錬金術師の紋章が優秀でわかりにくいだけで、魔術師の紋章持ちより、魔力消費が大きいように感じます。錬金術による作成は連続でできるようですが、攻撃魔法などは連発するのが難しいのではないですか？」

　このエヴァの助言は衝撃だった。

　俺の感覚からしたら、魔力消費が大幅に減っていると感じていたからだ。

　だが、それは俺が魔術師だった頃との比較という事実を忘れていたと気がつかされる。

　あの頃は大量の魔力を消費しても、コップにわずかな水を生むのがやっとだった。

　エヴァの言葉を意識して、錬金術の魔力消費と、それ以外の魔法で使う魔力消費を慎重に比べてみたところ、感覚頼りではあるのだが、エヴァの推察は正しかった。

　結論として、魔術師系の魔法を使用する際の、魔力消費量は大きい。

　特に、攻撃魔法の魔力消費量は洒落にならない。俺の魔力量が常人より多かったので、放てていただけだったのだ。

　魔術と呼ばれるくらいの大魔法では、連発することは不可能だろう。

　だから、旅の途中でレイドックに厳命されていたのだ。

「クラフト。攻撃魔法の使用を禁止する」

　言われたときは反発したが、その分錬金術でフォローしてくれと説得されたのだ。

　そんなわけで、今回の「なんかむかつく巨大ガエルをしばいたろ作戦」（命名ジタロー）では、俺は正面戦力として数えられていない。

　ま、臨機応変だよね？





◆　◆　◆






「なんかむかつく巨大ガエルをしばいたろ作戦」が発動された！

　リザードマンたちが籠城する建物のまわりで強固な防衛線を構築。

　敵の前衛が崩れたところで、レイドックを先頭に、仲間たちが飛び出す。

「〝破天烈風〟!!　〝飛翔連撃〟」

「〝刹那闇討〟」

「くらえっすよ！」

　日の光を浴びて、動き出した巨大ガエルどもが、仲間の技によって、次々と細切れにされていく。

　背後のリザードマンたちから歓声が飛んできた。

「おおお！　見ろ！　あの人間たちを！　あのパラライズバロンフロッグがヒキガエルのように次々と倒されていくぞ！」

「なんだあの技は!?」

「やはり人間は恐ろしい……」

「だが、今は味方だ！」

「あいつら……凄まじいな」

　ふふふ、驚いてるな。

　レイドックの野郎、また腕を上げてるからな。

　なにげにジタローも活躍してるし。

　見上げるような巨大ガエルの群れを、切り裂くように突き進んでいく。

　それでも目標のタイタンデュークフロッグは遠い。簡単に乱獲しているように見えるが、バロンフロッグも決して弱くはない。

「いいか！　魔術師組を安全にタイタンデュークの目の前まで連れて行くのが仕事だぞ！　クラフト！　お前は援護に徹しろ！　俺の許可があるまで攻撃魔法は使うなよ！」

「念押しされなくてもわかってる！」

　勢いでそう返してしまったが、少しくらいの援護攻撃ならいいだろうと思っていたので、レイドックの念押しは絶妙のタイミングだった。

　くそっ。見透かされてやがる。

　極大魔法ならまだしも、細かい攻撃魔法くらいならいいんじゃないかとも思うが、エヴァもバーダックも、奥歯を噛みしめ手を出していないのが見える。

　タイタンデュークフロッグがどのくらい強力な敵なのか不明なのだ。戦力はできるだけ温存しておきたい。

「……レイドック！　露払いは任せたからな！」

「おう！　任せろ！」

　神官であるマリリンも温存したいため、俺は仲間が少しでも傷ついたら、ヒールポーションを投擲して治して回る。

　ポーション瓶に使う魔力は微々たる量なので、これは問題ない。

　ある程度進むと、味方の被害が一気に増えた。

　少しずつ沼の深いところに踏みいっているため、とうとう水面が腰の高さにまで来たからだ。

　これが普通のＣランク冒険者であれば、動きが制限されあっという間にカエルの群れに飲み込まれているところだろう。

　この状態でなお、敵を撃破する速度が変わらない俺たちのほうが異常だ。

　じりじりとボスカエルに近づいていくなか、ジタローが悲鳴を上げる。

「ぐはっ！」

「ジタロー！　前に出すぎるな！」

「ですが、リーファンの姉さんが！」

「私は大丈夫だよ！　下がって！　……クラフト君！」

「ジタロー！　下がれ！　その位置だと、ポーション瓶が投げられねぇ！　邪魔だ！」

「わ、わかりやした！」

　カミーユが素早くジタローの位置とスイッチし、戦列を整える。

　ジタローの肩口から大量の血があふれ出していた。

　弓の腕は一級品だが、いかんせん狩人と冒険者では連携のしかたが違いすぎる。

　俺は視界に入ったジタローに、すぐさまヒールポーションを投げつけた。

「ありがとうございやす！」

　こちらも見ずに、レイドックが怒鳴る。

「ジタローはクラフトの横にいろ！　お前は敵を一撃で倒そうとしすぎだ！　牽制に徹しろ！」

「そいつぁ……」

　ジタローが注意されるが、納得いっていないようだ。

「ジタロー。お前の弓は頼りになるし、カエルを一撃で倒せるのもわかってる。だが、そのための位置取りに走り回られたら戦列が崩れる。ここから矢で援護してやってくれ」

「……わかりやした。いきますぜぇ！」

　獲物を可能な限り一撃で倒すのを理想とする狩人の戦い方と、とにかく敵にダメージを重ね、結果的に倒せればいい冒険者との戦い方で差が出るのは当たり前だ。

　旅の間に出会った魔物程度では、ジタローにしてもレイドックにしても、ほとんど確殺だったため、初めて気がついた問題だった。

「よし！　敵を切り崩したぞ！　一気に進む！」

「「「おう！！！」」」

　どこからともなく集まってくる、バロンフロッグを周囲から一掃し、タイタンデュークフロッグまでの道を切り開いた。

　急がないと離れたところにいるバロンどもが仲間の屍を乗り越えてやってくるだろう。

　エヴァが叫ぶ。

「レイドック様！　攻撃します！」

「……わかった！」

　腰まであった水面は、とうとう胸の高さにまで達する。

　あらかじめリザードマンに聞いていたとおりだが、もしこれより深い沼だったら、簡単にこちらが全滅していただろう。

　足先も泥に埋まり、動きは最小限に抑えられている。

　そんな中でも、敵を一撃で倒していくレイドックが頼もしい。

　そして、とうとう俺たちの目の前に、ひときわ巨大で気持ち悪いボスガエルが姿を現す。

　その巨体はバロンどもよりもでかかった。

　底なしの穴を覗くような口から、何本もの舌が伸びる。

　バロンもそうだが、この分かれる舌の攻撃が意外とやっかいなのだ。

「いきます……〝業炎緋槍〟」

「くらえ！　〝業炎弾〟」

　そのムチのように襲ってくる舌を巻き込むように、エヴァとバーダックの炎魔法が炸裂した。

　特にエヴァの放った業炎緋槍はかなり威力の強い攻撃魔法だ。

　動きの鈍いカエル野郎は避けることはできない。

　あたり一面の空気が灼熱へと変わり、タイタンデュークが炎に包まれた。

「やりやしたぜ！」

　ジタローが喝采を上げる。

　やめろジタロー！　そいつはフラグだ！

　業炎が空に消え、煙が晴れた先に、ほとんどダメージを受けていないタイタンデュークが怒りの形相でこちらを見つめていた。

「ジタローさんの馬鹿ー!!」

　うんリーファン。気持ちは痛いほどわかるが、ジタローのせいじゃない。たぶん。











弱点をつくのは、戦略だよなって話






　エヴァが驚愕の声を上げる。

「効かない!?」

　高威力の攻撃魔法を放ったにもかかわらず、タイタンデュークは無傷だった。

　慌ててレイドックが怒鳴る。

「うおおおおお!?　撤退！　一時撤退!!」

　俺たちは「おわああああ！」などと声を上げて一時撤退するべく後ろを振り向くと、そこにあった屍の道が、いつの間にか新たな巨大ガエル、バロンフロッグによって塞がっていた。

「なんだと!?」

「ウソ!?　さっきまではこんなに素早くフォローしてなかったのに!?」

　それまでまったく連携していなかったカエルどもが、急に機敏な連携を見せたのだ。驚かないわけがない。

「嵌められたってことか！　このカエル野郎、意外とおつむがいいぞ!?」

「ジタロー以上だな！」

「どういう意味っすか!?」

　思わず冗談を挟んでしまいたくなるほど、シリアスでヤバイ場面。

　どうする!?

「……クラフト！　攻撃魔法を一撃だけ放て！　余力は残しておけよ！」

「了解だ！」

　レイドックの限定解除を受け、魔法の候補が脳裏をよぎる。

　氷系は……身体の半分が水に浸かったこの状態じゃ、最悪の選択だ。

　同じく雷系もヤバイ。全員感電してしまう。

　光や闇系はあまり役に立たないだろう。

　すると風か火の二択になるわけだが、その両方の属性を多く含む〝焦熱八層獄炎暴風〟は広範囲魔法で、敵に囲まれているこの状況には不向きだ。

　だいたい標的のタイタンデュークフロッグも、身体の大半が沼に沈んでいるのだ、火系の攻撃魔法がどこまで効くのかも疑問だ。

　そんな俺の逡巡を見て取ったのか、キャスパー三姉妹の誇る優秀な魔術師であるエヴァが叫ぶ。

「クラフトさん！　〝水刃波断〟は使えませんか!?」

　その声に、俺はハッと顔を上げる。

　水刃波断は超圧縮した水の刃を発生させて敵を切り裂く強力な魔法だ。まわりに水のあるこの状況なら、威力はさらに増す。

　だが、それならもっといい魔法がある！

「くたばれカエル野郎！　〝白凍刃閃烈斬〟!!」

　放ったのは水刃波断のさらに上位にあたる魔法だ。

　身長の二倍はある巨大な氷の刃が、三日月となって巨大ボスガエルを真っ二つに切り裂くべく、高速で飛翔する。

「ゲコォォォオオオオオオオ!!」

　気持ちの悪い色の体液が舞い上がった。

　だが、魔法の威力を考えたらあまり効いていない!?

「クラフトさん！　今の見ましたか!?」

　エヴァが叫ぶ。

「今の？」

「はい！　たぶんカエルの表面で氷の刃が魔力に散らされました！」

「なんだって!?」

　数ある防御魔法の一つに、魔力で物理変換した攻撃を、魔力に戻して威力を減じるものがあるが、それか!?

「バーダック！　なんでもいい攻撃魔法を！」

「おう！　〝氷槍〟」

　俺の意図を素早く汲み取ったバーダックが、氷の槍を生み出し放つ。

　俺は集中して魔力の流れを感じ取る。

　バーダックの氷槍がタイタンデュークフロッグの身体に突き刺さったと同時に、着弾点を中心に魔力が体表に一気に広がった。

「なんだあの反応!?」

「なに!?　今の!?」

　よく見れば、着弾点にはわずかに傷がついていた。

　それにしても、魔力の分散のしかたが異常だった。

　通常、魔力に変換して防御する場合、高いところから水を零したときのように、着弾点に対して魔力が弾け、飛び散るように分散する。

　そして変換しきれなかった攻撃が抜けてくるのだ。

　だが、今の魔力の広がり方は、高いところから零した水が、一切弾けることなく水たまりとして一気に広がっていくようだったのだ。

　俺の白凍刃閃烈斬で傷を負わせられたのは、もとの威力がでかいのと、魔力量が多かったから、魔力変換しきれなかったのだろう。

「くそっ！　クラフト！　何か対処法はないのか!?」

　レイドックが、四方八方から襲いかかる、ムチのような舌攻撃を防ぎながら怒鳴る。

　案の定、タイタンデュークフロッグの分かれる舌は、いくら切り裂いてもすぐに再生していた。軟体系の魔物にはよくある能力だ。

　リーファンとモーダも、盾で必死に俺たちを守ってくれる。

　だが、現状維持は最悪の選択肢だ。早急な打開策が必要になる。

　対処法と言われても！

　作戦では、バロンフロッグを剣士と弓で倒して道を作り、ボスガエルであるタイタンデュークフロッグを魔法でたこ殴りにする予定だったのだ。

　タイタンに魔法が効かない時点で撤退するしかないだろう。

　……いや、待てよ。

「レイドック！　物理と魔法をスイッチする！」

「なに!?　いや、試す価値はあるな……。よし！　俺とカミーユでボス野郎を攻撃！　そのあいだ、エヴァとバーダックが魔法でまわりのカエルを牽制！　弓もだ！　リーファンとモーダは気合いで魔術師を守れ！　クラフトは自分で判断しろ！」

「「「了解！！！」」」

　すぐに意図を理解したレイドックが、フォーメーションの変更を指示。

　それまでまわりに数多く群がるバロンフロッグを減らしていたレイドックとカミーユが、ボスガエルのタイタンデュークフロッグ攻撃を開始。

　男爵芋バロンどもを近寄らせないよう、エヴァとバーダックが魔法を放つ。

　ソラルとジタローもフォローに回る。

「レイドック！　乱舞系は避けて、一撃の威力が高いやつを頼む！」

「わかった！」

　俺は思いついたことがあるので、レイドックに注視する。

「カミーユ合わせろ！　〝豪腕豪打〟!!」

「……〝暗踊葬双〟」

　二人が交差するように、同じ場所へと強力な物理攻撃をたたみ込む。

　衝撃がカエルの体表のヌメる体液を吹き飛ばし、柔らかく見える身体に刃が食い込み、大量の血飛沫が上がる。明らかに先ほど俺の放った白凍刃閃烈斬より効いている。

　俺はそのわずかなチャンスを逃さずに、用意していた魔法を放った。

「〝水刃波断〟!!」

　氷の刃が、レイドックとカミーユの間をすり抜け、二人が攻撃した傷の上に、さらに叩き込まれた。

　先ほどより威力の弱い攻撃魔法だ。本来ならまともなダメージは通らないはずなのだが、俺の攻撃魔法はカミーユの剣技と同じくらいの傷をボスガエルに負わせることに成功する。

「なに!?」

　叫んだのはレイドック。

「クラフト！」

　俺の予想は正しかったようだ。

「たぶんだが、カエルの表面にある粘液が魔法を無効化してる！」

「なら、物理攻撃は効くんだな!?」

「おそらく！　……だが、手数は足りるのか!?」

「ちと……難しいな！　このカエル野郎、再生能力も高い！」

「まずいな……」

　レイドックに一撃の威力が高い攻撃を頼んだのは、体液を吹き飛ばしてもらうためだ。

　まだ確定ではないが、その状態で魔法が通ったことを考えると、体液が魔力を散らしているのはほぼ確実だろう。

　なら、このボスガエルを倒す方法としては、まず体液を除去したあと、攻撃魔法を叩き込むことだ。

　ジタローが名案とばかりに叫ぶ。

「クラフトさん！　風の魔法とかで、体液を吹き飛ばせばいいんっすよ！」

「アホ！　その魔法が無効化されるんだよ！」

　思わずアホ呼ばわりしてしまったが、ジタローの言っていることは、方向性として間違っていない。風でも炎でもいいから、体液を飛ばしてしまえばいいのだ。

「じゃあ、薪を集めて、カエル野郎を燃しちまえばいいじゃないですかい!?」

「アホ！　この沼ん中で、そんな悠長な……！」

　今度こそ本気でジタローをアホ呼ばわりしたが、その瞬間、ある光景が脳裏をよぎった。

　それは、ゴールデンドーンがスタンピードしたコカトリスに襲われ、撃退した後日の風景。

　魔石だけ抜き取られたコカトリスの死体を、大穴に集め焼却処理した日々だ。

　とてもじゃないが、大量のコカトリスを燃やすのに、薪程度じゃどうしようもなく、俺が錬金したあれ。

「そうか！　燃焼薬！」

　ギルド経由で頼まれ、大量に作成した燃焼薬は、油なんかよりはるかに効率良く燃える。

　しかも燃焼薬は粉末で、カエルに使うにも相性がいい！

「レイドック！　手を思いついた！　今から取り出す粉末を、可能な限りまんべんなく敵に振りまけるか!?」

　空間収納から、樽を取り出し持ち上げる。

　あまった燃焼薬を一樽ほど、報酬の一部としてもらっていたのだ。

「あの巨体にか!?」

　タイタンデュークフロッグはバロンフロッグより、さらに巨大だ。

　それに、機敏ではないが動き回るし、攻撃もしてくる。

「……どうする？」

　レイドックが幾本も迫ってくる伸びる舌を叩き斬りながら、歯を食いしばった。頭をフル回転させているのがよくわかる。

　そこに、双剣を携えたカミーユが水面を滑るように、俺に近寄ってきた。

　この動きが制約された中で、カミーユの動きが一番滑らかである。

「私が、やる」

　普段無口なカミーユが、ボソリと呟いた。
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ラスボスは、最後に現れるって話






　カミーユの「私がやる」宣言に、レイドックが戦闘中にもかかわらず、一瞬だけ彼女に顔を向けてしまった。

　そのわずかな隙に、ボスガエルの舌がレイドックに襲いかかる。

「〝虹光障壁〟!!　油断すんな！」

　淡く虹色に輝く魔力の障壁をレイドックの前面に展開。

　発動が早く、ほぼ全ての属性攻撃を防ぐ便利魔法だが、魔力消費が大きいという欠点がある。

　ドラゴンのブレスを防いだ〝万里土城壁〟と比べると、防御力は劣るが、カエルの舌を防ぐには充分である。

「すまん！」

　舌に魔法無効の能力がなくて助かったぜ！

　そのやりとりの間に、カミーユが樽をひょいっと奪う。

「おい！　カミーユ！」

「やる」

　カミーユはとても胸まで水に浸かっているとは思えない素早さで、樽を抱えて、タイタンデュークフロッグの上に飛び移る。

　当然怒り狂ったボスガエルは暴れて舌を何度も伸ばすが、カミーユはすんでの所で全てを避ける。

「クソっ！　カミーユ！　中の燃焼薬をできるだけまんべんなく撒くんだ！」

「わかった」

　俺が許可を出すと、栓を抜いて、樽の燃焼薬を撒きながら飛び回る。

　器用すぎんだろ!?

　カミーユは剣士の紋章持ちだが、その戦い方は独特だ。どちらかといえばレンジャーや暗殺者に近い戦い方をする。

　素早さと体捌きを得意とするカミーユ以外に、この作戦ができるやつがいないのは確かだが、レイドックが冷静さを失った理由もわかる。

　危険すぎるのだ。

　だが、今は信じるしかない！

　俺たちのまわりだけでなく、ボスであるタイタンデュークのまわりにも、バロンフロッグは大量にいる。

　このままだとカミーユが孤立すると判断したレイドックが叫ぶ。

「くそ！　ソラルとジタローはカミーユをフォロー！　クラフトは穴を埋めろ！」

「「「了解！！！」」」

　咄嗟に弓使いの二人をフォローに当てるレイドックの采配はさすがだ。

　こっちは任せろ！

　魔力消費のでかい魔術と呼ばれる強力な魔法は使わず、バロンを押しとどめるだけの攻撃魔法を連発する。

　実戦で攻撃魔法を連発すると、たしかに魔力の消費効率が悪いということを実感した。

　魔力回復薬マナポーシヨンを適度に飲みつつ、バロンを近寄らせない。

　マナポーションは材料の関係から、数がないのでできるだけ効率良く摂取していく。

「それにしてもカミーユは信じられない動きをするな」

　渡していたマナポーションを使い切ったのか、攻撃魔法を止め、状況把握に専念していたバーダックが零す。

　バーダックは魔術師の紋章がないにもかかわらず、凄腕だ。だが、やはり紋章のないことによる魔力消費の悪さはいかんともしがたい。

「ああ、ソラルでもあの動きは難しいだろうな」

　レンジャーの紋章を持つソラルと比べても、カミーユの動きは滑らかだ。

　ふと、考える。

　もしかしたらカミーユの紋章も、剣士の紋章が最適ではなく、実は俺と同じようにもっとカミーユに相応しい紋章が別にあるのではないだろうか？

　だとしても、俺が魔術師の紋章を持っていたときのように、今の紋章の相性が悪いということではないだろうが。

　いや、今考えることじゃないな。

　俺は左右から覆い被さるように襲いかかるバロンフロッグに炎の槍を放ち、戦線を維持する。

　その間カミーユは、水面を滑るように移動しながら燃焼薬を撒き、時にはその巨大な背に乗り粉を撒き散らしていく。

　四方八方から迫るバロンフロッグの舌攻撃を避けつつ飛び回るその姿は、踊っているかのようだった。

　カミーユに迫るバロンを弓で攻撃していたジタローが叫ぶ。

「クラフトさん！　そろそろいけるんじゃないですかい!?」

　ボスガエルをチラ見すれば、その身体は粉だらけとなっていた。同時にカミーユが空になった樽を捨てる。

「レイドック！」

「よし！　下がれカミーユ！　火矢だソラル！」

「わかったわ！」

　ソラルはすぐに布きれを取り出し油をかける。カミーユがレイドックの位置まで下がったのを確認し、燃えさかる矢をカエル野郎へと放った。

「唐揚げになりなさい!!」

　ソラルが裂帛の気合いを上げた。

　うん。

　たしかにカエルの全身は粉だらけで、片栗粉まぶした鶏肉みたいだよね。

　でも、この状況で唐揚げって言葉が出るのって……お腹減ってるの？

　火矢がボスガエルに突き刺さると同時に、大量の燃焼薬が一気に燃え上がる。

　もともと山のようなコカトリスの死体を、跡形もなく焼き尽くすために調合した特別製だ。その熱量は半端ではない。

　懸念していた魔力無効化も、錬金薬に対してはなかったようで、少しほっとする。

　膨大な熱量がタイタンデュークフロッグの体液を蒸発させた。

「クラフト！　エヴァ！」

「おう!!」

　この状況で最適の魔法はなんだ？

　すでに炎によるダメージは通っている。炎を上乗せ？

　いや、それは微妙だ。

　どうせなら身体の奥深くにまで、熱ダメージを叩き込みたい。

　魔法無効化を消し去った今、できるだけ物理系なダメージが望ましいだろう。

　まわりが水場なので、使うのを避けていた土魔法！

　岩の生成という手順と魔力は増えるが、それが今の最適解！

「エヴァ！　土魔法だ！　あのメタボなどてっぱらに大穴を空けてやれ！」

「っ！　わかったわ！」

　それだけで俺の意図は伝わっただろう。

「レイドック！　でかいのを放つ！　ダメなら逃げるぞ！」

「了解だ！　全員で二人を防御!!」

「「「おう！！！」」」

　先に魔術式を練り上げたエヴァが渾身の魔法を放つ！

「見ていてください！　レイドックしゃまぁ！　〝旋岩硬貫槍〟！！！」

　エヴァの頭上に生み出された巨大な岩の槍が、高速でボスガエルに突き刺さる。

　その威力はちょっとした屋敷を倒壊させるほどの威力があるだろう。

　先にレイドックの攻撃と俺の魔法で与えた傷は、すでに半分近くが自己修復されていたが、治りかけのその場所に見事に巨大な岩の槍が突き刺さり、さしものタイタンデュークフロッグも天を仰ぐような悲鳴を上げた。

「ゲコォォォォォオオオオオオオオオ！！！」

　やはり、魔法無効化がなければ、質量攻撃は効く！

　俺は練り上げていた魔術式を発動、紋章を通じて一気に魔力を流し込んだ。

「爆ぜろ！　〝流星巌潰獄砕鎚〟！！！」

　俺の頭上に生まれたのは、エヴァの岩槍をはるかに超える、破城槌サイズの巨大な岩の柱だった。

　ぎゅりぎゅりと高速回転し、貫通力が極限まで高まる。

　同時に「どん」と空気を震わせ、破城岩が目にも留まらぬ速度で飛び出した。

　それはさながら流星だろう。

　破城岩は巨大なタイタンデュークフロッグの身体をあっさりと貫き、反対側に抜け、さらに射線上の全てのバロンフロッグを巻き込み、沼の対岸に突き刺さって巨大な水柱を上げた。

　ソラルが目を丸くする。

「なんて威力なのよ……」

　呆れるソラルとは正反対に、エヴァは怒りの声を上げた。

「ちょっと！　これじゃあ、私がレイドックしゃまの印象に残らないじゃない！」

　うん。気がつかなかったことにしよう！

「はー！　相変わらずクラフトさんは自重って言葉を知らないっすねー！」

「やったね！　クラフト君！」

　ジタローはあとでしばく。

　素直なのはリーファンだけだね！

　ボスガエルは身体に大穴を空け、ポカンとしていた。何が起こったのか理解できていないのかもしれない。

　そこに紅蓮の炎が潜り込み、身体の内側から一気に燃え上がった。

「ゲゴゲゴゲゴガガガガガココココォォォォ……！」

　悲鳴と共にゆっくりと崩れ落ちていくタイタンデューク。

　さすがの再生能力もまったく追いつかず、消し炭になっていったのだ。

「でかしたクラフト！」

　レイドックが俺の首を腕で引き寄せて喜んでくれる。それを見たエヴァが恐ろしい表情で睨んでいた。

「今理解しました。私の真の敵は彼です」

　おいエヴァちょっと待て！　逆恨みにもほどがあるだろ!?

　俺は緊急回避を試みる。

「レ、レイドック！　エヴァの魔法も凄かったよな!?」

　すぐに俺から離れ、近くの敵を切りつけていたレイドックが頷く。

「ああもちろんだ！　エヴァがいなかったらいつ戦線が崩れたかわからんし、マナポーションを何本も飲みながら無理させちまったな。ありがとうエヴァ」

　敵を血祭りに上げながら、エヴァに爽やかな笑顔を向けるレイドック器用。

「ふにゃあああああ！　レイドックしゃまぁああああ！」

　ぐにゃぐにゃとその場で不思議な踊りを始めるエヴァ。

　どうやら彼女からの理不尽な評価は避けられたらしい。

　ふと、横から氷のような殺気を感じて視線を向けると、ソラルが絶対零度の視線をこちらに投げていた。

「……クラフト。後で話があるわ」

　ちょっと待てぇええええ！　今度はソラルかよ!?　どうすりゃいいの!?

　俺は逃げるように魔石を取り出していたジタローのそばに移動。

「今夜は唐揚げっすね！」

「これ、食えるのか？」

「カエルの唐揚げって美味いんすよ？」

「そーいう意味じゃねーよ！」

　やはりこのタイタンデュークフロッグが操っていたのだろう、残ったバロンフロッグの動きが途端に鈍る。

　ただの野生ガエルに戻ったバロンたちは、正気に戻った順から逃げたり、とりあえず目の前に見つけた俺たちを攻撃したりと動き出したが、ハッキリ言って統率の取れていない巨大ガエルなど敵ではない。

　マヒ毒が有効ならとてつもなく恐ろしい敵だろうが、俺の錬金薬がそれを許さなかった。

「クラフト！」

「クラフトさん！」

　村から飛び出したリザードマンたちがこちらに走り寄ってくる。

「見ていたぞ、クラフト！　レイドック！　そなたたちは紛う事なき勇者だ！」

　横まで来た村長代理のジュララが俺たちの肩を強く叩いた。

「残党は任せて、お前たちは村で休め！」

「いいのか？　まだ数はいるぞ？」

「クラフトのおかげでマヒしないのだ。これで負けるようなリザードマンの戦士はいない」

　まわりに目を向けると、リザードマンが嬉々としてカエルどもを狩っている。

　マヒ毒がなければ、どうとでもなりそうだ。

「そうか……わかった。正直助かる。連戦となるとマナポーションを使い果たすことになったからな」

　マナポーションの作成には、質のいい魔石が数多く必要になるため、あまり大量にはストックしていない。

　もちろん今回の調査用に、普段より沢山のマナポーションを錬金しておいたが、今回の戦いでほぼ使い果たしている。

「うむ。ゆっくり休め。シュルル！　勇者たちを案内しろ！」

「わかったよ！」

「言葉遣い！」

「う……承知いたしました！」

「まったく……」

　その場にシュルルだけを残してリザードマンの戦士たちがバロンフロッグたちを殲せん滅めつするべく突っ込んでいった。

　シュルルは森で出会った女性のリザードマンだ。

　ジュララとシュルルは兄妹なのだが、まったく似ていない。ジュララの見た目はほとんどトカゲだが、シュルルは尻尾の生えた人間にしか見えないのだ。

　しかも巨乳。ばいんばいん。

　シュルルは兄のジュララが見えなくなるのを確認すると、途端に俺に抱きついてきた。

「クラフトさん！　凄かったよ！　格好良かった!!」

　結構な力で抱きしめられ、一瞬頭が真っ白になる。

　なんか凄く柔らかい感触があるの！

「あ……ああ、ありがとう!?　と、とりあえず落ち着け！」

　俺はシュルルの両肩を掴んでなんとか身体を引き離す。

　そして目に飛び込んできたのは彼女の立派な胸部装甲だった！
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　その装甲は防御力ゼロだが、男性の精神に多大なダメージを与える攻性装甲なのだ！

　リザードマンの民族衣装のせいか、谷間の見える範囲が大きいの！

　めっちゃマウンテン峡谷で双龍が柔らかく窮屈なの！

　頭が混乱しきってるのに視線が外せないの！

「クラフトさん。わかりやすいぜ。これは素晴らしいもんでやす」

　心を読むなよ！

　あああ！　なんかリーファンまで冷めた半目を向けてくるよ！

　違うんだ！　邪な気持ちはなくて、純粋に種族的好奇心というか！

「えっと……見たいんだったら……夜とかに……」

　なぜかシュルルがみずからの襟元に指を引っかけ、より谷間が見えるように引っ張る。

　それ以上はだめ！　見えちゃう！

　マウンテンな山頂の突起が見えちゃうから！

「……最低だよ、クラフト君」

　ぎぃやあああああああ!!

　ボスのタイタンデュークを倒したはずなのに、もっと恐ろしいボスが出てきちゃったじゃねーかー!!

　誤解だ！　誤解なんだー!!

「クラフトさん、もげちまえばいいんすよ」

　いーやーじゃー!!

　こうして、俺たちはリザードマンの村を危機から救った。

　なぜか変態という称号と引き換えに……。

　解せぬ!!











仲良くしたいけど、順番があるよねって話






　タイタンデュークフロッグを倒したあと、残っていたバロンフロッグ退治と、死体の処理に追われた。

　数日後の夜。

　ようやく綺麗になった村で、大量の篝かがり火びが焚かれるなか、広場には豪勢な料理が所狭しと並んでいた。

　大きな葉の上に、魚や肉、見たことのない木の実や野菜が積み上がり、美味そうな臭いを漂わせる。

　広場の中央で年配のリザードマンがゆっくりと宣言した。

「勇者たちよ。ひょうたん沼村を救っていただいたこと、改めてお礼申し上げる」

　彼はこの村の村長シャルレである。

　村長の言葉に合わせて、まわりのリザードマンたちが槍や棒を打ち鳴らす。

　シャルレが手を上げると、それはおさまった。

「遅くなってしまったが、精一杯の料理を用意させてもらった。ぜひ楽しんでいってくだされ」

　村長はこれまで体調不良のため息子のジュララに全てを任せていたが、マリリンが診療し、それに合わせた薬を錬金し飲んでもらうと、それまで死にそうだったシャルレの目がかっぴらき、むくりと起きだしたのだ。

　老人という年ではないらしく、病気が治ったらこのとおり元気に動き回っている。言葉遣いが古くさいのは、単純に親のしゃべり方が移っただけらしい。

　年齢は聞いていないが人間的には五〇歳前後じゃないだろうか。

　なるほど、ジュララのしゃべり方が堅いのもわかるってもんだ。

　なにはともあれ、盛大な宴が始まった。

　宴が開始すると同時に沢山のリザードマンたちが俺たちのまわりに集まってきた。

「お前たちのおかげで村は守られた。本当に感謝する」

「俺は人間を見るのは初めてだが、見た目はシュルルとあんまり変わらないんだな。しっぽがないのが少し変な感じがするけど」

「そっちの小さいのはノームか」

「気にしてるんだから小さいって言わないで！」

　リーファンのやつ気にしてたのか。

　正確にはノームのハーフだが、そこは指摘しないのだろうか？

　まぁどうでもいいけど。

「ノームを見るのも初めてだが、人間とあまり変わらんな。子供に見えるだけで」

「そのおかげで、差別もほとんどなかったんだけどね。……あ！　カイル様の管理するゴールデンドーンはどんな種族でも差別なんかないからね！」

　リーファンはリザードマンたちをゴールデンドーンに誘っているのを思いだしたのか、慌てて言い繕う。

「その話なんだが」

　声のしたほうに顔を向けると、ジュララだった。シュルルも一緒にいる。

　ジュララは俺の正面に座り、なぜかシュルルは俺の横に座った。

　シュルルさん？　席はいっぱい空いてますよ？

「村長とも話し合ったのだが、前に話しただろう。近くに魔物の住む洞窟が見つかり、戦士の多くがそこに出掛けている」

「ああ、言ってたな」

「その戦士たちが戻ってきてから最終決断をするつもりだが、お前たちの提案を受け入れるつもりだ」

「それは一緒にゴールデンドーンに来てくれるということか」

「そのつもりだ」

　とても嬉しい話だった。

「現実問題として、ひょうたん沼の汚染が酷い。いや、それだけでなく、最近魔物の数が異常に増えていた。どのみち、ここに長くは留まれなかっただろう」

「そうだったのか。しかしそうなると、こんなご馳走を出してよかったのか？」

「保存性の高いものは出していない。森で手に入る食材か、足のはやい魚などを中心に出したから気にするな。なにより勇者をもてなさねば、我らの沽券に関わるし、戦士たちを労いたい気持ちもある」

「ならいいんだ」

　ちゃんと考えたうえでの宴なら、ありがたくご馳走になろう。

　あとシュルル、真面目な話してるから、腕にしがみつかないでね？

　信じられねぇ。腕が埋まりやがる……！　どこにとは言わない。

「あー、えっと、そういえばなんでレイドックでなく俺に言うんだ？」

「もちろん最初はレイドックの所に行った。だが、こういう話はクラフトとしてくれとのことだ」

「あー」

　あの野郎、面倒なのは丸投げかよ！

　まぁ、魔術師は考えるのも仕事だからな。正確には錬金術師だが。

　あとシュルルさん顔が違いです！

　鼻息が耳元に当たってくすぐったいの！

　おいこらジュララ！

　妹に対して言葉遣いだけでなく、態度も注意しろよ！

　いくら俺が男女の恋愛とかまるっきり不得手でも、さすがにシュルルが俺に言い寄ってるのはわかるぞ!?

　それでいいのかジュララ！

「しかし、それにしても戦士たちの帰還が遅いな」

　残念ながら、ジュララが気になるのはシュルルの態度ではなく、仲間のことである。

「そうなのか？」

「ああ。持っていった食糧の量を考えるとな。現地で狩りでもしてるのかもしれんが……」

「心配だな」

「うむ……」

　そこで考え込むジュララ。

　魔物がいる洞窟って、もしかしたらダンジョン化してるんじゃないのか？

　ダンジョンにはいくつか種類があるが、異空間化している場所はやっかいなことが多い。

「明日の朝までに戻ってこなければ、探しに行ったほうがいいだろう」

　俺の言葉に難しい顔を浮かべるジュララ。

　漠然とだが、彼らの表情が読めるようになってきたぞ。

「それはそうなのだが、戦力が足りない。もともと最低限の防衛戦力しか残していなかったからな」

「バロンにやられたのはそれも理由か」

「そう思いたいが……マヒ毒を防ぐ手立てがなかったのだ。言い訳だろう」

　自分たちを冷静に分析できるのだから、ジュララが一流の戦士であることがわかる。

　なんとなくリザードマンとかって「自分が最強！」とか言って、人の話を聞かずに失敗を認めない種族かと思ってた。

　うん。偏見もいいところだな。反省。

「なら、道案内をつけてくれ。俺たちが明日いくよ」

「なに？　さすがにそこまでしてもらうつもりは……」

「戦士たちと合流しないと、ゴールデンドーンに移住するかどうかが決まらないんだろ？　話し合いが終わらないと、俺たちも動けないからな。それに洞窟がダンジョンだったら興味もある」

「興味？」

　ジュララが片目だけを大きく開く。

「ああ。もともと調査の旅なんだよ。貴重な物や金属を探してる」

「なに？　それなら洞窟になにかあるかもしれんぞ」

　俺は思わぬセリフに、思わず身を乗り出す。

「どういうことだ？」

「洞窟を見つけた経緯なんだが、古い伝承を検証して探したからだ。その伝承によれば、なんらかの金属があると伝わっている。もし武器になる金属が見つかれば、食糧不足の解消や、魔物退治に利用できるだろうと、探索に出たのだ」

　それはびっくりである。

　どうも、複数の部族に伝わる伝承をかき集めることで、場所を特定できたようだ。

「そうか……貴重な鉱山だとしたら、俺たちには教えられないか」

　一族に伝わる大事な場所であれば、よそ者に教えられないだろうと、俺が諦めて首を振ったのだが、ジュララはそれを否定した。

「いや、そもそも俺たちリザードマンは鉱山に興味がない。ダンジョンの種類によっては原石や金属そのものが転がっている場所があるだろう。俺たちはそれらを加工するのが精一杯なんだ」

　なるほど、鉱山を掘って採掘するのに向かない種族らしい。

　沼のそばに住んでいることからも、想像できる。

「伝承を頼りに見つけた洞窟なんだが、魔物の巣となっていたからな。中の調査はしていないが、なにかしらの金属はあるんじゃないのか？」

「入る許可はもらえるのか？」

「もともと、この地を離れる可能性も考えて、武具を揃えるためだったのが大きい。俺たちは鉄くらいしか加工できんから、クラフトたちが使える金属を教えてくれるのなら、むしろ助かる」

「そういうことなら、金属のエキスパートがいるから安心して任せてくれ」

「ふむ」

　俺とジュララが同時にリーファンに目を向ける。

　なんか女性のリザードマンにもみくちゃにされていた。

「身体は小さいが、見事な盾と鎚の使い手だった。ノームとドワーフが優れた戦士であり鍛冶師であるという伝承は本当だったんだな」

「俺も最初に見たときはびっくりしたもんさ」

　ジュララはしばし沈黙したあと、ゆっくりと言葉を紡ぐ。

「……俺は人間の町を、何度か見たことがある」

　視線をジュララに戻す。

「村長の一族は、伝承を守ると共に、人間の様子を見ることが許されている。もっとも地方の小さな集落を遠目に眺めた程度だがな」

　リザードマンたちは、人間との接触を禁じられていたらしい。

　どれほど長い間、その決まりが守られていたのかはわからない。

　ジュララによれば、古い伝承ほど、亞人や獣人差別は酷かったと伝わっているそうだ。

　人間との接触を禁じることは、身を守るのに当然の決まりだったのだろう。

「だが、そのときは人間がそこまで酷いやつには見えなかった。小さな集落だったから、亞人がいなかったのも確かだがな。それに俺たちはお前たちに出会った」

　ジュララが真っ直ぐに俺を見る。

「クラフト、お前たちは間違いなく勇者だ。勇者が生まれる種族ならば、毛嫌いしてもしょうがあるまい」

「……」

　俺は上手く答えられなかった。

　正直、悪いやつはいっぱいいるのだ。亞人差別だって、酷いところは本当に洒落にならない。

　むしろカイルの治めるゴールデンドーンが異質なのだ。

　だから、安心して来てくれとは、口に出しにくい。

　だが、それでも。

「大丈夫だ。俺に任せとけ」

　あえて、そう口にした。

　ああ、なんとかしてやる。

　カイルもゴールデンドーンも大丈夫だろう。

　そこで確実にリザードマンの地位を確立すればいいだけなのだから。

　ただ、大丈夫だと言うだけでは逆に不安だろう。俺は彼らが気に入られそうな案を出す。

「そうだな。もし何かしらの金属や貴重なアイテムが見つかったら、リザードマンたちからの贈り物ってことにすれば、さらにやりやすいだろう」

　ジュララが頷く。

「俺たちリザードマンは、武具に必要な鉄さえ確保できればいい。他になにか見つかったのなら、好きにしてくれ。そもそも勇者に対する報酬が少なすぎるからな」

　金属類が見つかるかはまだわからないが、快諾してくれる。ジュララも人間の世界に行ったら、どのような立場になるのか、ある程度理解しているのだろう。

「よし。じゃあ明日になったら洞窟に向かうぜ」

　ジュララが満足げに頷いて、シュルルに視線を向ける。

「よし。案内はシュルルに任せる」

「やった！」

「言葉遣い！」

「もう……！　わかりましたー！」

　舌を出すシュルルにため息を吐くジュララ。

　だから！　言葉遣いより！　態度を！　叱って！

　さっきから兄の前でずっと男の腕にしがみついてるのよ!?

「じゃあ、私たちのこと、もっと教えてあげるね。……もちろん朝まで」

　もう！　半分！　覆い被さってるというか、半ば襲われてね!?

「お！　俺はもう寝るから！　明日はよろしく頼むなシュルル！　また明日！」

「あんっ！」

　俺は半ばシュルルを振りほどきながら、猛スピードで与えられた部屋に向かう。

　途中、リーファンがもんの凄い冷たい視線を投げてくる。

「ふーん？　クラフト君モテるんだねぇ？」

「リーファン。それはレイドックに言え」

　ふとレイドックを見れば、エヴァとソラルだけでなく、沢山の女リザードマンに囲まれていた。

「レイドックさんがモテるのは知ってるからね」

「まぁ……そうだな」

　すると、子供に囲まれていたジタローが血を吐く勢いで叫んだ。

「くっ……！　みんなみんなもげちまえばいいんすよ！」

　お前だってモテモテだろう。子供にだが。

　それにしても、ほとんどトカゲの見た目の子供もいるし、人間とあまり変わらないやつと、ばらばらだな。

　どういうわけか、ジタローはリザードマンの子供に好かれていた。

「ジタロー！　もげるってなにがー？」

「ジタロー！　ボール取って！」

「ジタロー！　だっこ！」

「ジタロー！　おかわりー！」

　次々と子供に抱きつかれるジタローが泣きながら叫んでいた。

「納得いかないっすー！」

　うん。頑張れ。

　俺はジタローを無視して、部屋に引っ込む。

　なぜか扉には鍵がついていなかった。他の部屋にはあったはずだが……。

　俺は魔法で、扉を氷漬けにして出入り不能にする。

　不思議なことに、夜中何度もドアの突破を試みるような音が続いたが、きっと気のせいだ。

　ぐすん。寒い……。

　俺は毛布に包まってなんとか眠るのであった。











女の子は好きだけど、経験がないって話






「さあ行きましょう！　クラフト様！」

　もちろん俺の腕にがっつりと絡みついているのは、シュルルである。

　伝承の洞窟に向かうため、全員が集まったのだが、道案内であるシュルルがこれだ。

「あの、シュルルさん？　これだと歩きにくいんですが……」

「じゃあこうするね！」

　ひょいっと、なぜかお姫様抱っこされた。

　俺が。

「ぶふーっ！」

　ジタローが吹いた。

　あとでゼッテーしばく！

「シュルル!?　お願いだから降ろして!?」

「これなら歩かなくてもすむでしょ？」

「いやいやいや！　ほら！　シュルルが疲れちゃうし！」

「大丈夫！　クラフト様のスタミナポーションを飲んでるから！」

「そうじゃなくてね!?」

　半ばパニックで、どう止めさせたらいいのかまるで思いつかない。

　リーファンが苦笑しながらため息を吐いた。

「クラフト君。素直に恥ずかしいって言えばいいんじゃないかな？」

「ふぇ？　あ、ああそうだな！　シュルル！　めっちゃ恥ずかしいの！　お願い降ろして！」

　するとシュルルが不思議な顔をする。

「私は平気だよ？」

「俺が恥ずかしいの！」

「そっか……しょうがないなぁ」

　しぶしぶといった感じで俺を降ろしてくれた。

　シュルルがすかさず腕に抱きついてきそうだったので、俺は全力でジタローの横に移動した。

　すると彼女は残念そうに指を咥えてこちらを見ていた。

　待って、シュルルさん！

　君のことは嫌いじゃないけど、そこまでグイグイ来られると逃げたくなるの！

「レイドック！　準備ができたから出発しよう！」

「お、おう。そうだな」

　助けを求めるようにレイドックに近づいたら、こいつはこいつで左右にソラルとエヴァを連れてやがる！

　レイドックを挟んで睨み合ってて怖いんだけど！

「さあ行きましょう！　レイドック様！」

　なぜかエヴァが宣言する。

　なんかさっき同じようなセリフを聞いた気がする。

　そしてエヴァがガラリと表情を変え、ソラルのほうを向いた。

「ソラルさん。レンジャーが指揮官の横にいる必要はないと思いますよ？」

「あんたもくっつく必要はないんじゃない!?」

　ばちばちと音がしそうな視線のやり取りに、思わずひくついてしまう。

「みんな！　出発だ！　隊列を組め！　ソラルが先頭斥候、シュルルはジタローと一緒に道案内！　エヴァはクラフトとマリリン、それにバーダックと一緒に中央！」

「私はレイドック様と一緒にいたいのですが……」

「俺は遊撃だから！」

　困ったように叫ぶレイドック。

　そのモテっぷりに、思わず呪詛が零れてしまった。

「もげちまえ」

　するとジタローがジト目を向けてきやがる。

「クラフトさんも同罪ですぜ？」

「うるせー」

　今まで実力皆無の貧乏魔術師だったから、擦り寄ってくる女なんていなかったけど、最近はちょっと事情が違うんだよな。

　そりゃあ！　女の子には興味あるけどさ！

　いろんな意味で経験ないから、どう対処していいかわからないし！

　何より、将来ずっと一緒にいる人を決めるなんて、簡単にできない！

「え？　クラフト君って結婚願望があるの？」

　心の叫びの一部を口に出していたようで、リーファンが目を丸くしていた。

「リーファン……。いや、そういうわけじゃないけど、付き合うならそこまで考えなきゃダメだろ？」

「あーうん。そうだね。真面目なんだね」

　なんだろう？

　間違ったことは言ってないはずなのに、微妙に同情っぽい視線を向けられたんだが……。

　いや、気のせいだな！

「クラフト！　行くぞ！」

「すまんレイドック！　今行く！」

　俺は緩んだ空気を払拭すべく、声を大にする。

「みんな気持ちを入れ替えて、真面目に隊列を作ってくれ！」

　リーファンが口を尖らせる。

「私は準備できてるよ」

　うん。リーファンは真面目にやってた。認める。

　エヴァもしぶしぶこちらにやってきたので、俺たちはようやく出発した。
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　森をしばらく進むと、先頭を歩いていたシュルルが、跳ねるように戻ってきて抱きついてくる。

「あそこに見える洞窟だよ！」

「シュルル！　いちいち戻ってこなくていいから！」

　俺たちは一度集まって、念のため離れた場所から様子を窺う。

　ソラルが斥候として、安全確認をしてくれている。

「外から見た感じは何もなさそうだな」

　レイドックの呟きに、俺は頷く。

「ああ。しかしリザードマンの戦士が戻ってこないってことは、中が異界化してるのか？」

「だとしたら少しやっかいだな」

　異界につながったダンジョンは、見た目からは規模が予想できない。

　ダンジョンにはいくつかパターンがあり、中に入ればある程度予測はできるので、入ってみるしかないだろう。

　逆に、異界化していない洞窟であれば、中に強力な魔物が住み着いている可能性が高い。でなければ戦士たちが戻ってこないというのは不自然だろう。

　そんな話をしていると、ソラルが戻ってきた。

「お待たせ。やっぱり異界化してるわね。ただ洞窟タイプのダンジョンだから、少し広いかもしれないわ」

「洞窟タイプのダンジョンか。資源はありそうだな」

　洞窟タイプの異界化ダンジョンは、自然の洞窟に似た形状をしている。このタイプは広さが予想できず、とんでもない広さを持つものも多い。

「戦士たちは、異界化してるのがわかっても、村に戻らなかったのか？」

　そこでシュルルが俺の腕を掴む力を弱める。

「今まで異界化したダンジョンを見つけられたのは、数えるほどしかなかったから。それも戦士たちで攻略できたって聞いてる。だからここも大丈夫だと思ったんじゃないかな？」

　なるほど。今まで見つけたダンジョンは、あまり大規模や危険なものがなかったのか。

　リザードマンの人口を考えると、異界化ダンジョンを見つけることも稀だろう。

「まずいな。ダンジョン探索に慣れていないと、罠に掛かってる可能性もあるぞ」

　シュルルが驚いて顔を上げる。

「え？　ダンジョンに罠なんてあるの？」

「そうか。今までそういうダンジョンにあたったことがないんだな。緊急を要するかもしれん。このまま潜ろう」

「それはいいんだが、シュルルは村に戻ったほうがいいんじゃないか？」

「私だって身を守るくらいできるよ！」

　レイドックが頭の後ろを掻いた。

「……一人で戻すのも不安だな。戦士たちが持っていった食糧の量を考えると、今から村に戻るのは時間が掛かりすぎる。それにシュルルがいないと、人間の俺たちは信用されないだろう」

　その問題があったか。

　レイドックがシュルルの正面から目を見る。

「シュルル。絶対に戦闘に参加しないことを約束するなら、連れて行く」

「クラフト様くらい守れるよ！」

「あー、わかった。クラフトのそばにいてくれ。クラフトの指示なしでは絶対に戦闘に参加するなよ」

「はい！」

　ちょっ!?

　もちろんシュルルを守るのに異論はないが、くっつかれると動きにくいの！

　特に柔らかい部分が気になって！

　彼女は俺を守るつもりらしいけど、守られるつもりはないからね!?

　またもリーファンがとても冷たい視線を投げてくる。

「クラフト君……これはマイナ様にも報告しなきゃだね」

「なんでそこでマイナ!?」

　俺は腰にぶら下がっている、マイナからもらった不気味なウサギのぬいぐるみを撫でる。

　そうかあれか、カイルと違って不出来な兄貴の様子を告げ口する的な！

　俺は頼られるお兄ちゃんになりたいのに！

「と、とにかくシュルル！　こっからのダンジョン探索はちょっとしたことで命に関わるから、抱きつくのはやめてくれ！」

「はーい」

　シュルルは腕を解いて、ぴょこんと一歩下がってくれた。

　これがジュララ兄ちゃんくらいトカゲに近い体つきだったら、気にならないけど、ほとんど人間と変わらないうえに、おっぱいが目立つから、どうしても意識しちゃうんだよ！

　そこでようやくリーファンが助け船を出してくれる。

「シュルルさん。本当に異界化したダンジョンは危険だから、中に入ったら抱きつくのは禁止だからね」

「わかった。かわりに私がクラフト様を守る！」

「熱意は買うけど、無理はしないでね」

　シュルルが入れ込みすぎていて、少し不安だが、線引きはちゃんとできるようだ。

「よし、隊列を狭せばめて中に入るぞ。全員油断するな」

「「「おう」」」

　それまでの弛緩した空気が、途端に締まったものになる。

「リーファンもダンジョンにはまだ慣れてないだろ、俺かレイドックの指示を守ってくれ」

「うん。頼りにしてるよ、クラフト君！」

「おう、任せろ」

　俺たちはこうして異界化したダンジョンに潜っていった。

　この村に来る途中で見つけ、攻略したダンジョンとはかなり様子が違っている。先に見つけたダンジョンの内部構造は石壁でできた建物型だったが、今潜っているのは洞窟型である。

　このタイプは見通しが悪く、迷いやすいのが特徴だ。

「リザードマンたちは、途中で罠に引っかかって、奥に逃げちゃったみたいね」

　ソラルがすぐに罠を見つけ、そう結論づける。

「足跡は追えるか？」

「任せて」

　痕跡を辿り、奥に入っていくと、次々と魔物が襲いかかってきた。

　何を食べて生きているのかすら不明だが、沢山の魔物が生息しているのは、異界化したダンジョンの最大の謎であり、常識である。

　昔なら裸足で逃げ出す難度のダンジョンだったが、レイドックパーティーとキャスパー三姉妹に俺、リーファン、ジタローの揃っている状態ではピクニックと変わらなかった。

「クラフト様ぁああああ！」

「レイドックしゃまぁああああ！」

　……。なんかこう、もう少しシリアスになれないものか。

　罠はソラルが解除していき、魔物は出てきたと同時に瞬殺。

　特に苦労することもなく、リザードマンの足跡を追っていくことができた。

　そして奥に、洞窟には不自然な巨大な扉がこれ見よがしに鎮座している。

「たぶんリザードマンはこの中だと思うわ」

　ソラルは罠を慎重に調べた後、扉に耳を当てた。

「……！　中から戦闘音がする！　かなり大規模！」

　レイドックが舌打ちする。

「ちっ！　確認する余裕はないな！　突っ込むぞ！」

「「「おう！！！」」」

　戦士のモーダとレイドックが扉を蹴り開けると、そこは広い空間になっていた。

　予想どおり、大量の魔物とリザードマンが戦闘を繰り広げているところだった。

　シュルルが飛び出して叫ぶ。

「みんな！」

　血だらけのリザードマンたちが、こちらに顔を向ける。

「シュルル!?　人間!?」

　どうやら一刻の猶予もないほど、リザードマンたちは追い込まれているようだった。











まるで冒険者時代に、戻ったみたいだよなって話






　これはあとで聞いた話である。

　リザードマンの戦士たちは、伝承の洞窟に向かっていた。

　複数部族の伝承をかき集めたことで判明した場所である。

　リザードマンの存続をかけて、彼らは洞窟に足を踏み入れたのだが、そこはダンジョン化していた。

　戦士の何人かは過去にダンジョンに潜ったことがある。

　経験上、中は狭く、一番奥に貴重な品が納められていたので、彼らは魔物だけを警戒して進んでしまう。

　だが、このダンジョンには数々の罠が仕掛けられていたのだ。

　この手の罠に慣れていないリザードマンたちは、導かれるように、魔物の大群が控える大広間へと誘導されていったのだ。
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　扉を抜けると、やはりリザードマンの戦士たちは、大量の魔物に囲まれていた。この手のダンジョンではよくある罠だが、見事に引っかかってしまったようだ。

　彼らが悪いのではない、知識がなかっただけの話である。

　部屋の広さはカイルの屋敷か、教会の敷地ほどあり、かなり広い。

　自然洞窟タイプのダンジョンなので、扉を抜けたらだだっ広い部屋には驚くだろう。

　おそらく、リザードマンたちが部屋に入ったときは、数匹の魔物がいるだけだったと思われる。それらを深追いして、部屋の中心近くまで踏み込むと、四方八方の隠し通路から魔物が湧き出すという寸法だ。

　部屋の隅に追いやられ、辛うじて身を守っていたリザードマンたち。

　レイドックは即座に叫んだ。

「キャスパー姉妹はすぐに彼らを援護！　残りは敵の殲滅！」

「「「了解！！！」」」

　するとエヴァが半歩踏み出した。

「道を開きます！　〝白色熱線〟!!」

　彼女が放ったのは、光と炎の混合魔法で、白く輝く光線を撃ち出す魔法だ。

　直進性が強く、まわりに被害を出しにくい魔法だが、魔力消費が大きい。

　広い部屋を数百の魔物が埋め尽くしていたため、白色熱線はまるで絨毯を切り裂くように、リザードマンの正面までの敵を焼き、蒸発させた。

「エヴァ！　魔力回復薬の残りを考えろ！」

「大丈夫！　今からは控えます！」

　レイドックが焼けた道に視線を向ける。

「よし！　エヴァが切り開いた道を辿ってリザードマンたちの前に出るぞ！」

　魔力回復薬マナポーシヨンの材料が尽きたので、錬金することができなかった。手持ちも数本しかない。

　先のカエル戦でほとんどを使ってしまったので、魔力の消費はよく考えないとまずい。

　俺たちは白色熱線によってできた、焼けた道の上を疾走し、リザードマンが追い込まれていた部屋の隅まで一気に移動する。

「シュルル！　彼らに状況説明を頼む！」

「うん！」

　俺の横で槍をふるっていたシュルルが、リザードマンたちへと駆け寄る。

　彼らのほとんどは傷ついており、もう少し到着が遅かったら死者が出ていたところだろう。

「シュルル！　人間と一緒とはどういうことだ!?」

「細かい説明はあと！　このことは村長も兄さんも承知してるから！」

「なんだって!?」

「彼らは強いから、みんなは身を守ることだけに専念して！　怪我が酷い人はヒールポーションを！　軽い人はマリリン……あのおっぱい聖女の治癒魔法を受けて！」

「おっぱ……本当に村長の許可があるんだな？」

「約束する」

「わかった！　みんなシュルルの言うとおりに！」

　文句を言いたそうな戦士もいたようだが、シュルルの話し掛けたリーダー格が指示することですぐに動き出す。

　よかった。ここで後ろから味方に攻撃されたら洒落にならなかったからな。

　それにしてもおっぱい聖女て……。

　たしかにシュルルよりでかいかもしれんけど。

　まぁ間違ってはないな。うん。

「よし！　モーダは姉妹のフォロー！　リーファンは中衛を守れ！　ソラルとジタローは撃ちまくれ!!」

「あいさ！」

「ジタロー！　レイドックに当てないでよ!?」

「任せてくだせぃ！　どりゃああ！」

　二人の弓矢が包囲する魔物に穴をあけていく。

　すると治療を受けていたリザードマンがぼそりと呟いた。

「凄い……たった二人で魔物をすり減らしていく」

　そこに蒼い閃光が閃いた。

「さて、俺も全力を出させてもらうか」

　もちろん、レイドックである。

　やつの剣が閃く度に、何体もの魔物が細切れになっていく。

　まあ、魔物っても、オークやジャイアントスパイダーとかだからな。数がいくら揃っていても俺たちの敵じゃない。

　俺も魔力に負担をかけない程度にレイドックをフォローする。

「背中がお留守だぜレイドック！　〝風刃千刻〟!!」

　レイドックの裏を突こうとしていた魔物の集団を、風の刃で一掃。

　するとやつはニヤリと笑った。

「はん！　お前が大人しくしてるタマかよ！　背中は任せた！　ただ魔力には注意しろよ！」

「言われるまでもない！」

　俺はポーション瓶を差し込んでいるベルトを撫でる。

　そうだ、カエル戦では出番のなかった錬金兵器を使ってみるか。これなら魔力消費がほとんどない。

「レイドック、どけ！」

「おう！」

　レイドックはどうしてと言い返すこともなく、さっと横に移動してくれる。いつの間にかツーカーの仲になっていて、少し笑みが零れそうになる。

「喰らえ！」

　俺はナイフを投擲する要領で、ポーション瓶を投げる。

　魔力で調整され、ちょうど魔物にぶつかると同時に瓶が弾け、中身が飛び出した。

　そして空気に触れた瞬間、何十倍もの体積となって、魔物を包み込んだ。

「なんだこりゃ!?」

「触るなよ、レイドック！　そりゃトリモチだ！」

「なんとまぁ……おお！　勢いあまってぶつかったやつまで巻き込まれてるぞ！　ははは！　こりゃ楽だ！」

「あんまり沢山使うと、味方も巻き込むのが玉にきずか」

「よし、クラフト！　仲間を巻き込まないよう、奥のやつらに投げてやれ！」

「了解！」

　こっそり作って置いた、錬金トリモチは成功のようだ。

　もちろん、同時に溶かし薬も作ってあるので、敵の一時捕縛にも使えるだろう。

　顔にぶつかってしまうと窒息してしまうので、人間相手に使うのは少し迷うところだ。

　だが、魔物相手なら、遠慮することはないな！

「クラフト！　もう少し広い範囲で使えないか？」

　バーダックが背後にやってきて、敵の固まっているあたりを指す。

　魔術師の紋章を持たない魔法使いであるバーダックは、魔法を無駄撃ちしないよう努めている。その彼がこう聞くのだ、意味があるのだろう。

「できるが、それだと粘着力が弱くなって、すぐ逃げられるぞ」

「一瞬で構わん」

「ちょっと待ってくれ」

　俺は錬金トリモチのポーション瓶を手のひらに置き、錬金魔法を追加する。

「〝錬金術：効能希釈容量増大〟」

　使ったのは錬金薬を薄めてかさ増しする錬金術だ。

　錬金釜を使えば大量にできるが、今は魔法のみで錬金しているので、ポーション瓶一つずつやるくらいしかできない。

　戦闘中だしな。

　素材がなく、紋章の囁きが少なかった始めの頃は、こんな感じで錬金してたなぁ。

　この錬金術は、薬の量を増やすものだが、少しアレンジして空気に触れたあとの体積が増えるようにした。

　先ほどより、広く大量にトリモチがまき散らされるかわりに、トリモチの効果は弱くなっている。

「よし！　いくぞバーダック！」

「頼む！」

　俺はレイドックたちが数を減らしている前線の背後に、錬金トリモチ改を投げた。先ほどと違い、魔物の頭上あたりで破裂させると、十匹近くの魔物を覆うようにトリモチが広がった。

「投網みたいだな」

「よくやったクラフト！　くらえ！　〝業炎弾〟!!」

　バーダックが使える最上位になるだろう、爆炎魔法がトリモチで動けなくなっている魔物たちの中心で爆発した。

「おおそうか！　トリモチで逃げられなくなったやつらが一網打尽か！　頭いいな、バーダック！」

「ふっ。クラフトの作ったものが良かっただけだ。もう一発いくぞ！」

「おう！」

　新たに敵集団を殲滅すると、余裕ができたのか、リーファンが少し力を抜いて横に立つ。

「クラフト君、気づいてないかもしれないけど、これ結構凄い発明だよ」

「そうか？」

　味方も巻き込むような兵器は使い所が難しいだろ。

　巨大ガエル相手に使う気にはならんかったからな。あの巨体だと動きを抑えきれないだろうし、身体にトリモチがついた状態で、俺たちに迫られたら洒落にならん。

「それ、逆に言えば、今みたいに使い所を考えれば、凄く使えるってことだからね？」

　なるほど。一理ある。

　そんな感じで、この手のダンジョンでたまに見つける、大量の魔物が潜んでいる部屋だったが、俺たちはたいした時間もかけずに攻略を完了した。





◆　◆　◆






　リザードマンの戦士たちが、マリリンとベップの治療を受けている。

「すげぇ……なんなんだ、この人間たちは」

「一〇〇をゆうに超える数だったんだぞ？　信じられん」

「三〇〇はいたんじゃないか？」

「さすがにそこまではいなかっただろ」

「どちらにしてもこの数の魔物を短時間で傷一つなく倒すとは、人間は恐ろしいな」

　いやいや、さすがに王国にいる平均的な冒険者と一緒くたにされても困るぞ？

　もっとも彼らには、平均的な人間の強さなどわかっていないだろう。

　いちおう教えておこう。

「あー、皆さん、自画自賛じゃないけど、あの青髪の剣士を中心にした俺たちは、王国……人間の中でもかなりできるほうだからな」

　自分で言っていて恥ずかしい。

「そう、なのか？」

「ああ。でもなければ、人間の生存圏から遠く離れた森に入ってくるのは難しいだろ？」

「たしかにそうだな」

　その言い方で、通じてくれたようだ。

「人間、礼を言うよ」

「ああ。こちらも村では世話になったからな。そうだ、沼で起きたことは聞いたのか？」

「シュルルから聞いた。パラライズバロンフロッグの大軍と、タイタンデュークフロッグが出たらしいな」

「ああ。みんなで力を合わせて撃退したんだ」

「そうか……俺たちがいない村を守ってくれたんだな。改めて礼を言う」

　リーダーだろうリザードマンと固く握手を交わす。

「素敵だったよ！　クラフト様！」

　ズドーンとシュルルが飛びついてきた。

　胸から。

「ちょ!?　シュルル!?」

「やっぱりクラフト様は最高！　戦士の中の戦士だね！」

「魔術系でも、戦士って言うのか？」

「勇気あるもののことを戦士という。クラフト、君は間違いなくそうだろう」

「あ、ありがとう」

　戦士のリーダーに褒められてくすぐったく思うが、柔らかい感触のせいで、感動を噛みしめられないの！











最後はやっぱり、お宝だよなって話






「クラフト君！　お宝タイムだよ！」

　リーファンが目をきらきらと輝かせながら走り寄ってきた。

　ダンジョンと言えば、お宝だろう。

　しかも今回は自然洞窟型の異空間ダンジョンだ。鉱石関係のお宝がある可能性が高い。

　リーファンの興奮は当然のことといえよう。

「おう！　リーファンは鉱石探しの秘密兵器、ダウジングティアドロップを使って探してみてくれ！」

「うん！」

　リーファンは早速ティアドロップを取り出すと、ダウジングを始めた。鉱石の知識が豊富な彼女が扱うと、よりレア度の高い鉱石を見つける確率が高くなる。

　彼女を横目にレイドックがソラルに手招きした。

「ソラルもこの部屋の探索を頼む」

「わかったわ」

　レンジャーであるソラルが、ダンジョンお約束の隠し部屋を探し始める。この手の魔物が沢山出てくる罠の部屋には、お宝が隠されていることが多い。

　カミーユ、マリリン、ベップ、シュルルがリザードマンの治療や相手をし、残りのメンバーが魔石や素材などを集めて回る。

　俺も手伝うか。

　近くの魔物に短剣を突き立てると、レイドックが寄ってきた。

「クラフトは少し休め」

「だが……」

「お前はやることが多すぎるんだ。雑用くらい任せとけよ」

　もともと雑用で生き延びてきた俺だ。じっとしているのは性に合わない。

「そういうお前だってリーダーなんだから、やることだらけだろうに」

「剣士と魔術師を一緒にするなっての。鍛え方が違うぜ」

「魔術師じゃねーけどな」

「茶化すなよ。錬金術師の戦い方はずいぶん面白いな」

　トリモチや回復アイテムのことを言っているのだろう。

「ジャビール先生は研究メインで戦闘はからっきしらしいからな。戦い方は試行錯誤するしかないんだ」

　一度先生に錬金術師の戦い方を尋ねたのだが「錬金術師は戦わんのじゃ」とのことだった。

　先生が言うのであれば、普通はそうなのだろう。

　なら、普通じゃないのは俺のほうなので、我流でも努力するしかない。

「レアな紋章ってのも苦労するんだな」

「なに。楽しい苦労ってやつさ」

　俺が笑みを向けると、レイドックもニヤリと笑う。

「ならいいんだ。とにかくお前は少し休め」

「……わかった。そうさせてもらう」

　素直に休息するつもりだったが、それより先にソラルの声が部屋中に響いた。

「隠し扉を見つけたわ！」

「なに!?」

「やはりあったか」

　俺は座る間もなく、ソラルの所に駆け寄る。もちろん全員が集まってきている。

　リザードマンたちはすでにシュルルに説明され、俺たちが戦利品を持って行くことを知っているので、少し遠巻きに、興味深そうに様子をうかがっていた。

「あんな所に隠し扉があったのか」

「人間はずいぶん簡単に見つけるんだな」

「俺たちだけだったら見落としてたぞ」

「戦闘だけじゃなく、調査まで得意とは、凄い連中だ。人間は全てこれほどやるのか？」

「シュルルの説明だと、彼らが特別らしいが」

「恐ろしくもあるが、頼もしいやつらだ」

「ああ。命を救ってもらったことを別にしても、仲良くするべきだろう」

　人間との接触を禁じていたリザードマンたちだが、どうやらある程度は好印象を与えられたようだ。

　このまま良好な関係を築けるといいな。

　彼らの会話を聞きつつ、ソラルの様子をうかがう。

「……うん。罠はなさそう」

「この部屋の魔物が罠だからな。扉にまで仕掛けられてたら陰険すぎる」

　レイドックに向かって、ソラルが肩をすくめた。

「たまにあるけどね……。開いたわ」

　レイドックが表情を引き締める。

「よし、俺とカミーユが先頭で入るぞ」

　ここでパーティーメンバーのソラルではなく、動きの速い接近職のカミーユを即座に指名できるのがこいつの凄いところだ。

　今回のように二～三パーティーで動くとき、ついつい自分のパーティーメンバーばかりを使ってしまうものだが、すでに仲間の能力を充分に理解しているのだ。

　レイドックは誰よりも優れたリーダーになる素質があるのだろう。

　二人が隠し扉の奥に踏み入り、中を確認。

「……大丈夫そうだな。ソラル、頼む」

「わかったわ」

　続いてソラルが中に入り、今度はレンジャーの視線から罠をチェック。こういう隠し部屋は危ないのだ。

「罠はないみたいね」

　俺も顔を覗かせると、ちょっと広めの会議室を思わせる、中途半端な広さの部屋。

　今までの自然洞窟風とは大きく異なり、人の手が入った建築物となっている。ダンジョンではよくあることだ。そして大半の場合、そこが終点で一番価値のあるお宝があるものだ。

　レイドックがしみじみと呟く。

「しっかし、このダンジョンってのはなんなんかね？　ここみたいに異界化したダンジョンは、必ずといっていいほどお宝が隠されてるよな」

「その謎が解けたら、国王陛下から表彰されるんじゃねーか？」

　そのくらい、ダンジョンに関しては謎だらけなのだ。

　俺とレイドックはお手上げと、二人で揃って手のひらを天に向ける。

「やっぱり敵……」

　一瞬、三姉妹の長女から、空恐ろしい言葉が聞こえてきたが、きっと気のせいだ。そういうことにしたい。

　俺は背後の視線から逃げるように、隠し部屋に足を踏み入れる。

　しっかりとした石組みの壁に、豪華なタンスや戸棚、重厚な机が並び、一見すると誰かの書斎か研究室と間違うような内装である。

　リーファンも部屋に入って、ティアドロップを使い始めた。

　部屋を見渡していると、ジタローが手近な引き出しを開けながら、先ほどの会話に乗ってくる。

「そもそもダンジョンっつーやつは、誰が作ったんでやすかね？」

「定説だと、大昔の魔法時代の遺跡ってことになるんだが、作られた目的はさっぱりだよな」

　ジタローと話していると、再びレイドックも会話に加わる。

「俺が聞いた話だと、昔の金庫ってのだな。大事なものを魔物に守らせてるっていう」

　その説なら、俺も知っている。

「冒険者なら一度は耳にするやつだな。定説だけど……少し気になるんだよな」

「なにがだ？」

　冒険者ギルドにいた人間なら、誰でも知っている話ではあるが、俺は昔からそれに疑問を抱いていた。

「いや、昔の魔術師がどれだけ凄いかわからんが、これだけのダンジョンを作り出す労力と、そこで見つかるお宝の価値が見合ってないような気がするんだよな」

「当時の価値観が違っただけじゃないか？」

　俺はうーんと首を捻る。

「完全攻略されていない巨大ダンジョンはともかく、時々見つかる小規模、中規模のダンジョンで見つかるアイテム。……魔法の剣とか杖とか若返り薬とか、当時それだけの価値があったのかなと」

「言われてみると……ダンジョンを作れるほど魔法が発達していて、それらの品が守るべき宝ってのは、たしかに違和感があるな」

「だろ？」

　レイドックはふむと頷いていたが、何かを思い出したらしく顔を上げた。

「待て、クラフト。それだとダンジョンを作ったのが全部、昔の魔導師って前提にならんか？」

「……あ」

　指摘されて気がついた。そういえば、なぜかその前提でものを考えすぎていたかもしれん。

「ダンジョンの多くが、昔の魔導師が作ったってのはほぼ間違いないらしいが、全部のダンジョンがってわけじゃないんだろ？」

「たぶんな。そうなると、本当にダンジョンってのがなんなのかわからなくなってくるぜ……」

「ああ」

　俺とレイドックが頭を抱えていると、ジタローが呆れた目を向けてくる。

「お二人とも難しく考えすぎっすよ！　おいらたちに大事なのは、お宝があるかどうかでがしょう!?」

　すぱーんと言い切るジタローに、俺とレイドックが毒気を抜かれ笑みが出る。

　うん。そうだな。大事なのは今あるお宝だ！

　気持ちを切り替えた瞬間、リーファンの歓声が聞こえた。

「きゃーーーーーー！　あった！　あったよ、クラフト君！」

　俺とレイドックとジタローが慌ててリーファンの横に行く。

「どうした、リーファン！」

「これ！　これ！」

　リーファンが目から星屑を飛ばしまくる勢いで瞳を輝かせて差し出したのは、金属のインゴットだった。

　しかも三種類。

　一つはわかる。ミスリルだ。

　ここからでも魔力がわかるほど高品質なのは珍しい。

　もう一つはおそらく……。

「もしかしてアダマンタイトか？」

「うんそうだよ！　精製済みの高品質アダマンタイトなんて初めてだよ！」

　リーファンは片手でインゴットを持っているが、とてつもなく重いらしいので間違って受け取らないようにしないとな。

「姉さん！　ちっと触らせてくだせぃよ！　……ほぎゃあああああああ!?」

　ひょいっとジタローが、リーファンからアダマンタイトをひったくるように受け取ろうとしたが、リーファンの手を離れた瞬間、アダマンタイトのインゴットはその質量に従って地面に落下。

　ジタローはしっかりとインゴットの左右を掴んでいたのだが、それが裏目になって、上半身がポキリとインゴットの落下に引っ張られる形となり、地面とインゴットに指を挟まれたのだ。

　うん。あれは痛い。

「うもぎゃあああああ!?　折れた!?　折れちまった!?」

　人間、予想外に重い物を渡されると、対処できない。

　とてとてと、キャスパー三姉妹の一人マリリンがやってきて、おっとりと杖を構える。

「ジタローさんー。治癒魔法しますよー」

「頼んます！　マリリンさん！」

　ジタローが、ばびゅーんとマリリンの前にしゃがみ込み両手を差し出す。なんかエロ犬が飼い主にまとわりついてるようにしか見えんぞ。

「それでリーファン。三つめのそれは……」

　そう、インゴットは三種類あるのだ。

　リーファンが息を飲んでから答える。

「うん。これ……オリハルコンだよ」

　伝説の魔法金属キタコレーーーー!!











旅は楽しいけど、故郷もいいよねって話






「おおおおお！　それが！　伝説の！　オリハルコン！」

　あまりに興奮して、つい叫んでしまったが、テンションが上がったのは俺だけではなかったようだ。

　レイドックもインゴットに飛びつく。

「オリハルコンのインゴットだと!?　本当かリーファン！」

　いつの間にかレイドックの横にいたエヴァもぼそりと零す。

「オリハルコンが使われている魔導具を師匠が持っていましたが、小さなオリハルコンが嵌められていただけで国宝級と言っていましたから……これだけのインゴットだとどれだけの価値があるんでしょうね？」

　レイドックは俺と同じく興奮し、エヴァは逆に青ざめていた。それだけこの価値をわかっているのだろう。

「よく考えると、オレファルコンって自己主張強い名前っすね」

　一人だけ名前を覚え間違えているやつがいたが無視。

「リーファンの姉さん、このオレファルコンってそんなに珍しい金属なんですかい？」

「うん。凄く貴重な金属だよ。今まで昔の魔導具……アーティファクト級の魔導具や装飾品に使われたのしか見つかってないんだって。インゴットで見つかったのは初めてなんじゃないかな？」

　ジタローが目を丸くして叫ぶ。

「凄いじゃないですかい!!」

「だから凄いんだってば！」

　俺は苦笑して、二人に割り込む。

「漫才はそのくらいにして、俺にも鑑定させてくれ！」

「うん！　もちろんだよ！」

　リーファンからオリハルコンのインゴットを受け取ると、ずっしりと重さを感じる。

　鉄と同じくらいの重さだろうか？

「よし……〝鑑定〟」

　鑑定の魔法を発動した瞬間、黄昏の錬金術師の紋章から、一気に知識が流れ込んできた。

　予想どおり、今まで知らなかった知識が一気に脳に流れ込んでくる。

　いわゆる「紋章の囁き」だ。

　あまりに大量の知識を一度に得ると、しばらく動けなくなることもある。

　今回はふらつくほどではないが、久々の感覚だ。

「クラフト君？」

「……いや、なんでもない」

　素早くリーファンと視線を交わす。おそらくリーファンは気がついたはずだ。俺にオリハルコンに関する情報が、紋章の囁きから流れてきたことを。

　だが彼女は詳細を聞いてこない。お互い無言で頷き、囁きで得た知識は公開しないことを決める。

　安易に広げていい知識とは思えなかったからだ。

　そりゃあそうだろう。

　伝説にして謎の金属オリハルコンが、まさかミスリルとアダマンタイトの合金だったなんて、簡単に発表できるものではない。

　もちろんそれだけではなく、オリハルコンが持つ特殊な能力に関しては、信用できない人間に教えられるようなものではなかった。

　こいつぁ、カイルとの相談案件だな。

　おそらくリーファンも、オリハルコンを触り、鑑定したことで、加工するための知識は得たと思うが、何も言わないところをみると、同じ考えなのだろう。

「レイドック。念のため確認しておくぞ。今回カイルから依頼された調査の旅で得た金属は、カイルに提出で合ってるな？」

　俺の口調に何かを感じたのか、レイドックは明言する。

「ああ、間違いない」

「みんな、すまないがオリハルコンを手に入れたことは他言無用で頼む」

「リザードマンの村長には俺から伝えよう」

「頼む、レイドック」

　幸い隠し部屋に入っているのは人間だけだ。

　あ、いや、もう一人いたわ。

　なぜか俺のすぐ背後にいたシュルルに振り返る。

「すまないシュルル、村長にはちゃんと伝えるから、他のリザードマンたちには……」

「うん！　二人だけの秘密だね！」

　何をどうやっても二人だけの秘密ではないが、身体全体からハートマークを飛ばしているシュルルに言い直す意味はないだろう。

　なんでこんなに好かれたんだ？

　悪い気はしないけど、ここまでグイグイこられると、恋愛初心者の俺にはきついんだよ！

　あああああ！　さりげなく背中にくっつかないで！

　当たってる！　当たってるから！

　俺は慌ててジタローに縋るようにシュルルから逃げ出した。

「ジタロー！　他に何か見つかったか!?」

　するとジタローから冷めた視線が向けられる。

（クラフトさんー、なんで逃げるんですかい？　おっぱい好きでやしょ？）

（もちろん大好きだ！　だが、あそこまで肉食系だと引くだろ!?）

（もげちまえばいいんすよ……！）

　すまんレイドック。お前のことをただただ羨ましいと思っていたが、自分の身に降りかかるとこんなにどうしていいのかわからなくなるんだな！

　エヴァとソラルに挟まれていたレイドックが、それ見たことかという視線を投げて来やがった。

　くっそ。これからは、からかいづらいじゃねーか！

「あー、部屋の探索は終わったな？　お宝も手に入ったし、村に戻るぞ！」

　レイドックの号令で、俺たちはリザードマンの村に戻ることになった。

　結果だけを見れば、リザードマンを救い、お宝を手に入れたのだから、大成功だろう。

「レイドックしゃまぁ……」

「クラフト様ぁ……」

　うん。大成功だよな？

「二人とも、犬のうんこ踏んじまえばいいんすよ！」

　しばらくジタローの呪詛が漏れ出ていたが、村に着く前にカミーユに話し掛けていたあたり、逞しいというか、節操がないというか。
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　村に戻ると、リザードマンたちに盛大に迎えられた。

　ダンジョンで合流した戦士たちは、村の惨状に驚いてはいたが、いまなお処理が進む巨大ガエルの死体の数を見て、後悔しつつも安堵の様子を見せてくれる。

　すると戦士の一人が改めて俺の肩を叩く。

「俺たちがいないあいだ、村を守ってくれたとは聞いていたが、これほどとは思わなかった。改めて感謝する」

　俺だけでなく、仲間全員に礼に回る姿を見て、助けてよかったと笑みが零れた。

　シュルルに頼んで、村長に面会を頼むと、離れの部屋を用意してくれた。

　リザードマンは村長のシャルレと息子のジュララ。それにシュルルだけだ。

　俺とレイドックが代表して、オリハルコンの報告をする。

「ふむ……希少な金属なのだな。私たちは鉄を加工するのが精一杯だからな。お前たちが持っていくことで礼になるのなら構わない。他の住人には貴重な金属を渡したことだけ伝えよう」

　村長ではなくジュララが相手をしてくれている。

　村長は横で頷いているだけだ。

　リザードマンの政治システムはわからないが、どうやら村長の権限の大半はすでにジュララが持っているらしい。

「そうしてもらえると助かる。それで、リザードマンはこれからどうするんだ？　ここに残るのか？　先に話していたように、ゴールデンドーンに来るなら案内するし、歓迎する」

　すると今度は村長が答える。

「うむ。今夜、戻ってきた戦士たちを交えて最後の確認をするが、移住でほぼ確定じゃな。いろいろと世話になるつもりじゃ」

「やったぁ！」

「シュルル！　言葉遣い！　それ以前に客人の前で失礼だ！」

「す、すみません、兄さん」

「まったく……すまなかった。とにかく世話になる。準備ができ次第、出立するつもりだ。案内は頼んだぞ」

「わかった。俺たちも旅の準備をしておく。長旅になるから覚悟しておいてくれよ」

「覚悟しておる」

「よし、クラフトはスタミナポーションだけでも作っておいてくれ」

「了解だ」

　表情を引き締める村長とジュララとは対照的に、シュルルはめっちゃいい笑顔だった。

　離れを出ると、さっそくシュルルが飛びついてくる。

「クラフト様！　これからずっと一緒にいられるね！」

「あ、ああ。でもおそらくだが、リザードマンが住む場所と、俺らの住む場所はかなり離れることになるぞ」

「私はクラフト様の所に住みます！」

「お、おう」

　そ、そうか。ゴールデンドーンに住むつもりなのか。

　沼はないけど川沿いだからなんとかなるかな？

　リザードマンが住むことが可能な実験住宅かなんか作って、そこに住んでもらうのがいいかもしれない。これもカイルに相談だな。

「細かい話は現地についてからだが、俺たちは歓迎するよ」

「うん！」

　ああああ！　首に飛びつかないで！　ほっぺに……ほっぺにあたるの！

　っていうか、顔全体が包まれちゃうぅぅぅ！

　ジト目をこちらに向けるリーファン。

「……クラフト君」

「り、リーファン！　そ、そうだ！　ポーション作りを手伝ってくれよ！」

「私、今からテント作りなんだ」

　なぜかつーんとそっぽを向いてしまう彼女。

　なんか怒ってらっしゃる!?

　ふと、腰に下げたウサギの人形（怖）が気になった。

　確信はないのだが、シュルルと一緒にいるところを、マイナに見られてはいけないような気がする。

　うん。帰ったら気をつけよう。

　カイルと冒険者ギルドから依頼されている調査の、六～七割ほどしか終えていないが、俺たちはリザードマンたちを引き連れ、ゴールデンドーンへの帰路へとつくことを決めた。

　大人数の移動で懸念していたのは年寄りと子供だったのだが、戦士たちの活躍で、問題にならなかった。

　リザードマンがいくつも、神輿のように担いで運ぶ台を作って、足の遅いものを担いで運んでくれたのだ。

　もともと体力と持久力に優れたリザードマンがスタミナポーションを飲むと、まさに鬼に金棒。

　潜在能力が高い彼らだ。スタミナポーションを飲み続けていれば、近いうちにゴールデンドーンの冒険者たちを大きく超えた強さを得ることだろう。

　彼らの頑張りのおかげで、当初予定していた日程を大幅に短縮することができた。

　そして、ついにゴールデンドーンに到着する。

　リザードマンたちは口をあんぐりと開け、絶句した。

　広い平野に、山を思わせる巨大な市壁が連なっているのだ。そりゃあ驚くだろう。

　一部の高層住宅はその市壁より高く、ところどころ頭を覗かせていた。

　どうやら建設は順調で、さらに発展しているようだ。

「な……なんなんだあの巨大な石の砦は」

「お、俺たちは恐ろしいところに連れてこられたんじゃないのか!?」

　大丈夫。カイルは優しいやつだからね！











新たな住人と、歴史の証人って話






「ようこそゴールデンドーンへいらっしゃいました。僕はこの町の統治を任されているカイル・ガンダール・ベイルロードです。どうぞカイルとお呼びください」

　カイル邸の応接間で待っていたのは、もちろんカイルその人だ。

　今、カイル・ガンダール・ベイルロードに新たな歴史的功績が刻まれようとしていた。

　幼さを残しつつも、貴族然とした柔らかな笑みを浮かべつつ、カイルは目の前の、身長が倍はありそうなリザードマンに手を伸ばす。

　目つきの鋭い、見た目トカゲ人間であるリザードマンが、ゆっくりとその手を握り返した。

「私はひょうたん沼村村長の息子ジュララ。詳細はこれから話し合うということだが、どのような形にせよ、新しい村が決まり次第、村長となることが決まっている。よろしく頼む」

「はい。よろしくお願いします。次期村長ジュララさん」

　このように和やかに始まったリザードマン種と初めての公式会談だが、ここまでくるのには、少々時間が掛かっていた。
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　リザードマンと俺たちがゴールデンドーンに到着して事情を知ったカイルは、すぐにでも面会するつもりだったのだが、これは逆にリザードマン側が待ったをかけた。

　一週間ほど、街の中を見て回りたいという強い希望があったからだ。

　カイルはすぐに許可を出す。

　この提案は結果的に良い方向に働いた。

　カイルはそれを受け、即座にお触れを発する。

　リザードマンと争うことや差別することを禁じるというものと、当面の間、彼らと商売することを禁じるという二つだ。

　なんで商売を禁じたのだろうかと思ったのだが、お触れの内容が行き渡る前に、アキンドーがリザードマンに面会を申し込んできて、彼らが必要とする生活用品と交換に、彼らが持ってきた珍しい品をわけてもらおうと飛び込んできたことがあった。

　なるほど。まだどちらがどのような価値観を持つのかもわからない状況で商売なんてさせられるわけがない。

　アキンドーが知りたいのは、リザードマンからしたら価値がなくても、自分たちにとっては高い価値があるものだろう。最初の取引がまるっと赤字になったとしても、情報料としては高くない。

　もちろんアキンドーとの取引は即座に止められた。生活に必要なものは、現時点で全てカイルから提供されているから問題はない。

　リザードマンたちは、街を回る際、ジュララの統率で礼儀正しく行動していたこともあり、特にトラブルもなくゴールデンドーンの住民に受け入れられたのだ。

　獣人や亞人差別撤廃を強く押し進めているカイルの政策があってこそだろう。

　短い間ではあるが、こうしてお互いの常識をある程度埋めあった所で、公式の会談となったのだ。

　お互いの挨拶が終わったところで、ジュララが口を開く。

「……俺たちリザードマンは、永きにわたり人間との接触を禁じられていた。古い決まりなのだが、時折人間の里を見に行くと、やはりすぐに交流を持とうなどとは考えられなかった」

　ジュララの真剣な言葉に、カイルがゆっくりと頷く。

「正直に言えば、レイドックやクラフトという人間を見ても、受け入れられないのではと不安だった。だが、カイル殿の治めるこの町は、たしかに私たちを受け入れてくれた。皆で話し合ったが、私たちはカイル殿の庇護下につきたいと思う。認めてもらえるだろうか？」

「はい。事前に伺っていたとおり、マウガリア王国ベイルロード辺境伯はリザードマン種族の受け入れと、集落単位の自治を認めます」

　これも一週間の準備期間があればこそ、ベイルロード辺境伯……つまりオルトロス父ちゃんに確認することが可能だった。

　少し不思議だったのが、返信にはしっかり国王に許可を取ったと明記してあったことだ。

　辺境伯とゴールデンドーンの往復は、スタミナポーションで育ったスーパー馬を使ったので一週間で収まるのだが、辺境伯と国王がどうやって連絡を取り合ったのかが謎である。

　仮に辺境伯がこのスーパー馬を持っていたとしても、一週間以内に国王の許可など得られるはずがないにもかかわらずだ。

　……魔力を使った通信具を所持している可能性が高そうだな。

　話は逸れてしまったが、こうして、人間種族とリザードマン種族の、新たな交流が始まったのである。
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　リザードマンとの会談が終わると、俺はカイルの自室に呼び出されたのでそのまま向かうと、部屋にはリーファンとマイナがおり、こちらに視線を向けてくる。

「お疲れさま、クラフト君」

　リーファンのねぎらいに、深く頷く。

「ああ。現時点で考えられる最高の結果になったと思う」

「それはよかったね！　準備に奔走したかいがあったよ」

「ああ、リーファンもお疲れさん」

　いつもの席につくと、マイナが当たり前のように膝の上に座り込んで、俺を見上げてきた。

　その角度、首痛くない？

「……お話、おみやげ」

　俺がマイナの反応を待って無言でいると、しびれを切らせたのかマイナがボソリと呟いた。

　うん。口にしてくれるとわかりやすいぞ、マイナ。これからもその調子で頼む。

　空間収納から、リザードマンたちからいただいた晴れ着を取り出すと、リーファンがそれを取り、マイナの前に広げてくれた。女性らしい気づかいだな。

「おう。お土産はこれだ。リザードマンたちの着る晴れ着で、民族衣装だぞ。リーファンと共同のおみやげだ」

　マイナが俺とリーファンを交互に見てから、頬を赤らめつつ、こくりと頷く。お礼のつもりだろう。

　リーファンが嬉しそうにマイナの手を取る。

「マイナ様。着付けますね！」

「ん」

　部屋には護衛のペルシアもいるので、三人が揃って着替えのために部屋を出る。

　俺は一人で紅茶を飲んで待っているのだが、着替えるだけにしては遅くない？

　ようやく戻ってきたのだが、なぜかリーファンとペルシアしか部屋に入ってこない。

「どうした？」

「それがマイナ様、照れちゃって」

「照れる？」

　リザードマンの普段着は少し薄着で、胸のあたりの防御力が怪しいのだが、贈った服は祝い事などで着るもので、肌の露出はあまりなかったはずだ。そもそもリーファンがサイズ調整がてら軽く手を入れているので、恥ずかしい衣装になるわけがない。

　もちろん、リザードマンの尻尾を通す穴も、飾りによって隠されているから、抜かりはないはずだ。

　リーファンだけでなくペルシアも、廊下にいるマイナに必死に声をかけている。

「大丈夫ですよ、マイナ様。とてもお似合いですから！」

「そうですよ！　私が見立てたんだから、とっても可愛いです！」

　それな！　俺が見立てたやつは全部却下されたもんな！

　うーと唸るマイナを二人が引きずるように部屋に入れたのだが、すぐさまマイナはリーファンの背中に隠れてしまった。

「ほらほら！　クラフト君にも見せてあげましょう！」

「とても可愛いです！　マイナ様！　……おいクラフト。私に土産はないのか？」

　ペルシアが、そっぽを向きつつこちらに視線を投げる。心なしか頬が赤いように思えたが、マイナの可愛さに興奮しているだけだろう。

　マイナの緊張をほぐすために話を振ってきたと判断し、俺はペルシア用の土産を空間収納から取り出した。

「おう、ちゃんとあるぞ。これだ！」

　それは乾燥した草を編んで作られた人形だ。

　人形は縦長の仮面を被っており、手には槍と盾を勇ましく構えている。

　屈強なリザードマンがモデルらしく、太い尻尾と分厚い胸板が特徴的な人形だ。

　うん、格好いい！

　俺が満足げに頷いていると、なぜかペルシアから、刃物のような視線が向けられる。

「…………なんだこれは？」

「これはな、伝説のリザードマンを模した縁起物らしい。戦士に贈るならこれがいいとシュルルに薦められてな」

「お前……ちゃんと女性に贈ることを伝えてないだろう？」

「え？　ちゃんと男女の護衛に渡すって言ったぞ？」

　するとペルシアが目を丸くする。想像以上に驚いているようだ。

　なんで？

「……そうか……リザードマンの文化なのか……？　そうか……だがその晴れ着は……」

　なんか思ったより喜んでくれなかったな。

　さっき廊下で会ったアルファードに渡したときは喜んでくれたんだがなぁ。

　ペルシアとのやりとりを見ていたリーファンが呆れたような声を出す。

「クラフト君……そんなお土産だったの!?」

「ああ」

「本当にクラフト君は……」

　なぜか処置なしと首を振られてしまった。

　解せぬ。

　まだマイナが前に出てこないので、リーファンも先にペルシアにお土産を渡すことにしたようだ。

「はいペルシアさん！　私からのお土産はこれだよ！」

　リーファンが差し出したのはディープグリーンの石が嵌め込まれた指輪である。

　光の加減ではエメラルドグリーンにも輝く珍しい宝石だ。

「お、指輪か？」

　ペルシアは受け取って、太陽にかざして、うっとりと眺めている。

「うん。宝石としての価値はほとんどないんだけど、リザードマン村で装飾品に使われている綺麗な石を加工したんだ」

「これはいいな。あまり高価すぎるものをもらっても困るが、これなら普段使いによさそうだ」

「気に入ってもらってよかったよ」

「礼を言うリーファン。……クラフトはもう少し世間を学べ」

　ペルシアが嬉しそうにリーファンに礼を述べるが、なぜか俺には冷たい言葉が投げつけられた。

「え!?　俺!?」

　結局何がいけなかったの!?

　戦士には最適ってシュルルに聞いたんだけどな……。おかしい。

　首をひねっていると、まだマイナがリーファンの背中で唸っていた。

「うー……」

　せっかくだからちゃんと着ているところを見せて欲しいんだが。

　人形と言えばと、俺はマイナに話しかける。

「そうだ。マイナにもらった人形のおかげで長旅も寂しくなかったぞ。ほら」

　俺は腰にぶら下げている、マイナからもらったゾンビ……いや、手術に失敗した……いや、真心込めて加工してもらったウサギのぬいぐるみを取り出す。

　出発前に可能な限り防汚加工しておいたが、それでもやはり少しくたびれてしまっていた。

「マイナのかわりに大冒険に行ったこいつと握手して褒めてやってくれないか？」

　しばし間があったが、彼女は頷いてくれたようだ。

「……うん」

　恥ずかしさより、興味が勝ったのか、とてとてとマイナが歩み寄ってくる。

　ようやく姿を見せてくれたマイナ。

　民族衣装で、赤青緑に紫と複雑な色と模様が入り交じり、普段のドレス姿とはまったく別のマイナがそこにいた。

「お……」

　いつの間に化粧もしたのか、想像していたより大人っぽいマイナの登場に、俺は一瞬言葉を詰まらせてしまう。

　なんか心臓がドキドキする！

　いやいや！　幼女だぞ！

　カイルと同い年だぞ！

　必死に自分を落ち着かせようと慌てる。

　リーファンが興奮気味にマイナのまわりを回っていた。

「どう？　クラフト君！　いいよね！　マイナ様、かわいいよね！」

「あ……ああ。うん。いいと思うぞ？」

　俺は内心の動揺を隠しつつ、なんとか会話を合わせると、ペルシアがため息を吐いた。

「クラフト。そういうときはちゃんと似合うとか、かわいいとか伝えるものだ」

「え!?　あ、ああそうだよな。……うん。とっても似合ってるしかわいいぞ、マイナ」

　リーファンとペルシアは、教えられたままのセリフをそのまま吐き出した俺に、半目を向けてきたが、マイナは真っ赤になって俯いてしまう。

「ん……」

　マイナはもぞもぞと、ウサギの人形を指で弄び、そのまま部屋が沈黙に包まれる。

　なにこの空気!?　誰か助けて！

　その思いが通じたのか、扉がノックされ、救世主が現れる！

「皆さん、いらっしゃいますか？」

　カイル！　お前は世界最高の弟だ!!

　カイルは部屋に足を踏み入れると、ぱっと笑顔になった。

「ああマイナ。ずいぶんおめかししているね。とっても似合うよ」

「……ん」

「クラフト兄様のお土産かな？」

　カイルがこちらに視線を向けてきたので、軽く頷く。

「俺とリーファンの二人からだな。正確には服を提供してくれたリザードマン全員からとも言える」

「ありがとうございます、クラフト兄様、リーファンさん。次期村長ジュララさんにもお礼を言わなければなりませんね」

「それがいい」

「マイナはちゃんとお礼を伝えたのかい？」

　カイルが優しく問いかけると、マイナはそっと顔を上げた。カイルがその目を覗き込み、小さく苦笑する。

「ちゃんとお礼をしないと」

「ん……」

　マイナはクルリとこちらに振り返り、貴族らしい仕草で膝を曲げた。

「ありがとう……」

「おう」

「はい！　喜んでくれたなら私も嬉しいです！」

　礼を終えると、ぱたぱたとマイナは部屋を出て行ってしまった。

　すぐにペルシアがマイナの後を追い部屋を出ると、入れ替わるようにアルファードが入ってきた。

「失礼する」

　今日はカイルとマイナが別行動していることと、リザードマンが出入りしている関係から、ペルシアとアルファードがつきっきりなのだろう。

「クラフト、先ほどは縁起物をありがとう」

　リザードマン人形のことだろう。俺は大きく肩をすくめた。

「いやいや。ペルシアには不評だったけどな」

「なに？」

　軽い世間話で流そうと思ってたのだが、なぜかアルファードは目を丸くしてこちらを覗き込んでくる。

　え、なに？

「お前、あの人形をペルシアにも渡したのか？」

「あ、ああ……」

　なぜかアルファードは頭痛を我慢するように頭をおさえた。

「まったくお前は……まあどうでもいいがな」

「え？　え!?　やっぱり俺なにかやらかしてんの!?」

「「いつものことだろ」」

　リーファンとアルファードが語尾は違えど同じセリフを間髪いれずにハモって来やがった。

　なぜだ!?

　伝説のリザードマン人形かっこいいよね!?











少年は意外と、したたかって話






　カイルはメイドに煎れてもらった紅茶を飲みながら、世間話のように話し始める。

「クラフト兄様、この一週間お疲れ様でした」

「カイルのほうが大変だったろ、リザードマン以外の報告が後回しになってたくらいだからな」

　最重要である、リザードマンたちの受け入れを優先したため、今回の人類未到達地域の調査報告がおざなりになっていた。今日はその報告がメインなのだが、最初はやはりリザードマンの話から始まる。

「さすがに僕だけで決めていい案件ではなかったので、父……辺境伯経由で王国の判断を仰ぎました。国王陛下が受け入れてくださり、心から安堵しています」

「ああ、本当に良かったよ」

「時期が良かったのかもしれません。国王陛下も長年こびりついてきた亞人差別を改め、魔物討伐と国土拡大を標榜していますから」

　今の国王陛下は、カイルと近い思想を持っているように感じるときがある。会ったこともないが。

「なるほど、そのタイミングで滅んだといわれていたリザードマンと交流を持てるなら、それは国王陛下からしても、大きな成果になるわけか」

「はい。そうなります」

　それにしても、この短時間でよくオルトロス父ちゃんは国王陛下の許可を得たものだ。やっぱり大物なのだろう。

「それでリザードマンたちはこれからどうなるんだ？」

「はい。事前に話し合いをしていたとおり、前ゴールデンドーンで見つけた湿地帯の開拓要員として援助することになりました」

　つまり、湿地帯の開拓に手を出すわけだ。

「じゃあ、冒険者を集めての大作戦になるな」

「はい。広大な湿地帯に住むヒュドラの一掃ですからね。大仕事になりそうです」

　そこで一番懸念している男が思い浮かぶ。

「ザイードは大丈夫なのか？」

　カイルを嵌めようとした実の兄ザイード。

　今はザイード村の責任者をやっている。俺らが育てた村をベースにな！

「たしかに湿地帯の位置は、ザイード村のほうが近いのですが、それはスタミナポーションで育った冒険者からの感覚で、開拓地域で考えると、離れた場所にありますから」

「たしかに、ゴールデンドーンの冒険者なら一日の距離でも、普通の兵士なら三日……いやそれ以上かかるからな」

　ちなみにレイドックを基準にはしていない。あいつを基準にすると、数日どころの差じゃすまなくなる。

「念のため、ザイード兄様に許可を得るため、ザイード村に寄ってから、湿地帯に向かいます」

「そこで拒否されたら？」

　充分にありえる話だ。カイルはあっさりと答える。

「予備案に切り替えます」

「ゴールデンドーンの横を流れる大河。その岸辺にリザードマン用の集落を建設するのか」

「はい。ただ、ジュララさんによると、やはり河よりは沼地、沼地よりは湿地帯が過ごしやすいそうです」

　なるほど。なら可能な限り湿地帯を確保してやりたいところだが、この辺はどうしても政治が絡む。

　カイルに任せるしかないので、俺は俺のやれることをこなしていくだけだ。

「ま、どっちになるにせよ、頑張らないとな」

「はい！」

　ザイードがどう動くかわからないが、俺、個人としては拒否される可能性は高いと思っている。

　カイルは手紙や伝令を使わず、直接会って伝えれば大丈夫だと思っているようだが……。

　ダメならダメで、可能な限りリザードマンが住みやすい村づくりを手伝えばいいだろう。

　巨大毒カエルに汚染され、いつまた襲われるかもわからなくなった村に住み続けるよりはいいはずだ。

「さて、それじゃカイルにお土産だ」

　俺は空間収納から、三つのインゴットを取り出し、机に並べる。

　この一週間、カイルはずっとリザードマンの住民との調整で忙しく、鉱石関係の話はしていなかった。

　書類で報告だけしておいても良かったのだが、情報が漏れる可能性が高まる懸念と、カイルの仕事量が激増することを避けた結果、今日まで報告を控えていた。

　カイルはインゴットに視線を移し、そのうちの一つで止める。

「これはミスリルですか？」

　素早くリーファンと視線を交わすと、彼女が説明を始めた。

「はい。こちらはミスリルのインゴットです。この大きさのインゴットとなると、樽何個分もの鉱石が必要になるでしょう。品質も非常に高いです」

　カイルは頷きつつも、ゴクリと息を飲み込んだ。

　その価値に衝撃を受けているのだろう。

　すまんカイル。本当の衝撃はこれからだ。

「凄いですね……。それでは残りの二つはなんの鉱石ですか？」

　リーファンが片方のインゴットを指さす。

　間違っても手渡すような真似はしない。ジタローの二の舞は勘弁だからな。

「それで、こちらの重いほうのインゴットが、アダマンタイトです」

「これが！」

　カイルは目を丸くして、アダマンタイトをつんつんと指で突いた。

　宝石を扱う手つきだが、アダマンタイトにしてもミスリルにしても、そう簡単に傷なんてつかないから、もっと手荒に扱って大丈夫だぞ、カイル。

「あの、リーファンさん。これだけ巨大なインゴットとなると、かなりの価値になりますよね？」

「はい。アダマンタイトはごく少量しか見つからないこともあり、非常に高価です。それが精製済みのインゴットでこの量となれば……」

　再びカイルが息を飲み込んだ。

　うん。これだけでも凄い価値だもんな。

　でもなカイル。まだ次があるんだ。

「あの、リーファンさん。ミスリル、アダマンタイトときて、最後が銅や錫なんてことは……」

　カイルの声は震えていた。

　リーファンはニッコリと答える。

「最後のインゴットですが……オリハルコンです」

　カイルがキョトンと顔を上げる。

　どうやら状況を把握できないようだ。

「オリ……？」

　冒険者であれば、名前だけは有名なオリハルコン。一般人では名前すら知らないことがほとんどである。だが、貴族であるカイルは当然知っているだろう。

　カイルもこの流れで、安い金属とは思っていなかっただろうが、さすがにオリハルコンのインゴットは予想外だったようだ。

　リーファンが頷きながら繰り返す。

「はい。伝説の金属と言われた、オリハルコンです」

　しばし固まるカイルだったが、直後、興奮のあまり勢いよく立ち上がった。

「……な、なっ!?　これが！　この巨大な塊が！　全てオリハルコンなのですか!?」

「はい。間違いありません」

　うん。そりゃあ驚くよねー。

　伝説の金属で、ごく稀にダンジョンなんかの奥深くなんかから見つかる場合も、ほとんどは加工品で、使用されている金属量はごくわずかってのが常識だ。

　それがまるっと金属の塊の状態で見つかったのだから、にわかには信じられないだろう。

「こ……これは……とんでもないものが出てきましたね」

　すまんカイル。現物が見つかっただけじゃない。続きがあるんだ。

「それだけじゃねーんだ」

「え？」

　カイルは目を点にし「まだ、これ以上があるんですか？」と言外に語っていた。

　俺は、最重要情報を、噛みしめるようにゆっくりと口にする。

「実はな、オリハルコンがミスリルとアダマンタイトの合金ということが判明した」

　長い沈黙の後、カイルがようやく一音だけ零す。

「……え？」

　オリハルコンはずっと謎の金属とされていたのだ。

　鉱石がどこかにあるかもしれないと探し続けられていたが、もちろん見つかったことはない。

　合金の可能性ももちろん模索されていたが、名だたる鍛冶の紋章持ちでも、その知識を得ることはできなかった。

　そりゃ、合金に必要なのが高度な錬金術で、加工には高度な鍛冶技能が必要。さらに材料がミスリルとアダマンタイトとか、誰も思いつかないよねー。

　カイルに黄昏の錬金術師の紋章から得た、衝撃の事実を伝える。

「このミスリルとアダマンタイトのインゴットを使えば……オリハルコンを追加できる」

「……！」

　まさに絶句。

　カイルは続ける言葉が見つからず、ぱくぱくと口の開閉を繰り返す。

「さ、さすがクラフト兄様です」

　俺の手柄ではない。

「レイドックやキャスパー三姉妹なんかのおかげだよ。それと伝承を受け継いできたリザードマンの手柄でもあるな」

　俺は軽く手を振る。

「それよりも、これらをどうするか決めたい」

　カイルはゆっくりと目を閉じて、そのまま長い時間、黙考する。

　紅茶が冷める頃、カイルはようやく目を開いた。

「……見つかったオリハルコンのインゴットは、父……辺境伯に献上しましょう」

　俺は少し残念に思いつつも、カイルの決めた事ならと、賛同する。

「そうか」

「国王陛下への献上も上手くやってくれるでしょう」

　今回見つかった量を考えたら、辺境伯へ渡すしかないだろうと考えていたので、そこまで落胆はしていない。

　だが、せっかくオリハルコンの作り方を知ったのだから、ぜひリーファンと一緒に作りたかったのも事実だ。

　リーファンもオリハルコンに触れたことで、加工知識が流れ込んできたようだし、いろんな加工をやってみたかったことだろう。

　リーファンに目をやると、やはりほんの少しだけ残念そうだ。

　特にオリハルコンには、とんでもない特性が隠されていたので、それを利用したアイテムが作れたらどれだけ楽になるかと考えると、やはり残念に思ってしまう。

　しかし、これだけのオリハルコンとなれば、争いのネタにされる可能性も高い。カイルの判断は妥当だろう。

　俺が若干諦め気味になったところで、カイルがニヤリと続けるのだ。

「ですが、ミスリルとアダマンタイトに関しては、このゴールデンドーンの財産とします。それでクラフト兄様におたずねしたいのですが、この二つの貴重な金属、なにかいい使い道をご存じありませんか？」

　一瞬見せた先ほどの笑みが幻のように、カイルはニコリと笑って首をかしげたのだ。

「は……はははは！　あるぞ！　とびっきり最高の使い道が！」

「それはよかった。使い道は……全てクラフト兄様にお任せしますね？」

「おう！　俺に任せとけ！」

　こうして、俺の手元にミスリルとアダマンタイトのインゴットが残ることになる。

　リーファンも瞳をキラキラと輝かせていた。

　大丈夫だ！　リーファンにもやってもらうことが沢山あるからな！

　こうして後日、様々なオリハルコンの加工品や、特性を活かした特別な魔導具を作製したのだが……、その話はまた今度だ。

　ふふ、楽しみにしててくれよ！
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兄より優れた弟など、いないって話






　物語は少し時間を遡る。

　場所は旧ゴールデンドーン、現ザイード村。

　主人公はもちろん……。





◆　◆　◆






　私の名はザイード・ガンダール・ベイルロード。

　マウガリア王国で一番広大な領土を支配する、ベイルロード辺境伯の次男である。

　母は当時、第二夫人のベラだ。

　正妻であったイルミナが死亡したことで、現在の正妻は私の母であるベラとなった。

　だというのに、父はどうもイルミナの子を優遇している節がある。

　だが！

　次期辺境伯に相応しいのは、誰よりも能力があるこの私だろう!?

　父の血を引き継いでいる以上、えこひいきは許されない！

　私はもともと辺境伯領の一部地域を治めていた実績だけでなく、ベラの助言で弟のカイルが見捨てた土地を支配しているのだ！

　私が評価されるべきこの状況で、聞こえてくるのはカイルの評価ばかりだ！

　いったいどんなインチキをやっているというのか!?

　兄を越える弟の存在など許されることではない！

　しかし、カイルの功績は、見栄えが良いのは確かだ。

　もっとも耳触りがいいだけの、中身がない功績なのは、調べずとも間違いないだろうがな。

　ドラゴン退治をしたとか、辺境でも果ての果てに、砦を建設したとか、成果を誇張しているは明らかだからな。

　だから私も、見栄えの良い成果を出さなくてはならない。

　そんなことをぐるぐると考えていると、ようやく扉にノックがあった。

「お呼びですかな？　ザイード様」

「遅いぞ！　ジャビール！」

　部屋に入ってきたのは、私に仕えている……正確には少し違うが、まぁ似たような立場の錬金術師であるジャビールだ。

　ジャビールは昔、妙齢のナイスバディーで私好みだったというのに、実験の失敗とかで、子供のような体型に変化してしまったのだ。

　初めて見たときは驚いたが、それ以上になんともったいないことか。

　しかし、幼女の姿にもかかわらず、その頭脳は変わらず優秀だ。

　融通が利かず、わがままである点を除けばだが。

「私は論文作成で忙しいのじゃがのう」

　ジャビールは続けて「あのバカが次々と新しい製法を送ってくるせいなのじゃ」と呟いた。

「ん？　何か言ったか？　声が小さいぞ」

「独り言なのじゃ」

　私はふんと鼻を鳴らす。

「なんの役に立つかわからん論文も結構だがな、頼んでおいたヒールポーションは完成しているか？」

　ジャビールはつまらなそうにため息を吐いて、肩をすくめる。

「もちろんなのじゃ。しかしこんな大量のヒールポーションをどうするつもりなのじゃ？　前にも伝えたが、販売目的に使われるのはごめんなのじゃ」

「契約は覚えている。安心しろ。これは兵士用だ」

　ジャビールは優秀だが、取扱いの面倒な女である。

　今回の件も、いろいろと条件をつけられていた。機嫌を損ねると面倒なので、言われた条件は守ってやった。

「それにしても大量なのじゃ」

「ふむ。貴様には伝えておくか、近日中に湿地帯の魔物を一掃する！」

「なんじゃと？」

　俺はふふんと鼻を鳴らす。ジャビールの驚いた顔を見られて、満足だ。

「ザイード様。それは少々無謀というものなのじゃ。あそこはとても広大なのじゃ、ゴールデンドーンですら、魔物の駆逐を諦め……」

　私はそこで強く手を打った。

　ジャビールが最後に言ったことこそが要かなめなのだ。

「そう！　カイルが不可能だったというのが重要なのだよ！」

　私はジャビールの言葉を遮って、ご機嫌で両手を広げた。

「すまん、言い直すのじゃ。駆逐を諦めたというより、湿地帯はザイード村のほうが近いから、カイル様は開拓を遠慮しているというのが実情じゃと思うのじゃ」

　私はもう一度鼻を鳴らした。

「ふん。開拓地の主張は早い物勝ちだろう。カイルの村からしたら例の湿地帯はたしかに距離があるのだろうが、別にこの村から目と鼻の先という話でもないのだ。それで手を引いたのだから、諦めたのだよ！」

　私は真理にして正解を語ってやる。

　久しぶりにジャビールを言い負かせたと確信していたのだが、この女、ため息交じりで腰に手をやるのだ。

「湿地帯の魔物一掃なのじゃがな、弟子から聞いた限りじゃと、今のゴールデンドーンの戦力であれば、充分に可能じゃと思うのじゃ。じゃから現在手を出しておらんのは、もう湿地帯に興味がないのか、あるいは万全の準備をしておるのか……」

　万全の準備だと!?

「はん！　臆病風に吹かれたに決まっているだろう！　湿地帯を開墾できれば、大量の米が手に入り、食糧に困らなくなるのだからな！」

　ジャビールが呆れたように首を振る。

「あそこはバカ弟子が関わっている大農園があるからの、食糧に困っておらんだけなのじゃ」

「ええい黙れジャビール！　今までどんな手品を使ってきたのかわからぬが、見栄えの良い成果を次々と上げていたカイルが諦めたのだよ！　普通に考えたら、ドラゴン討伐より、湿地帯の開拓のほうが楽だろう!?」

　そう！　どう考えたところで、湿地帯の一掃とドラゴン討伐を比べたら、難易度は湿地帯制圧のほうが下なのだ。それこそがカイルがドラゴン討伐に手品か反則技を使った証拠でもある！

　ジャビールが顔をしかめる。

「いや、ゴールデンドーンとの距離を考えたら、そうそう大部隊を送れぬじゃろうし、広大な湿地帯に大量に点在する強力なヒュドラを一掃せねばならんのじゃぞ？　ドラゴン討伐よりもよっぽどやっかいなのは明白なのじゃ。……ザイード様、聞いておるかの？」

　誰がお前の戯れ言など聞くか！

　いつも屁理屈ばかりで、真実が見えていないのはお前だろう！

「私が湿地帯開墾を成し遂げることで、カイルの今までの成果が誇大であったことを知らしめ、かつ私が優秀であることを内外に示せるのだ！　やらない手はないだろう！」

　再びジャビールが絶句した。

　どうやらようやく私の言葉の意味を理解したらしい。私は満足げに頷く。

「私兵三〇〇名の全てを投入し、まずはある程度目減らししたあと、時間をかけて徹底的に駆除していくつもりだ！　本当は一度に全てを一掃するつもりだったのだが、兵士長から助言があったのだ」

　私はふんと鼻を鳴らす。弱腰だと批判するのは簡単だが、私は寛大な領主だからな！

「ふん。慎重にすぎるが、確実に成功させなければならぬからな。安全策をとるから確実だろう？」

　頭の固いジャビールを納得させるために教えてやったのに、なぜかこいつは逆に慌てた。

「ちょ、ちょっと待つのじゃ！　今回の討伐に、冒険者は雇わぬつもりなのじゃ!?」

　何を言っているのだ、こいつは。

「当たり前だろう。この村に出入りする冒険者は、忌々しいことにカイルの村に登録している冒険者が大半だからな」

　私の村に出入りする冒険者の大半は、商隊の護衛として雇われた者か、件くだんの湿地帯にヒュドラ狩りへいく者なのだ。

　どちらもこの村に宿を取っているだけだったりする。

　この村を拠点に活動している冒険者は皆無である。

「ザイード様。それはもう決定事項なのかの？　あれじゃ、もしかしたら兵士長の助言というのは、不可能という言葉をオブラートに包んだ結果なのではないのか？」

「私の兵に臆病者はおらぬ！」

　ジャビールは小さく息を吐いた。

「わかったのじゃ。ならばあとでバカ弟子謹製のスタミナポーションを差し入れよう。持って行くがよいのじゃ」

　ジャビールのバカ弟子……あのクラフトのことか！

　やつのスタミナポーションは貴重品だぞ!?

「なに？　あれはなかなか高く売れるぞ？　兵士に配るのか？」

「売るのならば、提供はしないのじゃ。そもそも私物なのじゃ」

　私は少し悩むが、ジャビールは錬金した物を売られるのを嫌う。ならば兵士に飲ませてやっても良いだろう。

「ふむ……お前が作れぬ品質のポーションだったな。少し惜しいがそのように手配してやろう」

「うむ。バカ弟子から、手土産兼サンプルとしてもらったものじゃが……兵士の安全を考えたらやつも許してくれるのじゃ」

　ジャビールは深く深く息を吐いた。

「ま、私が毎日飲む分には困らぬし。すでに論文は提出済みじゃから、サンプルが残っていなくても問題ないのじゃ。それよりも死人を減らす確率を増やすのが大事なのじゃ」

「細かい話は知らぬ。とにかくもらっていくぞ」

　頷くジャビールに、弟子からもっと仕入れられないか聞いてみる。

「クラフトにスタミナポーションを寄越すようには言えんのか？　あれは金になる」

「それをやれというのであれば、私はもうザイード様の下にはおれんのじゃ」

「……わかった。忘れろ」

　ふん。どうでもいいところで弟子思いなのだな。

　やりにくい。

　まあいい。これからは私の時代だ！

　こうして満を持して、我が精鋭たちが勇ましく湿地帯に旅立って行った。

　旅立って行ったわけだが……。

　戻ってきた兵士たちは、ぼろぼろであった。





◆　◆　◆






「なんだこれは!?　どういうことだ!?」

　戻ってきた兵士たちは満まん身しん創そう痍い。死者がいなかったことが不思議なほど。

　包帯を巻いた隊長が、片膝をついてかしこまる。

「ザイード様！　申し訳ありません！　我ら全力で挑んだのですが、湿地帯は広く、休みなくいつまでも襲ってくるヒュドラの群れに撤退するほかありませんでした！」

　私は兵士長の言葉が理解できなかった。

「な……なんだと!?　おかしいではないか！　カイルの村からくる冒険者どもは、素材感覚で狩っていくだろう!?」

「現地でその冒険者の戦いを目撃したのですが、彼らはおかしいです！　ガンダールのＢランク冒険者に匹敵する実力があるのではと思うほどで……！」

　Ｂランク？

　たしか冒険者には実力に応じたランク分けがされているという話だったが、所詮は魔物だけを相手にする素人集団だろう！

　どうして正規の訓練を積んだ兵士が冒険者風情に劣るというのか！

「所詮冒険者だろう!?　訓練を重ね、金をもらっているお前たちが、ならず者の冒険者より劣るというのか!?」

　隊長は奥歯を噛みしめる。

「……冒険者パーティーは魔術師や、神官の紋章持ちなどもおり、全体のバランスが良かったことと、彼らの目的が、ヒュドラの魔石と素材であることから、無理をせず、少数を狩っては移動するという方法をとっており、敵を全滅させるという私たちとは、戦い方が大きく異なるという事情が……」

　隊長の必死な言葉に、私はふむと腕を組む。

　自分の兵士を無能と罵るのは簡単だが、冒険者より格下と考えるには感情が許さない。

　それに言ってることは間違っていないだろう。

　特に今回は初めての攻略作戦だったのだ。少しくらい大目に見てやるのが良き指導者というもの。

「ならば、戦略を立て直せ！　お前たちは私の兵士だろう!?　冒険者どもに負けるなど許されぬぞ！」

「はっ！　はああ！」

　一斉に頭を下げる兵士たち。

　うむ。今回責任を問わぬことでこやつらは私に感謝し、より一層の忠義を持ち、次の作戦は必ず成功させるであろう。

　やはり私は優れた指導者だな！

「ザイード様……」

　声に振り返ると、ジャビールだった。

「なんだジャビール。お前には兵の治療を任せたはずだが？」

　この幼女。錬金術だけでなく、医者としての知識もあるのだ。こういうとき使わなければ、飼っている意味がない。

「もちろんそれはやっておるのじゃ。しかし、この惨状を見て、策もなしにまた送り出すのかの？」

「策を考えるのは兵隊の仕事だろうが！　今回の責任を不問にしているだけでは不服か!?」

「うーむ……」

　ジャビールはしばらく腕を組み唸っていたが、決意したように顔を上げた。

「ザイード様。何度も言うのじゃが、湿地帯は広いのじゃ。たしかに成功すれば偉業なのじゃが、さすがにこの戦力では無理があるのではないかのう」

「ふん。だからこその偉業だろう。カイルが諦めたこの事業をなせば、兄すら蹴落とせる」

　不可能と思われることをやって、初めて偉業と呼ばれるのだ。

　どうしてジャビールほどの頭脳でそれを理解できないのか！

「じゃが……」

「しつこいぞジャビール！　これは決定事項だ！」

「……わかったのじゃ」

　ジャビールはため息をまき散らした後、自らの研究室へと戻っていった。途中、やつの独り言が零れる。

「さて……しばらくは研究を諦め、兵士用のポーションを作っておいてやるしかないのじゃな」

　ふん。最初から素直に薬を作り続ければいいというのに。

　だが、ジャビールにヘソを曲げられると、困るのも確かだからな。まったく扱いに困る幼女だ。

　私はままならない部下に囲まれつつ、貴族としての職務を全うすべく、執務室に向かった。





◆　◆　◆






　それは兵士が湿地帯から戻ってきて数日後のことだった。

　その日も書類仕事を進めていると、文官が血相を変えて執務室に飛び込んでくる。

「た……大変です、ザイード様！」

「なんだ騒々しい」

　まったく。それが私の配下の態度か。

「そ、その。これをご覧ください！」

　文官が抱えていたのは大量の木簡だ。

　羊皮紙を使っていないところを見ると、そんなに重要な書類には見えないのだが。

　木簡の文字を目で追うと、私の顔から血の気が一気に引いた。

　それは兵士の退職届だったのだ。

　私は木簡を次々に手に取る。

「これも……これもこれもこれも！　全て退職届ではないかぁ！　どうなっている文官ーっ！」

「ど、どうなっているも、ごく普通の退職届で……全てが退職金と年金を辞退するから今すぐ辞めたいと」

　血の気が引いて冷え切っていた頭が、一気に沸騰する。

「ふ……ふ……ふざけるなぁああああああ！！！！　兵士長をすぐに呼び出せ！」

「その、今ザイード様が手にしている木簡が、兵士長の退職届でして……」

　文官が顔を真っ青にして、手の木簡を指す。

　頭の中で、なにかがぷつーんと切れた音を聞いた気がした。

「そうか……そうか……全員か……」

　ふふふと意識していないのに、笑いがこみ上げているのがわかる。

「よし……退職したいやつは認めてやろう。きちんと退職金も払ってやる」

「え……え？」

　文官が二度、目をしばたかせた。

「だが！　それは湿地帯の攻略が終わってからだ！　あそこの魔物を一匹残らず駆逐するまで辞めるのは許さぬ！　それでも辞めるというなら敵前逃亡、脱走罪で即時処刑する！」

　文官が飛び上がる。

「そ！　それは！　私兵ではありますが、軍に準拠した契約をしておりますので、有事の脱走は死刑が適用されますが、現在の状況は……！」

　私は机を思いっきり叩きつける。

「すでに湿地帯の魔物と交戦状態ではないと、お前は明確に言えるのか!?」

「そ……それは……、しかしさすがにそれはいささか……」

　口ごもる文官を一喝する。

「うるさい！　現在我が軍は交戦状態につき、いかなる理由の除隊も認めん！　すぐに全員に通達しろ！」

「は……は！」

「それと……」

　私は壁に掛けられている、名剣を手に取った。

　片刃の長剣で、細身で反りがあり、大きなハンドガードがあるサーベルだ。

　父から成人の祝いとして贈られた名剣で、ミスリルをふんだんに使った魔法の剣である。

　石をバターのように切り裂くことが可能だ。

　久しぶりにサーベルを鞘から抜き、一振り。わずかに魔法の軌跡が残る。

「私も出ると、伝えておけ」

　政治でも、剣でも、カイルより優れていると見せつけねばならない！

　次の日、久々に鎧を身に纏い、馬に跨がる。

　私は居並ぶ兵士の前に出て、高々とサーベルを掲げた。

「それでは我ら人間の領域に巣くう邪悪なる魔物を殲滅に行くぞ！」

「「「おおおおおおお！！！」」」

　兵士たちの咆ほう哮こうが響くと、街の住民たちも期待の眼差しで応援を送ってきた。

　そうだ！

　その賛辞こそ！

　私にもっとも必要で似合うものなのだ！

　こうして私は、三〇〇名の兵を引き連れ、湿地帯へと出立したのだ。

　もちろん。

　まさかあんなことになるとは欠片も思わずに。
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